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１ 全国講習会プログラム（９月７～８日月・火曜日）

会場：ＡＰ浜松町 

第１日目 ９月７日月曜日 開場９時３０分から 

第１部 総合部会 B+C ルーム 

9：30～ 

9：55～10：00 

10：00 

10：00～10：20 

10：20～10：50 

10：50～11：05 

11：05～11：50 

11：05～11：20 

11：20～11：35 

11：35～12：05 

12：05 

開場 

受講に際しての諸注意 

開会  

挨拶（主催者、水産庁） 

（１）令和９年度予算要求について

（２）ＰＤＣＡサイクルを反映した自己評価表の作成について

①令和７年度自己評価表取りまとめ概要

（全国漁業協同組合連合会担当者）

②自己評価結果の活用事例紹介

三重地区活動組織（長崎県長崎市）

上小水産多面的機能発揮対策事業活動組織（長野県上田市）

③自己評価表の策定にあたっての留意点（水産庁）

閉会 

第２部 藻場部会 B+C ルーム 

13：30～ 

13：55～14：00 

14：00 

14：00～14：45 

14：45～14：50 

14：50 

14：50～15：30 

15：30～16：00 

16：00～16：30 

16：00～16：15 

16：15～16：30 

16：30～17：00 

17：00 

開場 

受講に際しての諸注意 

開会  

藻場部会コーディネーター（南里海児サポート専門家） 

（１）モニタリング結果を活かした活動内容の見直しについて

①モニタリング結果を活かした活動内容を見直した事例紹介

糸島磯根漁場保全協議会（福岡県糸島市）

外海地区活動組織（長崎県長崎市）

②モニタリング結果の活動内容見直しへの活かし方

（南里海児サポート専門家）

休憩 

再開 

（２）現場に則したモニタリングの実施について

①活動組織の自立したモニタリング能力の向上

玉之浦地区活動組織（長崎県五島市）

渡辺耕平サポート専門家

吉村拓サポート専門家

中嶋泰サポート専門家

②様々なモニタリング手法とその特徴について

（一般社団法人水産土木建設技術センター）

③水中ドローンによる調査について

滑川高校海洋科海洋クラブ

穴口裕司サポート専門家

④モニタリング実施にあたっての留意点

（漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業

藤田大介検討委員会委員） 

閉会 
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第２日目 ９月８日火曜日 開場９時３０分から 

第３部 干潟部会 B+C ルーム 

9：30～ 

10：25～10：30 

10：30～ 

 

10：30～11：30 

 

 

10：30～10：40 

10：40～11：00 

11：00～11：10 

11：10～11：30 

11：30～12：00 

11：30～11：45 

 

11：45～12：00 

 

12：00 

開場 

受講に際しての諸注意 

開会  

干潟部会コーディネーター（片山貴之サポート専門家） 

（１）モニタリング結果を活かし、活動内容を見直しした事例紹介と

活動内容見直しにおけるサポート専門家によるモニタリング結

果の活かし方 

  ①明石地区東二見豊かな海を守る会（兵庫県明石市） 

（反田實サポート専門家） 

②小川原湖地区漁場保全の会（青森県東北町） 

（藤田孝康サポート専門家） 

（２）現場に則したモニタリングの実施について 

①現場に則したモニタリング方法について 

（熊本県水産研究センター生嶋登浅海干潟研究部長） 

②モニタリング実施にあたっての留意点 

（鳥羽光晴サポート専門家） 

閉会 
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２　出席者名簿
 第１部　総合部会　
　①会場参加者
No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 内野聖子 北海道水産林務部成長産業課 行政

2 北海道 長瀬桂一 北海道根室市水産振興課 行政

3 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産振興課 行政

4 青森県 蛯名秀樹 小川原湖地区漁場保全の会（小川原湖漁業協同組合） 活動組織

5 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

6 青森県 岩間貴志 風間浦村産業建設課 行政

7 青森県 中田健一 青森県西北地方農林水産事務所鰺ケ沢水産事務所 行政

8 神奈川県 北村治之 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

9 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

10 神奈川県 岡村多恵 神奈川県水産課 行政

11 神奈川県 佐藤花弥 神奈川県水産課 行政

12 神奈川県 高村正造 神奈川県水産技術センター企画研究部資源管理課 行政

13 神奈川県 中川拓朗 神奈川県水産技術センター企画研究部資源管理課 行政

14 富山県 藤島陽平 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

15 富山県 南條暢聡 富山県水産漁港課 行政

16 静岡県 松本匡広 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

17 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

18 滋賀県 秋永　豪 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

19 滋賀県 山下祥平 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

20 兵庫県 田中航平 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

21 兵庫県 村上愛奈 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

22 兵庫県 佐藤政男 兵庫県水産漁港課 行政

23 兵庫県 安達祐太朗 兵庫県水産漁港課 行政

24 鳥取県 西村美桜 鳥取県漁業調整課 行政

25 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

26 広島県 小笠原教将 広島県水産課 行政

27 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

28 愛媛県 友田帆乃香 愛媛県水産課 行政

29 高知県 松丸梨佳 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

30 高知県 原　早紀 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

31 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

32 佐賀県 大庭元気 佐賀県水産課 行政

33 長崎県 軍司宏紀 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

34 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市水産課 行政

35 大分県 中村　景 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

36 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

37 宮崎県 大久保宙 宮崎県漁業管理課 行政

38 講師 関根　寛 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

39 講師 穴口裕司 サポート専門家（海洋建設株式会社） 専門家事務局等

40 講師 桐生　透 サポート専門家 専門家事務局等
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 事例紹介者 池田 匠汰 三重地区活動組織（長崎県長崎市） 活動組織

42 事例紹介者 土屋信之 上小水産多面的機能発揮対策事業活動組織（長野県上田市、佐久市、東御市） 活動組織

43 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐 専門家事務局等

44 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

45 水産庁 丸吉浩太 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長 専門家事務局等

46 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

47 共同機関 関根　寛 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

48 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

49 共同機関 完山　暢 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

50 共同機関 齋藤論理 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

51 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

52 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

53 サポート専門家 椎名　弘 海洋プランニング株式会社 専門家事務局等

54 事務局 斎藤　晃 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

55 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

56 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

57 事務局 神山孝史 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

58 事務局 香西秀道 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会総務部長 専門家事務局等

59 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部課長 専門家事務局等

60 事務局 日𠮷海斗 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会職員 専門家事務局等
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 北海道 角　俊季 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

5 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町産業建設部水産林務課 行政

6 北海道 寺澤淳司 北海道別海町　 行政

7 北海道 友貞奈々美 北海道別海町　 行政

8 北海道 佐々木　亮 北海道函館市水産課 行政

9 北海道 中田智也 北海道函館市水産課 行政

10 北海道 今村伸之 北海道水産林務部成長産業課 行政

11 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

12 北海道 佐藤　和 北海道胆振総合振興局水産課 行政

13 北海道 武藤健佑 北海道日高振興局水産課 行政

14 北海道 吉江洋郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

15 北海道 吉中悠士郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

16 北海道 深谷琢斗 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

17 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

18 山形県 森居光司 山形県鶴岡市農山漁村振興課 行政

19 山形県 村岡優太 山形県酒田市農林水産課 行政

20 山形県 工藤充弘 山形県農林水産部水産振興課 行政

21 福島県 澤田忠明 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

22 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

23 千葉県 安平光希 千葉県農林水産部水産局漁業資源課 行政

24 千葉県 武石　健 千葉県館山水産事務所 行政

25 千葉県 宮野利枝子 千葉県館山水産事務所 行政

26 千葉県 平田淳一 千葉県銚子水産事務所 行政

27 千葉県 井上依吹 千葉県銚子水産事務所 行政

28 千葉県 西﨑涼平 千葉県銚子水産事務所 行政

29 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産部農林水産課 行政

30 神奈川県 高嶋國博 JOFIｸﾘｰﾝｵｰｼｬﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動組織　 活動組織

31 神奈川県 小濱信一 神奈川県三浦市海業水産課 行政

32 神奈川県 今福えな 神奈川県藤沢市農業水産課 行政

33 神奈川県 有馬岳志 小田原市水産海浜課 行政

34 石川県 海田　潤 石川県水産課経営指導グループ 行政

35 石川県 山前地史 石川県水産課経営指導グループ 行政

36 石川県 新甫裕也 石川県輪島市農林水産部農林水産課 行政

37 石川県 畝田慎也 石川県七尾市農林水産課 行政

38 石川県 松野佑亮 石川県小松市農業水産課 行政

39 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

40 福井県 石川沙映 福井県敦賀市産業経済部農林水産振興課 行政

　② Ｗｅｂ参加者
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 福井県 吉原徳行 福井県おおい町役場 行政

42 長野県 藤澤孝男 長野県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

43 静岡県 狩野恭平 静岡県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

44 愛知県 長谷優希南 愛知県蒲郡市産業振興部農林水産課 行政

45 三重県 鈴木千晴 白浦活動組織他（NPO法人SEA藻） 活動組織

46 三重県 小久保由香 amaレンジャープロジェクト 活動組織

47 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

48 三重県 島田美和子 三重外湾漁業協同組合 漁連・漁協

49 三重県 仲村僚真 三重県紀北町農林水産課 行政

50 三重県 石川達也 三重県尾鷲市水産農林事業推進課 行政

51 三重県 岡野健次 三重県尾鷲農林水産事務所漁政課 行政

52 三重県 岡野健次 三重県尾鷲農林水産事務所漁政課 行政

53 三重県 水井大翔 三重県鳥羽市農林水産課水産係 行政

54 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産課 行政

55 三重県 中西麻希 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

56 三重県 森脇雪乃 三重県水産基盤整備課海づくり班 行政

57 三重県 行元裕也 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

58 三重県 辻　貴大 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

59 三重県 宮﨑優太 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

60 三重県 山本真二 三重県南伊勢町水産農林課 行政

61 京都府 長塩泰治 京都府内水面漁業協同組合連合 漁連・漁協

62 京都府 渡部ももこ 京都府内水面漁業協同組合連合 漁連・漁協

63 京都府 佐竹萌依 京都府水産課 行政

64 京都府 中川　力 京都市農林振興室 行政

65 京都府 松下晃太郎 京丹後市海業水産課 行政

66 兵庫県 平田万智 姫路の海を守る会 活動組織

67 兵庫県 宮口修平 姫路の海を守る会 活動組織

68 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

69 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

70 兵庫県 清水咲菜 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

71 島根県 増田絢子 島根県沿岸漁業振興課 行政

72 島根県 石橋泰史 島根県東部農林水産振興センター 行政

73 島根県 安原　豪 島根県東部農林水産振興センター 行政

74 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

75 岡山県 草加 耕司 岡山県水産課 行政

76 広島県 中原真哉 安芸津干潟研究会 活動組織

77 広島県 飯田悦左 広島県水産多面的機能発揮対策協議会事務局 協議会

78 広島県 山岡真梨子 福山市農林水産課 行政

79 広島県 三保奈桜香 福山市農林水産課 行政

80 広島県 鎌倉道生 広島県東部農林水産事務所水産課 行政
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

81 広島県 山崎　凪 尾道市農林水産課 行政

82 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

83 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

84 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

85 山口県 谷口昂大 山口県農林水産部水産振興課 行政

86 香川県 河野将隆 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

87 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

88 福岡県 森　久美 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織

89 福岡県 礒﨑大徳 福岡県農林水産部水産局漁業管理課漁場環境係 行政

90 福岡県 今井啓太 福岡県福岡市水産振興課 行政

91 福岡県 大村浩一 福岡県福岡市水産振興課 行政

92 佐賀県 北島安博 佐賀地区多面的機能発揮対策活動組織 活動組織

93 佐賀県 野﨑一彌 唐津地区海面環境を守る会 活動組織

94 佐賀県 上野翔大 佐賀県白石町農村整備課 行政

95 佐賀県 坂本寛和 佐賀県唐津市水産課 行政

96 佐賀県 平藤叶楽 佐賀県唐津市水産課 行政

97 長崎県 石本智啓 長崎県島原市耕地水産課 行政

98 長崎県 山口梨沙 南島原市水産課 行政

99 長崎県 平　宇翔 長崎県漁港漁場課 行政

100 熊本県 高村夜斗 熊本県荒尾市農林水産課 行政

101 熊本県 徳永龍太郎 熊本県八代市水産林務課 行政

102 熊本県 山城教潤 熊本県上天草市みなと・水産課 行政

103 熊本県 住本一憲 熊本県上天草市みなと・水産課 行政

104 大分県 滝口大也 大分県国東市農林水産課 行政

105 大分県 深田陸矩 大分県国東市農林水産課 行政

106 大分県 能丸　健 大分県豊後高田市水産・地域産業課 行政

107 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

108 宮崎県 山本太一 宮崎県漁業管理課 行政

109 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

110 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

111 鹿児島県 石塚勇樹 鹿児島県指宿市商工水産課 行政

112 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局林務水産課出水市駐在 行政

113 鹿児島県 河野慶一 鹿児島県商工労働水産部水産振興課 行政

114 沖縄県 大城 力 辺土名地区サンゴ・藻場保全活動組織 活動組織

115 沖縄県 岩本尊智 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

116 沖縄県 加藤美奈子 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策事業地域協議会 協議会

117 沖縄県 内間　誠 石垣市農林水産商工部水産課 行政

118 沖縄県 照屋一樹 沖縄県大宜味村農林水産課 行政

119 沖縄県 米丸浩平 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他

120 沖縄県 表原　陸 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他
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 第２部　藻場部会　
　①会場参加者
No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 内野聖子 北海道水産林務部成長産業課 行政

2 北海道 長瀬桂一 北海道根室市水産振興課 行政

3 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産振興課 行政

4 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

5 青森県 岩間貴志 風間浦村産業建設課 行政

6 青森県 藤川義一 青森県東青農林水産事務所青森水産事務所 行政

7 青森県 蝦名　浩 青森県三八農林水産事務所八戸水産事務所 行政

8 青森県 中田健一 青森県西北地方農林水産事務所鰺ケ沢水産事務所 行政

9 神奈川県 本間功一 諸磯藻場保全活動組織 活動組織

10 神奈川県 渡邊雄一 諸磯藻場保全活動組織 活動組織

11 神奈川県 北村治之 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

12 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

13 神奈川県 岡村多恵 神奈川県水産課 行政

14 神奈川県 佐藤花弥 神奈川県水産課 行政

15 神奈川県 高村正造 神奈川県水産技術センター企画研究部資源管理課 行政

16 神奈川県 中川拓朗 神奈川県水産技術センター企画研究部資源管理課 行政

17 富山県 藤島陽平 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

18 富山県 南條暢聡 富山県水産漁港課 行政

19 静岡県 松本匡広 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

20 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

21 滋賀県 秋永　豪 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

22 滋賀県 山下祥平 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

23 兵庫県 田中航平 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

24 兵庫県 村上愛奈 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

25 兵庫県 佐藤政男 兵庫県水産漁港課 行政

26 兵庫県 安達祐太朗 兵庫県水産漁港課 行政

27 鳥取県 西村美桜 鳥取県漁業調整課 行政

28 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

29 広島県 小笠原教将 広島県水産課 行政

30 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

31 愛媛県 友田帆乃香 愛媛県水産課 行政

32 高知県 松丸梨佳 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

33 高知県 原　早紀 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

34 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

35 佐賀県 大庭元気 佐賀県水産課 行政

36 佐賀県 下前　敦 佐賀県玄海水産振興センター 試験場他

37 長崎県 軍司宏紀 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

38 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市水産課 行政

39 長崎県 若田杏実 長崎県長崎市水産振興課 行政

40 大分県 中村　景 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

42 宮崎県 大久保宙 宮崎県漁業管理課 行政

43 コーディネーター 南里海児 サポート専門家（株式会社ベントス） 専門家事務局等

44 講師 吉村　拓 サポート専門家（一般社団法人磯根研究所） 専門家事務局等

45 講師 渡辺耕平 サポート専門家（西日本オーシャンリサーチ） 専門家事務局等

46 講師 中嶋　泰 サポート専門家（オフィスＭＯＢＡ） 専門家事務局等

47 講師 齋藤論理 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

48 講師 穴口裕司 サポート専門家（海洋建設株式会社） 専門家事務局等

49 講師 藤田大介 漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業検討委員会委員 専門家事務局等

50 事例紹介者 中村直貴 糸島磯根漁場保全協議会（福岡県糸島市） 活動組織

51 事例紹介者 林　　実 外海地区活動組織（長崎県長崎市） 活動組織

52 事例紹介者 簗脇真市 玉之浦地区活動組織（長崎県五島市） 活動組織

53 事例紹介者 法原美空 滑川高校海洋科海洋クラブ（富山県滑川市） 活動組織

54 事例紹介者 三浦結愛 滑川高校海洋科海洋クラブ（富山県滑川市） 活動組織

55 事例紹介者 岡田洋朗 滑川高校海洋科海洋クラブ（富山県滑川市） 活動組織

56 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐 専門家事務局等

57 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

58 水産庁 丸吉浩太 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長 専門家事務局等

59 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

60 共同機関 関根　寛 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

61 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

62 共同機関 完山　暢 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

63 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

64 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

65 サポート専門家 椎名　弘 海洋プランニング株式会社 専門家事務局等

66 サポート専門家 山川　紘 東京海洋大学海洋政策文化学科客員研究員 専門家事務局等

67 事務局 斎藤　晃 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

68 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

69 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

70 事務局 神山孝史 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

71 事務局 香西秀道 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会総務部長 専門家事務局等

72 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部課長 専門家事務局等

73 事務局 日𠮷海斗 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会職員 専門家事務局等

9



No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 北海道 角　俊季 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

5 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町産業建設部水産林務課 行政

6 北海道 佐々木　亮 北海道函館市水産課 行政

7 北海道 中田智也 北海道函館市水産課 行政

8 北海道 今村伸之 北海道水産林務部成長産業課 行政

9 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

10 北海道 佐藤　和 北海道胆振総合振興局水産課 行政

11 北海道 武藤健佑 北海道日高振興局水産課 行政

12 北海道 吉江洋郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

13 北海道 吉中悠士郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

14 北海道 石橋真進 北海道釧路総合振興局水産課 行政

15 北海道 小林稜太郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

16 北海道 深谷琢斗 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

17 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

18 山形県 森居光司 山形県鶴岡市農山漁村振興課 行政

19 山形県 村岡優太 山形県酒田市農林水産課 行政

20 山形県 工藤充弘 山形県農林水産部水産振興課 行政

21 福島県 澤田忠明 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

22 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

23 千葉県 安平光希 千葉県農林水産部水産局漁業資源課 行政

24 千葉県 武石　健 千葉県館山水産事務所 行政

25 千葉県 宮野利枝子 千葉県館山水産事務所 行政

26 千葉県 𠮷田雄真 千葉県館山水産事務所 行政

27 千葉県 𠮷岡真音 千葉県館山水産事務所 行政

28 千葉県 平田淳一 千葉県銚子水産事務所 行政

29 千葉県 井上依吹 千葉県銚子水産事務所 行政

30 千葉県 西﨑涼平 千葉県銚子水産事務所 行政

31 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産部農林水産課 行政

32 神奈川県 高嶋國博 JOFIｸﾘｰﾝｵｰｼｬﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動組織　 活動組織

33 神奈川県 永橋麗良 JOFIｸﾘｰﾝｵｰｼｬﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動組織 活動組織

34 神奈川県 石塚翔悟 神奈川県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

35 神奈川県 小濱信一 神奈川県三浦市海業水産課 行政

36 神奈川県 有馬岳志 小田原市水産海浜課 行政

37 石川県 海田　潤 石川県水産課経営指導グループ 行政

38 石川県 山前地史 石川県水産課経営指導グループ 行政

39 石川県 新甫裕也 石川県輪島市農林水産部農林水産課 行政

40 石川県 畝田慎也 石川県七尾市農林水産課 行政

41 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

42 福井県 石川沙映 福井県敦賀市産業経済部農林水産振興課 行政

43 福井県 吉原徳行 福井県おおい町役場 行政

44 静岡県 狩野恭平 静岡県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

　②Ｗｅｂ参加者　
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

45 愛知県 中野哲規 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

46 愛知県 桃井冬麻 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

47 愛知県 中島廉太朗 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

48 愛知県 長谷優希南 愛知県蒲郡市産業振興部農林水産課 行政

49 三重県 鈴木千晴 白浦活動組織他（NPO法人SEA藻） 活動組織

50 三重県 小久保由香 amaレンジャープロジェクト 活動組織

51 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

52 三重県 島田美和子 三重外湾漁業協同組合 漁連・漁協

53 三重県 仲村僚真 三重県紀北町農林水産課 行政

54 三重県 石川達也 三重県尾鷲市水産農林事業推進課 行政

55 三重県 水井大翔 三重県鳥羽市農林水産課水産係 行政

56 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産課 行政

57 三重県 黒瀬尚人 三重県伊勢市産業観光部農林水産課 行政

58 三重県 中西麻希 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

59 三重県 森脇雪乃 三重県水産基盤整備課海づくり班 行政

60 三重県 行元裕也 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

61 三重県 辻　貴大 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

62 三重県 宮﨑優太 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

63 三重県 山本真二 三重県南伊勢町水産農林課 行政

64 兵庫県 宮本成記 室津地区豊かな海づくり活動組織 活動組織

65 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

66 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

67 兵庫県 清水咲菜 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

68 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

69 島根県 増田絢子 島根県沿岸漁業振興課 行政

70 島根県 石橋泰史 島根県東部農林水産振興センター 行政

71 島根県 安原　豪 島根県東部農林水産振興センター 行政

72 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

73 岡山県 草加 耕司 岡山県水産課 行政

74 広島県 中原真哉 安芸津干潟研究会 活動組織

75 広島県 上田陽子 大崎上島地域の海辺を守る会 活動組織

76 広島県 岡村真理子 田島藻じゃ茂じゃ海 活動組織

77 広島県 飯田悦左 広島県水産多面的機能発揮対策協議会事務局 協議会

78 広島県 山岡真梨子 福山市農林水産課 行政

79 広島県 三保奈桜香 福山市農林水産課 行政

80 広島県 鎌倉道生 広島県東部農林水産事務所水産課 行政

81 広島県 山崎　凪 尾道市農林水産課 行政

82 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

83 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

84 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

85 山口県 谷口昂大 山口県農林水産部水産振興課 行政

86 香川県 河野将隆 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

87 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

88 福岡県 森　久美 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織

89 福岡県 礒﨑大徳 福岡県農林水産部水産局漁業管理課漁場環境係 行政

90 福岡県 細原樹香 福岡県糸島市水産林務課 行政

91 佐賀県 吉田　恵 外津地区海環境を守る会 活動組織

92 佐賀県 大野豪久 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

93 佐賀県 中尾恭子 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

94 佐賀県 山口杏香 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

95 佐賀県 伊藤さおり 屋形石地区藻場保全活動の会 活動組織

96 佐賀県 野﨑一彌 湊の海を守る会 活動組織

97 佐賀県 加㔟田　恵 仮屋漁業協同組合 漁連・漁協

98 佐賀県 坂本寛和 佐賀県唐津市水産課 行政

99 佐賀県 平藤叶楽 佐賀県唐津市水産課 行政

100 佐賀県 津城啓子 佐賀県農林水産部水産課 行政

101 佐賀県 重久剛佑 佐賀県農林水産部水産課 行政

102 佐賀県 大渡功晟 佐賀県玄海水産振興センター 試験場他

103 長崎県 石本智啓 長崎県島原市耕地水産課 行政

104 長崎県 山口梨沙 南島原市水産課 行政

105 長崎県 平　宇翔 長崎県漁港漁場課 行政

106 熊本県 徳永龍太郎 熊本県八代市水産林務課 行政

107 大分県 滝口大也 大分県国東市農林水産課 行政

108 大分県 深田陸矩 大分県国東市農林水産課 行政

109 大分県 能丸　健 大分県豊後高田市水産・地域産業課 行政

110 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

111 宮崎県 山本太一 宮崎県漁業管理課 行政

112 鹿児島県 帖地喜洋 指宿地区水産振興会 活動組織

113 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

114 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

115 鹿児島県 石塚勇樹 鹿児島県指宿市商工水産課 行政

116 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局林務水産課出水市駐在 行政

117 鹿児島県 南 吉文 鹿児島県南さつま市商工水産課 行政

118 鹿児島県 河野慶一 鹿児島県商工労働水産部水産振興課 行政

119 沖縄県 大城 力 辺土名地区サンゴ・藻場保全活動組織 活動組織

120 沖縄県 岩本尊智 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

121 沖縄県 加藤美奈子 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策事業地域協議会 協議会

122 沖縄県 内間　誠 石垣市農林水産商工部水産課 行政

123 沖縄県 照屋一樹 沖縄県大宜味村農林水産課 行政

124 沖縄県 米丸浩平 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他

125 沖縄県 表原　陸 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他
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 第３部　干潟部会　
　①会場参加者
No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 内野聖子 北海道水産林務部成長産業課 行政

2 北海道 長瀬桂一 北海道根室市水産振興課 行政

3 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産振興課 行政

4 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

5 青森県 藤川義一 青森県東青農林水産事務所青森水産事務所 行政

6 青森県 蝦名　浩 青森県三八農林水産事務所八戸水産事務所 行政

7 青森県 中田健一 青森県西北地方農林水産事務所鰺ケ沢水産事務所 行政

8 滋賀県 秋永　豪 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

9 滋賀県 山下祥平 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

10 兵庫県 田中航平 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

11 兵庫県 村上愛奈 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

12 兵庫県 佐藤政男 兵庫県水産漁港課 行政

13 兵庫県 安達祐太朗 兵庫県水産漁港課 行政

14 鳥取県 西村美桜 鳥取県漁業調整課 行政

15 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

16 広島県 小笠原教将 広島県水産課 行政

17 愛媛県 友田帆乃香 愛媛県水産課 行政

18 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

19 佐賀県 大庭元気 佐賀県水産課 行政

20 長崎県 軍司宏紀 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

21 長崎県 若田杏実 長崎県長崎市水産振興課 行政

22 大分県 中村　景 大分県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

23 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

24 宮崎県 大久保宙 宮崎県漁業管理課 行政

25 コーディネーター 片山貴之 サポート専門家（海洋建設株式会社） 専門家事務局等

26 講師 藤田孝康 サポート専門家（日本ミクニヤ株式会社） 専門家事務局等

27 講師 生嶋　登 熊本県水産研究センター浅海干潟研究部長 専門家事務局等

28 講師 鳥羽光晴 サポート専門家（東京海洋大学海の研究戦略マネジメント機構　客員教授 ） 専門家事務局等

29 事例紹介者 蛯名秀樹 小川原湖地区漁場保全の会（小川原湖漁業協同組合） 活動組織

30 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐 専門家事務局等

31 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

32 水産庁 丸吉浩太 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長 専門家事務局等

33 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

34 共同機関 関根　寛 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

35 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

36 共同機関 完山　暢 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

37 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

38 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

39 サポート専門家 椎名　弘 海洋プランニング株式会社 専門家事務局等

40 事務局 斎藤　晃 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

41 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

42 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

43 事務局 神山孝史 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

44 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部課長 専門家事務局等

45 事務局 日𠮷海斗 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会職員 専門家事務局等
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町産業建設部水産林務課 行政

5 北海道 友貞奈々美 北海道別海町　 行政

6 北海道 今村伸之 北海道水産林務部成長産業課 行政

7 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

8 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

9 北海道 武藤健佑 北海道日高振興局水産課 行政

10 北海道 吉江洋郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

11 北海道 吉中悠士郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

12 福島県 澤田忠明 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

13 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

14 千葉県 安平光希 千葉県農林水産部水産局漁業資源課 行政

15 千葉県 平田淳一 千葉県銚子水産事務所 行政

16 千葉県 井上依吹 千葉県銚子水産事務所 行政

17 千葉県 西﨑涼平 千葉県銚子水産事務所 行政

18 愛知県 中野哲規 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

19 愛知県 桃井冬麻 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

20 愛知県 中島廉太朗 愛知県知多農林水産事務所水産課 行政

21 愛知県 長谷優希南 愛知県蒲郡市産業振興部農林水産課 行政

22 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

23 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産課 行政

24 三重県 黒瀬尚人 三重県伊勢市産業観光部農林水産課 行政

25 三重県 森脇雪乃 三重県水産基盤整備課海づくり班 行政

26 三重県 中西麻希 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

27 三重県 行元裕也 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

28 三重県 辻　貴大 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

29 三重県 宮﨑優太 三重県伊勢農林水産事務所水産室漁政課 行政

30 兵庫県 葛上　稜 明石地区明石浦防人会（明石浦漁業協同組合） 活動組織

31 兵庫県 宮本成記 室津地区豊かな海づくり活動組織 活動組織

32 兵庫県 平田万智 姫路の海を守る会 活動組織

33 兵庫県 宮口修平 姫路の海を守る会 活動組織

34 兵庫県 寺田雅子 兵庫県内水面資源保全支援協議会 協議会

35 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

36 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

37 兵庫県 藤田竜士 兵庫県西二見漁業協同組合 漁連・漁協

38 兵庫県 清水咲菜 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

39 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

40 島根県 増田絢子 島根県沿岸漁業振興課 行政

　②Ｗｅｂ参加者
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No. 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 島根県 石橋泰史 島根県東部農林水産振興センター 行政

42 島根県 安原　豪 島根県東部農林水産振興センター 行政

43 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

44 広島県 中原真哉 安芸津干潟研究会 活動組織

45 広島県 飯田悦左 広島県水産多面的機能発揮対策協議会事務局 協議会

46 広島県 山岡真梨子 福山市農林水産課 行政

47 広島県 三保奈桜香 福山市農林水産課 行政

48 広島県 鎌倉道生 広島県東部農林水産事務所水産課 行政

49 広島県 山崎　凪 尾道市農林水産課 行政

50 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

51 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

52 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会（山口県栽培漁業公社） 協議会

53 山口県 谷口昂大 山口県農林水産部水産振興課 行政

54 香川県 河野将隆 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

55 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

56 福岡県 礒﨑大徳 福岡県農林水産部水産局漁業管理課漁場環境係 行政

57 佐賀県 北島安博 佐賀地区多面的機能発揮対策活動組織 活動組織

58 佐賀県 野﨑一彌 唐津地区海底環境を守る会 活動組織

59 佐賀県 杉野光徳 佐賀県太良町農林水産課 行政

60 佐賀県 坂本寛和 佐賀県唐津市水産課 行政

61 佐賀県 平藤叶楽 佐賀県唐津市水産課 行政

62 佐賀県 重久剛佑 佐賀県農林水産部水産課 行政

63 長崎県 石本智啓 長崎県島原市耕地水産課 行政

64 長崎県 山口梨沙 南島原市水産課 行政

65 長崎県 平　宇翔 長崎県漁港漁場課 行政

66 熊本県 徳永龍太郎 熊本県八代市水産林務課 行政

67 熊本県 山城教潤 熊本県上天草市みなと・水産課 行政

68 熊本県 住本一憲 熊本県上天草市みなと・水産課 行政

69 大分県 滝口大也 大分県国東市農林水産課 行政

70 大分県 深田陸矩 大分県国東市農林水産課 行政

71 大分県 能丸　健 大分県豊後高田市水産・地域産業課 行政

72 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

73 宮崎県 山本太一 宮崎県漁業管理課 行政

74 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

75 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

76 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局林務水産課出水市駐在 行政

77 鹿児島県 河野慶一 鹿児島県商工労働水産部水産振興課 行政

78 沖縄県 加藤美奈子 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策事業地域協議会 協議会

79 沖縄県 内間　誠 石垣市農林水産商工部水産課 行政

80 沖縄県 米丸浩平 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他

81 沖縄県 表原　陸 沖縄県水産海洋技術センター北部駐在 試験場他

82 講師 反田　實 サポート専門家（吉備国際大学客員教授） 専門家事務局等

83 事例紹介者 池上京子 東二見地区豊かな海を守る会 活動組織

15



MEMO

16



1 

 

令和 7 年度 自己評価表の取りまとめ（概要） 
 

 

添付様式第16号

都道府県名： ○○県 市町村名

活動組織名：

最終目標値：

協定面積（ha）： 本年度の活動面積の実績（ha）：

総活動者数（延べ）A： Aのうち構成員（漁業者）の人数（延べ）：

Aのうち構成員（漁業者以外）の人数（延べ）： Aのうちボランティアの人数（延べ）：

項目

5

①基準値の設定根拠、最終目標値の妥当性（変更した場合はその理由）：

②具体的な活動内容や工夫した点、評価項目以外の活動内容と成果：

③今年度実績の評価（生物量増減の主な要因）：

④次年度以降の改善点（③に対する具体的な対策等）：

5 0.3 1.5

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取
り入れた

４点

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に取り入れる
べく検討を行った

３点

講習会や報告会に参加するなど他の活動組織の事例の情報収集を
行った

２点

他の活動組織の事例を参考にしなかった

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全
体に占める漁業者以外の人数０％以上１％未満）

２点

構成員に漁業者以外が参画しているが、実際の活動はしていない １点

横
展
開

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取
り入れ、改善が図られた

５点

１点

組
織
体
制

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全
体に占める漁業者以外の人数５％以上）

５点

5 0.3 1.5

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全
体に占める漁業者以外の人数３％以上５％未満）

４点

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全
体に占める漁業者以外の人数１％以上３％未満）

３点

2

年度達成度が75％以上100％未満 ４点

年度達成度が50％以上75％未満 ３点

年度達成度が25％以上50％未満 ２点

年度達成度が25％未満 １点

評価の視点 配点 点数 ウェイト
項目の評価点

(点数×ウエイト)

成
果
目
標

年度達成度が100％以上 ５点

5 0.4

25 25

350 300

50 0

増減率(e) 10% - - - -

年度達成度(d) 110% - - - -

対象生物量（c） 33

年度目標値（b） 30 37.5 45 52.5 60

基準値（a）： 30 60

活動年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

活動項目： 藻場の保全

成果指標： 対象水域における生物量

対象生物（単位）： 海藻類（単位：被度（％））

自己評価表 令和７年度

（環境・生態系保全）

○○町

○○地区藻場保全活動の会

３ 第１部 総合部会 
ＰＤＣＡサイクルを反映した自己評価表の作成について 

①令和７年度自己評価表取りまとめ概要 
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１．活動成果 

1.1.達成度  

令和７年度の達成度（令和７年度の生物量等の目標値に対する当該年度実績の割合）

は、 「環境・生態系保全」については、目標を下回った（100％未満）活動組織が 0％～

50％、目標値を上回った （100％以上）活動組織が 0％～43％であった。目標値を上回っ

た活動組織の比率が高いのは、サンゴ礁の保全（43％）、次いで魚介類の放流（25％）、

干潟等の保全（19％）の順であった。 

「海の安全確保」については、目標を下回った（100％未満）活動組織が 2％～50％、

目標値を上回った（100％以上）活動組織が 0％～98％であった。目標値を上回った活動

組織の比率が高いのは、国境水域の監視 （98％）、次いで海の監視ネットワーク強化（27％）

の順であった。 

※過去の実績値ではなく、令和７年度の実績値を目標値（＝基準値）として記入している活動組織がある

ため、達成度 100％の活動組織の比率が高くなっている。 

 

 

図 1-1 活動項目別の年度達成度 
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藻場の保全
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魚介類の放流
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内水面生態系の維持・保全・改善

漂流・漂着、堆積物処理

効果促進

廃棄物の利活用

国境・水域の監視

海の監視ネットワーク強化

海難救助訓練

100％以上 100％ 100％未満
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1.2.自己評価点 

 ① 成果目標 

「廃棄物の利活用」と「海難救助訓練」を除く活動項目の７割以上が年度達成度 100％

以上 （５点）となっており、多くの活動組織が現状維持または生物量等の増加を達成し

たことを示している。 

※成果目標の評価点「５点」は、「1.1.達成度」における「100％」及び「100％以上」の合計であり、前述

のように「達成度 100％」には令和 7年度の実績値＝目標値としたものが含まれている。 

 

表 1-1 評価の視点（成果目標） 

達成度区分 配点 ウェイト 

年度達成度が 100％以上 ５点 

0.4 

年度達成度が 75％以上 100％未満 ４点 

年度達成度が 50％以上 75％未満 ３点 

年度達成度が 25％以上 50％未満 ２点 

年度達成度が 25％未満 １点 

 

 

図 1-2（1） 活動項目別の年度達成度（成果目標） 
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② 組織体制 

いずれの活動項目も漁業者以外の実際の参画が多い結果となった。特に「サンゴ礁の

保全」における漁業者以外の参画が多い。活動の特性上、「国境・水域の監視」と「海

の監視ネットワーク強化」は相対的に漁業者以外の参画は少ない。 

 

表 1-2 評価の視点（組織体制） 

達成度区分 配点 ウェイト 

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体

に占める漁業者以外の人数５％以上） 

５点 

0.3 

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全

体に占める漁業者以外の人数３％以上５％未満） 

４点 

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全

体に占める漁業者以外の人数１％以上３％未満） 

３点 

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全

体に占める漁業者以外の人数０％以上１％未満） 

２点 

構成員に漁業者以外が参画しているが、実際の活動はしていない １点 

 

 

図 1-2（2） 活動項目別の年度達成度（組織体制） 
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③ 横展開 

「講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り入れた」活動組

織（５点・４点）の割合は、 「教育・学習」、 「サンゴ礁の保全」、「内水面生態系の維持・

保全・改善」、「藻場の保全」が相対的に高い。一方、「魚介類の放流」や「海難救助訓

練」などの定型化した活動では相対的に低い傾向がある。 

 

表 1-3 評価の視点（横展開） 

達成度区分 配点 ウェイト 

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り

入れ、改善が図られた 

５点 

0.3 

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取

り入れた 

４点 

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に取り入れる

べく検討を行った 

３点 

講習会や報告会に参加するなど他の活動組織の事例の情報収集

を行った 

２点 

他の活動組織の事例を参考にしなかった １点 

 

 

図 1-2（3） 活動項目別の年度達成度（横展開） 
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２．ＰＤＣＡ評価 

2.1.評価の方法 

様式第 16 号に記載された以下の①～④のＰＤＣＡに係る記載について評価点を付し、

モデル的なＰＤＣＡ（以下、モデルＰＤＣＡという）の抽出を行った。 

 

①基準値の設定根拠、最終目標値の妥当性（P） 

②具体的な活動内容や工夫した点、評価項目以外の活動内容と成果（D） 

③今年度実績の評価、（生物量増減の主な要因）（C） 

④次年度以降の改善点について（A） 

 

 ① ＰＤＣＡの各要素の評価 

ＰＤＣＡの各要素は、以下に示す 5 つの観点について、記載内容から確認できる場合

を各 1 点として、合計 0～5 点の採点を行った。ただし、5 点満点は「活動成果が優れて

いる」という意味ではなく、そのＰＤＣＡ段階について必要な情報が具体的かつ体系的

に記載されていることを示すものである。すなわち、ＰＤＣＡの評価は、活動の成果（生

物量の増減）の評価ではなく、活動のプロセスの評価となる。 

 

表 2-1 ＰＤＣＡの評価基準（Ｐ（計画）：計 5 点） 

評価項目 評価内容 点数 

①目標の明確性 
基準値・年度目標・最終目標など、達成すべき目標が明示さ

れている 
1 

②根拠の明確性 
過去の実績、調査結果、モニタリング結果、地域の状況など、

目標設定の根拠が示されている 
1 

③目標値の妥当性 
「なぜその目標値なのか」「なぜその水準を目指すのか」が説

明されている 
1 

④定量性 
被度、生物量、面積、個体数等、数値によって目標を確認で

きる 
1 

⑤実現可能性・計画性 
活動期間、対象区域、実施方法、段階的な目標等が示され、

目標達成までの道筋が分かる 
1 

 

・例１：「過去のモニタリングで被度が 20％まで低下しているため、3 年後に 30％まで回復させる。まず今

年度はウニ除去と母藻設置を行い、毎年被度を確認する。」なら、目標 → ○、根拠 → ○、妥当性 → 

○、定量性 → ○、実現可能性・計画性 → ○で 5点となる。 

・例２：「藻場を回復させることを目標とする。」だけなら、①は満たすが、他が確認できないため 1 点と

なる。 
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表 2-2 ＰＤＣＡの評価基準（Ｄ（実行）：計 5 点） 

評価項目 評価内容 点数 

①活動内容の具体性 何を実施したのかが具体的に記載されている 1 

②実施方法の具体性 どのような方法・手法で実施したのかが記載されている 1 

③時期・場所の明確性 いつ、どこで実施したのかが確認できる 1 

④活動規模・頻度 回数、面積、人数、数量等、活動規模を把握できる 1 

⑤工夫・連携・改善 
活動を実施する上での工夫、地域との連携、新たな手法、試

行・改善等が示されている 
1 

 

・例１：「5月と 10 月に○○地区でウニ駆除を実施し、ダイバー10 名で○ha を対象とした。前年は一斉駆

除だったが、今年度は被度の低い区域を重点的に実施した。」なら、活動内容 → ○、方法 → ○、時期・

場所 → ○、規模 → ○、工夫 → ○で 5点となる。 

・例２： 「ウニ駆除を実施した」だけなら、①は満たすが、他が確認できないため 1点となる。 

 

表 2-3 ＰＤＣＡの評価基準（Ｃ（評価）：計 5 点） 

評価項目 評価内容 点数 

①結果の明確性 増加・減少・維持等の結果が示されている 1 

②定量性 被度、生物量、面積等について数値・比較が示されている 1 

③要因分析 増減の原因・要因が分析されている 1 

④効果検証 実施した活動が成果にどう影響したかを検証している 1 

⑤課題の明確化 評価結果から、今後取り組むべき課題が明確になっている 1 

 

・例１：「今年度の藻場被度は 30％となり、前年度の 20％から 10 ポイント増加した。増加の主な要因は、

昨年度実施したウニ除去により食害圧が低下したこと、および母藻設置による新規加入が確認されたこ

とと考えられる。ウニ除去区域では非実施区域と比較して被度の回復が大きく、活動の効果が確認され

た。一方、夏季には高水温による一部海藻の減少が確認されたため、高水温期の維持が今後の課題であ

る。」なら、結果 → ○、定量性 → ○、要因 → ○、効果 → ○、課題 → ○で 5点となる。 

・例２：「今年度は藻場の被度が増加した。」だけなら、①は満たすが、他が確認できないため 1点となる。 
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表 2-4 ＰＤＣＡの評価基準（Ａ（改善）：計 5 点） 

評価項目 評価内容 点数 

①次年度・今後の対応 次年度以降に何をするのかが明示されている 1 

②改善策の具体性 
「改善する」だけでなく、具体的な対策・変更・強化等が示

されている 
1 

③実施方法の具体化 
いつ、どこで、どのように、何回等、改善策の実施方法が具

体化されている 
1 

④Cとの対応関係 Cで把握した結果・原因・課題を踏まえた改善策になっている 1 

⑤改善効果の確認方法 
改善策を実施した後、効果をどのように確認・検証するかが

示されている 
1 

 

・例１：「今年度は夏季の高水温により被度が低下したため、来年度は高水温期前にウニ除去を実施し、実

施回数を 2回から 3回に増やす。次年度のモニタリングで被度の変化を確認する。」なら、次年度対応 → 

○、改善策 → ○、実施方法 → ○、Cの要因への対応 → ○、効果確認 → ○で 5点となる。 

・例２：「来年度も活動を継続する。」だけなら、①は満たすが、他が確認できないため 1点となる。 

 

 ②ＣからＡへのつながりの評価 

上記のＰＤＣＡの各要素のうち、ＣからＡへのつながり、すなわち「Check で分かっ

たことが、実際に Act へつながっているか」かについて、以下の 3 つの観点を設定し

た。各観点について、記載内容から確認できる場合を 1 点、確認できない場合を 0 点と

して、合計 0～3 点の採点を行った。 

 

表 2-5 C から A へのつながりの評価基準（計 3 点） 

評価内容 点数 

① 原因→対策 C で把握・分析した原因・要因に対応する対策が Aに記載されている 1 

② 評価→改善 
C で確認した効果・評価結果が A の改善・見直し・強化等に反映されて

いる 
1 

③ 改善→具体的

実行 

C を踏まえた改善策が、次年度の方法・時期・場所・回数等の具体的な

実行計画に落とし込まれている 
1 

判定方法 ①～③の該当数を合計し、0～3点とする。 0～3 

  

③モデルＰＤＣＡの抽出 

上記①のＰＤＣＡ各段階に必要な評価項目の充足状況及び②のＣからＡへの連携状

況をもとに、モデルＰＤＣＡを抽出した。モデルＰＤＣＡは、単に「総合点が高い組織」

を選定するものではなく、ＰＤＣＡの各段階が一定水準以上確認でき、特に Check から

Act への改善サイクルが確認できる組織とした。判定要件は次のとおりである。 
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・P：5 つの評価項目のうち 4 項目以上を満たす（4 点以上／5 点） 

・D：5 つの評価項目のうち 4 項目以上を満たす（4 点以上／5 点） 

・C：5 つの評価項目のうち 4 項目以上を満たす（4 点以上／5 点） 

・A：5 つの評価項目のうち 4 項目以上を満たす（4 点以上／5 点） 

・C→A：3 つの連携項目のうち 2 項目以上を満たす（2 点以上／3 点） 

※モデルＰＤＣＡの判定に、ＰＤＣＡ合計点による一律の足切りは用いず、上記の各要件をすべて満たす

か否かで判定する。 

 

 2.2.ＰＤＣＡ評価結果（藻場の保全を例として） 

・「藻場の保全」を実施した活動組織は 170 組織であり※、このうち 24 組織 （約 14％）

がモデルＰＤＣＡであった。全 170 組織の平均ＰＤＣＡは 20 点満点中 13.24 点、

全 170 組織の C から A への連携状況の平均点は、3 点満点中 1.51 点であった（表

2-6）。 

※７月末時点で 16 号様式が提出されていない、あるいは旧 16 号様式に記入しているため集計できない組

織は除いている。 

・その他の組織では、モデルＰＤＣＡと比較して、Ｄ④、Ｄ⑤、Ｃ②、Ｃ④、Ｃ⑤、

Ａ②、Ａ④、Ａ⑤について、評価基準を満たす記載が確認された組織の割合が低か

った。特にＣ⑤『課題の明確化』で大きな差がみられた。（図 2-1）。 

・「モデルＰＤＣＡ」では、生物量（被度）が増加した組織の割合が 37.5％であり、

「その他の組織」の 15.1％の約 2.5 倍であった（図 2-2）※。 

※両者には統計的にも差が認められた（Fisher の正確確率検定、p=0.018）。なお、モデルＰＤＣＡの判定

には生物量（被度）の増減そのものは使用しておらず、本結果はあくまでもＰＤＣＡと成果との関連を示

すものであり、因果関係を示すものではない。 

 

表 2-6 評価結果（藻場の保全） 

評価対象 モデル PDCA 平均 PDCA 平均 C→A連携 

170 組織 24 組織 13.24／20 1.51／3 
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図 2-1 モデルＰＤＣＡとその他の組織のＰＤＣＡ20 項目の充足率（藻場の保全） 

 

 

図 2-2 モデルＰＤＣＡとその他の組織の活動成果（被度の増減率）との関係※ 

※成果は増減率>0＝増加、=0＝維持、<0＝減少として集計。 
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付表１ 活動組織別のＰＤＣＡ評価（藻場の保全）１／３ 

 

 

No. 対象生物 P/5 D/5 C/5 A/5 PDCA/20 C→A/3
被度の

増減率(%)
モデルPDCA

1 ホンダワラ類等 4 5 2 3 14 1 0
2 ホンダワラ類及び褐藻類 5 4 3 4 16 3 59
3 ホンダワラ類等 4 2 1 3 10 1 0
4 アマモ，コアマモ，ヒジキ，その他大型褐藻類等 5 5 3 5 18 3 0
5 海藻 4 1 0 3 8 1 0
6 サガラメ・テングサ類等 4 5 3 4 16 3 0
7 海藻類 3 5 4 5 17 3 7
8 海藻類 3 4 4 5 16 3 0
9 ホンダワラ類等 4 3 1 4 12 1 0
10 ホンダワラ類 5 4 3 2 14 1 0
11 アマモ 他の海藻類 4 5 3 2 14 1 0
12 海藻類（大型・小型）※地点Ｂ 5 4 3 4 16 3 0
13 サガラメ（アラメ）・カジメ 5 4 0 5 14 1 0
14 海藻類 3 4 4 5 16 3 -3
15 ヒジキ 4 1 0 1 6 0 0
16 アラメ 5 2 2 1 10 0 0
17 アラメ 4 2 0 2 8 0 -100
18 ジュロモク、シロガヤ 5 4 2 3 14 2 0
19 ホンダワラ類及び褐藻類 5 4 2 4 15 2 8
20 小型海藻 3 1 1 3 8 1 0
21 ホンダワラ科 5 2 3 4 14 3 0
22 藻類 5 2 3 4 14 3 0
23 海藻類 5 4 2 3 14 1 0
24 海藻類 5 3 2 3 13 1 -21
25 海藻類 4 3 3 2 12 1 0
26 除去対象種であるサンゴ藻を除く海藻 4 2 1 1 8 0 55
27 5 3 2 3 13 1 0
28 海藻類 5 3 3 4 15 2 0
29 海藻・海草 5 3 2 2 12 1 0
30 海藻・海草 4 3 0 3 10 1 0
31 海藻 4 4 3 4 15 3 0
32 ワカメ類 5 3 3 4 15 2 0
33 ミツイシコンブ 5 4 5 4 18 2 0 ○
34 ホソメコンブ 5 5 3 4 17 3 0
35 ミツイシコンブ 5 4 5 4 18 2 0 ○
36 海藻類 5 3 3 1 12 0 -2
37 アラメ・カジメ 5 3 2 4 14 2 0
38 アラメ、カジメ 5 1 1 1 8 0 0
39 アラメ・カジメ 5 5 2 1 13 0 11
40 海藻類 5 3 2 1 11 0 0
41 海藻 5 2 3 4 14 3 20
42 カジメ・アラメ等 4 4 1 0 9 0 -100
43 海藻 5 4 5 4 18 3 6 ○
44 海藻 5 4 4 5 18 3 0 ○
45 海藻 5 3 4 5 17 3 0
46 海藻 5 5 4 4 18 3 0 ○
47 海藻 5 4 4 4 17 2 0 ○
48 海藻 5 4 5 4 18 2 15 ○
49 海草類 5 5 4 4 18 2 24 ○
50 海藻 5 5 5 4 19 3 10 ○
51 アマモ 5 4 5 5 19 3 12 ○
52 海藻 5 5 4 4 18 3 3 ○
53 海藻 5 3 3 4 15 2 0
54 海藻 5 4 4 5 18 3 0 ○
55 海藻 5 3 3 5 16 3 0
56 ホンダワラ類 5 4 5 4 18 3 0 ○
57 アラメ等の海藻 3 0 2 3 8 1 0
58 アラメ、コンブ 4 3 2 4 13 2 0
59 アラメ、コンブ 4 3 1 4 12 2 0
60 アラメ等の海藻 3 1 3 3 10 1 0
61 アラメ、コンブ 4 3 4 1 12 0 0
62 アラメ等の海藻 3 2 1 1 7 0 0
63 海藻類 5 4 2 3 14 1 0
64 海藻 5 3 4 4 16 2 13
65 海藻 4 4 3 4 15 3 0
66 海藻 5 2 2 2 11 1 0
67 海藻 5 4 2 4 15 2 0
68 海藻 5 2 3 1 11 0 0
69 海藻 5 3 3 5 16 3 0
70 海藻 5 2 2 2 11 0 0
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付表１ 活動組織別のＰＤＣＡ評価（藻場の保全）２／３ 

 

 

No. 対象生物 P/5 D/5 C/5 A/5 PDCA/20 C→A/3
被度の

増減率(%)
モデルPDCA

71 ホンダワラ類 5 4 2 2 13 1 0
72 海藻 5 5 2 5 17 2 0
73 アマモ 4 2 1 3 10 1 0
74 海藻 4 3 2 3 12 1 0
75 海藻 5 3 1 3 12 0 0
76 海藻 4 1 3 4 12 3 0
77 海藻 4 3 3 4 14 1 0
78 海藻 4 3 2 3 12 1 0
79 海藻 4 3 3 5 15 2 0
80 海藻 5 2 4 2 13 1 0
81 海藻 5 3 3 4 15 3 0
82 海藻 4 3 2 1 10 0 0
83 海藻 5 1 3 2 11 1 0
84 小型・大型海藻 4 4 2 2 12 1 0
85 アマモ 5 4 3 4 16 1 3
86 アカモク・アマモ・ワカメ 5 4 4 5 18 3 0 ○
87 昆布・アカモク等 5 3 5 1 14 0 0
88 小型海藻 5 4 3 4 16 3 0
89 アラメ、カジメ、ワカメ等 5 5 2 3 15 1 -97
90 アラメ・カジメ等 4 3 3 3 13 1 -96
91 アラメ・カジメ・フクロモク・ワカメ等 4 3 2 1 10 0 0
92 アラメ・カジメ等 4 3 3 3 13 1 -33
93 大型海藻（カジメ類、ホンダワラ類） 4 3 4 4 15 1 0
94 ホンダワラ類 4 4 3 4 15 2 0
95 クロメ、ノコギリモク 5 3 4 4 16 3 -15
96 アマモ 5 5 4 5 19 3 0 ○
97 アマモ 5 3 2 3 13 1 -21
98 アマモ 5 5 4 1 15 0 0
99 アマモ 5 1 3 2 11 1 0
100 ヤツマタモクおよびアマモ 4 2 3 5 14 3 0
101 海藻 4 4 4 4 16 3 0 ○
102 海藻 5 4 5 5 19 3 0 ○
103 海藻 5 3 0 4 12 1 0
104 海藻・海草 4 5 5 5 19 3 0 ○
105 海藻 0 4 2 5 11 2 0
106 海藻 5 5 3 3 16 2 0
107 ホンダワラ類 5 3 3 3 14 2 0
108 ホンダワラ類 5 4 4 4 17 3 0 ○
109 アマモ／ガラモ 4 4 2 4 14 2 0
110 ホンダワラ類 5 2 3 4 14 2 0
111 ホンダワラ類 5 3 1 3 12 1 0
112 アラメ 5 3 3 4 15 3 0
113 小型海藻類 5 2 2 2 11 1 25
114 海藻類 5 4 3 2 14 1 0
115 海藻類 5 5 4 5 19 3 5 ○
116 ホンダワラ 4 3 2 4 13 2 0
117 大型海藻類 5 3 4 3 15 2 5
118 ヒジキ 5 1 2 2 10 1 -6
119 ワカメ・ヒジキ・ホンダワラ・アカモク・アマモ・フクロノリ等 5 5 4 4 18 3 10 ○
120 ヒジキ 5 2 3 2 12 1 186
121 ヒジキ 5 1 2 2 10 1 -37
122 海藻 0 3 2 2 7 1 0
123 藻場の面積 2 4 4 1 11 0 0
124 海藻・海草群落 2 3 2 5 12 2 0
125 海藻類 4 2 1 4 11 1 0
126 海藻全般 3 3 3 2 11 0 -1
127 海藻全般 4 1 4 2 11 1 8
128 ヒジキ・アマモ 4 4 2 3 13 1 0
129 海藻全般 4 2 3 3 12 2 0
130 海藻 5 0 3 4 12 2 254
131 藻場の面積 2 1 3 3 9 1 0
132 海藻 4 3 3 3 13 2 -11
133 大型海藻 2 2 2 2 8 0 0
134 大型+小型海藻 4 2 2 3 11 1 0
135 海藻 5 2 3 1 11 0 0
136 海藻・海草群落 5 3 3 4 15 3 -2
137 大型海藻 4 4 1 2 11 0 0
138 藻場の面積 2 1 2 1 6 0 0
139 大型海藻 5 2 2 1 10 0 2
140 大型海藻 4 1 3 2 10 1 0
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付表１ 活動組織別のＰＤＣＡ評価（藻場の保全）３／３ 

 

 

 

No. 対象生物 P/5 D/5 C/5 A/5 PDCA/20 C→A/3
被度の

増減率(%)
モデルPDCA

141 ヒジキ 3 3 0 1 7 0 -28
142 海藻 0 2 1 2 5 0 0
143 ホンダワラ類 0 0 2 0 2 0 0
144 大型海藻 3 4 2 3 12 1 0
145 大型・小型海藻類 5 4 3 2 14 1 0
146 マコンブ 5 1 2 1 9 0 5
147 コンブ他小型海藻類 5 1 4 2 12 1 0
148 マコンブ 5 2 4 0 11 0 0
149 マコンブ他小型海藻類 5 3 3 1 12 0 0
150 マコンブ 5 4 3 4 16 1 0
151 海藻類等 5 3 4 5 17 3 0
152 クボガイ、ムラサキイガイ、カサガイ、イボニシ 5 2 3 3 13 1 0
153 コンブ他海藻類 5 3 3 3 14 1 0
154 カジメ（大型藻類） 2 3 2 5 12 2 0
155 小型海藻 3 5 4 3 15 1 -2
156 カジメ・サガラメ 4 3 3 4 14 1 12
157 5 1 3 3 12 2 10
158 海藻類 5 1 2 3 11 1 31
159 アマモ、ホンダワラ 5 3 3 5 16 3 0
160 アマモ、ホンダワラ 5 3 3 5 16 3 0
161 海藻 4 4 4 5 17 3 59 ○
162 海藻 5 2 3 2 12 1 0
163 ホンダワラ類、ヒロメ 5 4 4 4 17 2 0 ○
164 海藻・海草 4 3 3 1 11 0 0
165 ホンダワラ類、ヒロメ 3 4 1 4 12 1 -4
166 海藻類 5 4 4 4 17 3 0 ○
167 藻場 4 2 1 2 9 1 42
168 アラメ 5 2 2 2 11 0 72
169 藻場 4 2 3 1 10 0 4
170 藻場 5 2 1 2 10 1 6
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㩗
㔮
り
の
࣓
ࢵ
࢝
༓
᭤
川

6

ड़
ఱ

ʁ
৶

य
の

ඔ
ັ

͢
い

͕
ڗ

ࣛ
ఱ

ʤ
ௗ

໼
ݟ

೸
੕

෨
Ԅ

ܵ
ஜ

ࢊ
՟

ʥ
5
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൬ ߺ
Ғ

஖
ਭ

ܧ
෱

ʹ
ړ

཯

1
上

ీ
ࢤ

৙
ీ

ஏ
Ү

1.
0ᶪ

એ
ۄ

ઔ
50

̾
ʹ

50
0̾

2
上

ీ
ࢤ

ళ
ਈ

ஏ
Ү

1.
5ᶪ

એ
ۄ

ઔ
10

̾
ʹ

1,
50

0̾
3

上
ీ

ࢤ
上

ీ
ʛ

ઔ
੤

ஏ
Ү

1.
0ᶪ

Ӟ
໼

ઔ
ɼ

ࢊ
ઔ

50
̾

ʹ
20

0̾
4

上
ీ

ࢤ
؛

ࢢ
ʀ

上
ీ

ஏ
Ү

1.
0ᶪ

ғ
ీ

ઔ
50

̾
ʹ

20
0̾

5
上

ీ
ࢤ

؛
ࢢ

ʛ
౨

಼
ஏ

Ү
0.

5ᶪ
಼

ଞ
ઔ

20
̾

ʹ
75

̾

1

2

3

4

5

令
和

̔
年

ま
で

は
ɼ

؇
಼

Ͷ
Ց

ઔ
ੜ

ૡ
Ώ

Ϡ
ω

ν
Ϩ

ン
ή

を
実

施
ͤ

る
̓

՗
ॶ

の
׈

ಊ
৖

ॶ
を

મ
ఈ

༓
᭤
ᕝ

ᾆ
㔝
ᕝ
࣭
⏘
ᕝ

౫
⏣
ᕝ

ෆ
ᮧ
ᕝ

12

ձ
Ἑ
ᕝ
Ύ
ᤲ

年
ؔ

֦
ஏ

఼
で

̐
յ

は
実

施

Ց
ઔ

ී
の

β
ϝ

ल
い

の
Ά

͖
ɼ

Ց
ൠ

の
Ϧ

ε
נ

り
Ώ

ω
ι

ア
Ω

ε
ア

౵
の

ൈ
ࡀ

を
ߨ

͑
ɽ

׈
ಊ

組
৭

の
ਕ

員
で

5
5

0
໌

近
͚

の
ਕ

員
が

ॊ
ࣆ

ɽ

͠
Δ

Ͷ
ɼ

ஏ
ݫ

ة
業

ʤ
ࢀ

༺
ు

ؽ
᷄

ɼ
᷄

ア
ϗ

΢
ϩ

ʁ
௾

۫
ϟ

ー
Ω

ー
ʥ

Ώ
ɼ

ࣙ
࣑

ର
の

࿊
合

組
৭

ʤ
એ

ۄ
ઔ

の
ܛ

Ί
を

ख
り

໯
ͤ

ճ
ʥ

の
༙

ࢦ
が

Ϛ
ϧ

ン
τ

Ρ
ア

で
ࢂ

Յ
ɽ

11

3.
活
動
ෆ
ᐜ
に
ࡘ
い
࡚

上
小
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
活
動
組
織
で
は
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ᶅ
Ց
ઔ
ੜ
ૡ

ᶆ
Ϡ
ω
ν
Ϩ
ϱ
ή

ᶇ
֐
པ
ڗ
౵
の
ۨ
ঈ

ᶈ
ָ
स
活
動

10

2.
活
動
⤌
⧊
に
ࡘ
い
࡚

名
称
：

上
小

ਭ
ࢊ

ଡ
໚

ద
ؽ

೵
൅

ض
ଲ

ࡨ
ࣆ

業
׈

ಊ
組

৭

発
足
年
：

ฑ
੔

2
8

年

活
動
場
所
：

ௗ
໼

ݟ
上

ీ
ࢤ

協
ఈ

໚
੷

̓
h

a

構
成
員
：

3
0

໌
ʤ

令
和

̕
年

ݳ
ࡑ

ʥ
漁

業
ं

上
小

漁
業

協
ಋ

組
合

  
 

 
1
9

໌

漁
業

ं
以

֐
上

ీ
ۊ

࿓
ं

௾
り

の
ճ

  
  

  
 

̐
໌

 
 

 
 (

ה
ࢀ(

༺
ు

ؽ
 

 
  

  
 

̒
໌

 
 

 
౨

ښ
ు

ྙ
Ϩ

ω
ϣ

ー
ア

ϔ
ϩ

パ
ワ

ー
ה)

)
̓

໌

活
動
の
目
標
：

上
小

ஏ
Ү

の
Ց

ઔ
؂

ڧ
ฯ

સ
ٶ

;
漁

ଞ
ช

Կ
の

ܩ
ট

を
ਦ

る
こ

ͳ
を

໪
ద

ͳ
ͤ

る
ɽ

9
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մ
Ꮫ
⩦
活
動
㸦
⌮
ゎ
࣭
ቑ
㐍
ࢆ
ᅗ
ࡿ
ྲྀ
ࡾ
⤌
ࡳ
㸧

ଲ
ে

ア
ϕ

ϫ
ー

ο
໪

ద
ʀ

׈
ಊ

಼
༲

小
ָ

ਫ਼
ର

ݩ
ͳ

״
ಊ

໪
ద

: ઔ
΃

の
਎

͢
Ί

ͳ
ݬ

ର
ݩ

を
਄

͚
ৼ

Ͷ
ࠃ

΋
ɽ

಼
༲

: க
ア

Ϥ
Ώ

Τ
ή

΢
の

๎
ླྀ

ର
ݩ

ɼ
ઔ

༣
;

ɼ
௾

り
گ

࣪
ɼ

؂
ڧ

ߪ
࿫

ɽ

஦
ָ

ਫ਼
૱

合
ָ

स
Ͷ

よ
る

୵
ڂ

໪
ద

: ஏ
Ү

の
ߑ

ଆ
ద

な
՟

ୌ
ͳ

͢
て

એ
ۄ

ઔ
を

ଌ
え

ɼ
౲

ࣆ
ं

қ
ࣟ

を
ү

΋
ɽ

಼
༲

: ஦
ָ

ߏ
の

ʰ
૱

合
ָ

स
ʱ

΃
の

組
Ί

ࠒ
Ί

ʤ
સ

ࠅ
ద

Ͷ
΍

௟
͢

い
ケ

ー
η

ʥ
ɽ

ઔ
ͳ

ஏ
Ү

ऀ
ճ

の
ͯ

な
が

り
を

ָ
΁

ɽ

ࢤ
಼

஦
ָ

ߏ
の

૱
合

ָ
स

で
の

ࢨ
಍

ࢤ
಼

小
ָ

ߏ
の

Τ
ή

΢
க

ڗ
の

๎
ླྀ

ର
ݩ

ࢤ
಼

の
小

ʀ
஦

ָ
ਫ਼

΃
の

؂
ڧ

گ
ү

ͳ
ઔ

ͳ
の

ં
఼

Ͱ
͚

り
の

׈
ಊ

ͳ
͢

て
実

施

16

ճ
እ
᮶
㨶
➼
㥑
㝖

એ
ۄ

ઔ
で

௾
֭

͠
Η

ͪ
40

cm
Ψ

ー
ώ

ー
の

α
έ

ο
ώ

η

֐
来

ڗ
ۨ

ঈ
で

ำ
֭

͠
Η

ͪ
ϔ

ϧ
ρ

έ
ώ

η
ͳ

Τ
ε

Ϊ
Φ

ϩ

௾
り

Ώ
ు

ـ
ε

ϥ
ρ

Ω
ー

を
࢘

༽
͢

て
ɼ

એ
ۄ

ઔ
ਭ

ܧ
Ͷ

৷
೘

ʀ
ఈ

஥
͢

ͪ
ϔ

ϧ
ρ

έ
ώ

η
ʤ

Ψ
Ψ

έ
ο

ώ
η

ʀ
α

έ
ο

ώ
η

ʥ
౵

の
֐

来
ਫ਼

෼
を

ۨ
ঈ

15

ղ
ࣔ
ࢽ
ࢱ
ࣜ
ࣥ
ࢢ

ࣔ
ࢽ
ࢱ
ࣜ
ࣥ
ࢢ
は
活
動
ሙ
ᡤ
の
Ἑ
ᕝ
࡛
ᐇ
᪋
ࠋ
࢔
ࣘ
は
཭
㔮
ࡾ
࡛
ࠊ

࢘
ࢢ
࢖
は
ᢞ
⥙
㸦
༙
┠
㸯
㸰
ੈ
㸧
ࢆ
౑
⏝
ࡋ
ࠊ
ㄪ
ᰝ
ᆅ
Ⅼ
࠶
た
ࡾ
㸰

ᅇ
ᢞ
⥙
ࡋ
ࠊ
ᑐ
㇟
㨶
✀
の
⁺
⋓
ᩘ
ࢆ
࢝
࢘
ࣥ
ࢺ
す
ࡿ
᪉
ἲ
࡛
ᐇ
᪋
ࠋ

௧
࿴
㸴
ᖺ
ࡲ
࡛
は
࢔
ࣘ
ࢆ
ᑐ
㇟
࡜
ࡋ
࡚
い
た
ࡀ

…
ࠋ
࢔
ࣘ
は
ᨺ
ὶ
ࡀ
ᚲ
せ
な
㨶
࡛
࠶
ࡾ
ࠊ
᫖
௒
の
Ἑ
ᕝ
⎔
ቃ
の
⃭
ኚ
ࡸ
ᨺ
ὶ
㈝
⏝
の
高
㦐
࠿
ࡽ
ᨺ

ὶ
㔞
ࢆ
ῶ
ࡽ
ࡉ
ࡊ
ࡿ
ࢆ
ᚓ
ࡎ
ࠊ
ࣔ
ࢽ
ࢱ
ࣜ
ࣥ
ࢢ
に
は
㐺
ࡉ
な
い
࡜
ุ
᩿
ࡋ
ࠊ
௧
࿴
㸵
ᖺ
࠿
ࡽ
は
ᅾ
᮶
㨶
の
࢘
ࢢ
࢖
ࢆ
ᑐ
㇟
㨶
✀
に
ኚ
᭦
ࠋ

┠
ど
࡛
の
࢔
ࣘ
の
㣗
ࡳ
㊧
ㄪ
ᰝ

཭
㔮
ࡾ
に
ࡼ
ࡿ
ᤕ
⋓
ㄪ
ᰝ

ᢞ
⥙
に
ࡼ
ࡿ
࢘
ࢢ
࢖

の
ㄪ
ᰝ

14

䝰
䝙
䝍
䝸
ン
グ
定
点

（
5か

ᡤ
）

上
田
市
小
∾

上
田
市
ㄶ
ゼ
ᙧ

上
田
市
ㄶ
ゼ
ᙧ
ඛ
（
ウ
グ
イ
ᨺ
ὶ
）

1
0
0
䡉
×
20
0䡉

䠙
2h
a

上
田
市
ᖖ
田
ඛ
（
⁻
ὶ
物
、
㞧
ⲡ
㝖
ཤ
）

1
0
0
m
×
10
0m
䠙
1h
a

10
0M

上
田
市
小
∾
ඛ
（
⁻
ὶ
物
、
㞧
ⲡ
㝖
ཤ
）

1
5
0
m
×
33
5m
䠙
5h
a

௧
࿴

7
ᖺ
࠿
ࡽ
ࠊ
ࣔ
ࢽ
ࢱ
ࣜ
ࣥ
ࢢ
㨶
✀
の
ኚ
᭦
に
క
い
ࠊ
ࣔ
ࢽ
ࢱ
ࣜ
ࣥ

ࢢ
఩
⨨
ࢆ
ᑠ
∾
ᆅ
ᇦ
の
༓
᭤
ᕝ
㸳

h
a
に
ኚ
᭦
ࠋ

13
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課
題

1
 
：
ࡼ
ࡾ
Ⰻ
い
活
動
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

࣭
㹎
㹂
㹁
㸿
ࢧ
࢖
ࢡ
ࣝ
ࢆ
ព
㆑
ࡋ
た
活
動
の
ᐇ
᪋

ܩ
କ

は
ྙ

な
り

ɽ
ͪ

ͫ
͢

ɼ
ݳ

য়
ң

࣍
の

ϩ
ー

τ
Ρ

ン
で

は
ξ

ϟ

ͨ
の

ͪ
め

Ͷ
は

ɼ
ܯ

ժ
ͳ

ਲ਼
ߨ

Ͷ
୊

ࢀ
ं

の
ࢻ

఼
が

ච
གྷ

ᢏ
⾡
ࢧ
࣏
࣮
ࢺ
の
活
⏝
࡜
⁺
ᴗ
⪅
௨
እ
の
ᵓ
ᡂ
ဨ
ࡸ
㛵
ಀ
⪅
࡜
の
༠
ຊ

2
0

19
ͤ
ᢞ
⥙
ࡣ
対
象
Ỉ
ᇦ
࡟
࠾
い
࡚
、

࠿5
ᡤ
࡛

2ᢞ
ࡎ
ࡘ
、
ᴫ
ࡡ

1᫬
㛫
⾜
ࡗ
た
ࠋ

自
ᕫ
ホ
౯
⾲
（
環
境
・
生
ែ
⣔
保
全
）

㸰
グ
㏙
㒊
ศ

18

添
付
様
式
第
1
6
号

令
和
７
年
度

都
道
府
県
名
：
長
野
県

市
町
村
名
：上
田
市

活
動
組
織
名
：
上
小
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
活
動
組
織

最
終
目
標
値
：

協
定
面
積
（
h
a
）
：

本
年
度
の
活
動
面
積
の
実
績
（
h
a
）
：

総
活
動
者
数
（
延
べ
）
A
：

A
の
う
ち
構
成
員
（
漁
業
者
）
の
人
数
（
延
べ
）
：

A
の
う
ち
構
成
員
（
漁
業
者
以
外
）
の
人
数
（
延
べ
）
：

A
の
う
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
（
延
べ
）
：

項
目

自
己
評
価
表

（
環
境
・
生
態
系
保
全
）

ウ
グ
イ
（
尾
）

3
.5

2
0
.3

0
.6

講
習
会
、
報
告
会
や
そ
の
他
事
例
を
参
考
に
、
自
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り

入
れ
た

４
点

講
習
会
、
報
告
会
や
そ
の
他
事
例
を
参
考
に
、
自
ら
の
活
動
に
取
り
入
れ
る
べ

く
検
討
を
行
っ
た

３
点

講
習
会
や
報
告
会
に
参
加
す
る
な
ど
他
の
活
動
組
織
の
事
例
の
情
報
収
集
を

行
っ
た

２
点

他
の
活
動
組
織
の
事
例
を
参
考
に
し
な
か
っ
た

横 展 開

講
習
会
、
報
告
会
や
そ
の
他
事
例
を
参
考
に
、
自
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
改
善
が
図
ら
れ
た

５
点

１
点

組 織 体 制

構
成
員
に
漁
業
者
以
外
が
参
画
し
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
（
活
動
人
数
全
体

に
占
め
る
漁
業
者
以
外
の
人
数
５
％
以
上
）

５
点

3
0
.3

0
.9

構
成
員
に
漁
業
者
以
外
が
参
画
し
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
（
活
動
人
数
全
体

に
占
め
る
漁
業
者
以
外
の
人
数
３
％
以
上
５
％
未
満
）

４
点

構
成
員
に
漁
業
者
以
外
が
参
画
し
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
（
活
動
人
数
全
体

に
占
め
る
漁
業
者
以
外
の
人
数
１
％
以
上
３
％
未
満
）

３
点

構
成
員
に
漁
業
者
以
外
が
参
画
し
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
（
活
動
人
数
全
体

に
占
め
る
漁
業
者
以
外
の
人
数
０
％
以
上
１
％
未
満
）

２
点

構
成
員
に
漁
業
者
以
外
が
参
画
し
て
い
る
が
、
実
際
の
活
動
は
し
て
い
な
い

１
点

評
価
の
視
点

配
点

点
数

ウ
ェ
イ
ト

項
目
の
評
価
点

(点
数
×
ウ
エ
イ
ト
)

成 果 目 標

年
度
達
成
度
が
1
0
0
％
以
上

５
点

5
0
.4

2

年
度
達
成
度
が
7
5
％
以
上
1
0
0
％
未
満

４
点

年
度
達
成
度
が
5
0
％
以
上
7
5
％
未
満

３
点

年
度
達
成
度
が
2
5
％
以
上
5
0
％
未
満

２
点

年
度
達
成
度
が
2
5
％
未
満

１
点

5
5

5
4
1

5
3
0

2
9

-
1
0
0
%

年
度
達
成
度
(d
)

1
0
0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

増
減
率
(e
)

0
%

-
1
0
0
%

-
1
0
0
%

-
1
0
0
%

活
動
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

令
和
1
1
年
度

2
4

対
象
生
物
量
（
c
）

2
0

年
度
目
標
値
（
b
）

2
0

2
1

2
2

2
3

成
果
指
標
：

対
象
水
域
に
お
け
る
生
物
量

対
象
生
物
（
単
位
）
：

活
動
項
目
：

⑥
環
境
保
全
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
内
水
面
の
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善

基
準
値
（
a
）
：

2
0

2
4

自
ᕫ
ホ
౯
⾲
（
環
境
・
生
ែ
⣔
保
全
）

㸯
数
್
㒊
ศ

活
動
の
ᐇ
⦼

年
度

実
施
回
数
活
動
し
た
構
成
員
人

数
（
延
べ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
然
ゴ
ミ
処
理
量

（
Kg

)
人
工
ゴ
ミ
処
理
量

（
Kg

)
実
施
内
容

令
和

5 年
11

37
0

0
10

2.
3

-
河
川
敷
整
備
、
ゴ
ミ
拾
い
実
施
、
外
来
魚
駆
除

令
和

6 年
10

35
8

8
95

50
河
川
敷
整
備
、
ゴ
ミ
拾
い
実
施
、
外
来
魚
駆
除

令
和

7 年
5

53
0

4
18

0
37

河
川
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
河
川
敷
の
草

刈
り
、
ゴ
ミ
拾
い
の
実
施

年
ౕ

実
施
回
数

活
動
し
た
構
成
員
人
数

（
延
べ
人
数
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
・
学
習
を
受
け
た
人
数

（
延
べ
人
数
）

実
施
内
容

令
和

5 年
6 回

38
名

3 名
44

5 名
市
内
小
学
生
対
象
の
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
放
流
と
講
話
、

中
学
生
総
合
学
習
対
応

令
和

6 年
5 回

28
名

11
名

21
2 名

市
内
小
学
生
対
象
の
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
放
流
と
講
話
、

中
学
生
総
合
学
習
対
応

令
和

7 年
2 回

14
名

5 名
77
名

市
内
小
学
生
対
象
の
ウ
グ
イ
放
流
と
講
話
、
中
学

生
総
合
学
習
対
応

Ց
ઔ

ੜ
ૡ

ʀ
֐

来
ڗ

ۨ
ঈ

ָ
स

׈
ಊ

17

36



࠾
ࢃ
ࡾ
に

ઔ
Ν
ग
Ζ
͞
ͳ
ͺ
ɼ
ஏ
Ү
ͳ

ఽ
౹
Ν
ग
Ζ
͞
ͳ
ɽ

͞
Η
͖
Δ
΍
ஏ
Ү
ͳ
ި
Κ
Ε
ɼ

એ
ۄ
ઔ
の
ܛ
Ί
Ν
࠸
;
ख
Ε

໯
͢
ɼ
ઔ
の
າ
པ
Ν
ូ
͙
Ή

ͤ
ɽ

2
4

5.
௒
ᚋ
の
ᒎ
ᮃ

•上
小

漁
協

は
দ

和
̐

年
ʤ

1
9
2
7
ʥ

Ͷ
൅

足
͢

ɼ
令

和
̗

年
ʤ

2
0
2
7
ʥ

Ͷ
は

̏
̎

̎
ब

年
ɽ

組
合

員
の

߶
ྺ

Կ
は

٦
ە

の
՟

ୌ
ɽ

•こ
の

Ҳ
੊

ن
の

ؔ
ɼ

એ
ۄ

ઔ
ਭ

ܧ
の

ڗ
ྪ

౵
を

ख
り

ま
͚

ࣙ
ષ

؂
ڧ

Ώ
Ց

ઔ
を

ཤ
༽

͢
て

͘
ͪ

ਕ
ʓ

の
ऀ

ճ
ʀ

ਫ਼
׈

؂
ڧ

が
ܸ

ద
Ͷ

ร
Կ

ɽ
Ի

ஈ
Կ

ʀ
֐

来
ڗ

ʀ
Ω

ワ
Τ

…
ɽ

઒
໵

Պ
の

எ
ݡ

が
ච

གྷ
ɽ

ࠕ•
ޛ

ɼ
׈

ಊ
組

৭
が

ɼ
漁

協
ɼ

ஏ
Ү

े
຿

ɼ
ஏ

ݫ
ة

業
ɼ

ݜ
ڂ

ं
ɼ

ߨ
੕

ͳ
࿊

ܠ
を

ฯ
ͬ

ɼ
࣎

Ͷ
ת

͘
ࠒ

Ί
ɼ

Ց
ઔ

を
ख

り
ת

͚
՟

ୌ
Ͷ

協
働

͢
て

ଲ
ॴ

͢
て

い
͚

こ
ͳ

Ͷ
୉

͘
な

қ
ٝ

が
ɽ

2
3

༓
᭤
ᕝ
ࢆ
ྲྀ
ࡾ
ᕳ
ࡃ
㛵
ಀ
⪅

ۢ
෾

ؖ
ܐ

ؽ
ؖ

ʀ
஄

ର
ༀ

ׄ
ʀ

఑
ڛ

ؽ
೵

ύ
ϔ
ʤ
஦
ৼ
ʥ

৏
ঘ
ਭ
ࢊ
ଡ
໚
ద
ؽ
೵
発
ض
ଲ
ࡨ
ࣆ
ۂ
活
動
ૌ
৭

ʤ
৏
ঘ
ڕ
ۂ
ڢ
ಉ
ૌ
߻
ʥ

ϓ
Ρ
ʖ
ϩ
χ
ʀ
எ
ݡ
の
఑
ڛ

ߨ
੕

ʀ
߁

Ү
خ

൭

ௗ
໼

ݟ
ਭ

ࢊ
ଡ

໚
ద

ؽ
೵

൅
ض

ଲ
ࡨ

ஏ
Ү

協
٠

ճ

ʤ
ௗ

໼
ݟ

漁
業

協
ಋ

組
合

࿊
合

ճ
ʥ

એ
ۄ

ઔ
の

ܛ
Ί

を
ख

り
໯

ͤ
ճ

ߨ
੕

ద
ࢩ

ԋ
ʀ

߁
Ү

࿊
ܠ

خ
൭

ָ
ढ़

ʀ
υ

ー
ν

৶
य

୉
ָ

ɼ
ௗ

໼
୉

ָ
ɼ

ஞ
ഀ

୉
ָ

ʤ
੃

ฑ
実

ݩ
ॶ

ʥ
ɼ

ௗ
໼

ݟ
ਭ

ࢊ
ࢾ

ݩ
৖

Ռ
ָ

ద
௒

ࠬ
ʀ

υ
ー

ν
෾

ੵ

࿓
働

ྙ
ʀ

ٗ
ढ़

౨
ښ

ు
ྙ

パ
ワ

ー
ή

Ϩ
ρ

χ
᷄

ɼ

ஏ
ݫ

ة
業

ʤ
ࢀ

༺
ు

ـ
᷄

ɼ
᷄

ア
ϗ

΢
ϩ

౵
ʥ

上
ీ

ۊ
࿓

ं
௾

り
の

ճ

࿓
働

ྙ
ʀ

ٗ
ढ़

ࢩ
ԋ

ʀ
ة

業
Ϛ

ϧ
ン

τ
Ρ

ア

ᕝ
࡜
୍
␒
ᐦ
᥋
に
㛵
ࢃ
ࡗ
࡚
い
ࡿ
ୖ
ᑠ
⁺
༠
は
ࠊ

༓
᭤
ᕝ
ࢆ
ྲྀ
ࡾ
ᕳ
ࡃ
ᵝ
ࠎ
な
㛵
ಀ
⪅
の
ࣁ
ࣈ
࡜
ࡋ
࡚
ಖ
඲
活
動
の
᰾
࡜
な
ࡾ
う
ࡿ
ࠋ

2
2

70
代

以
上

が
50

％
を

超
え

て
い

る
!

→
 こ

の
ま

ま
で

は
近

い
将

来
マ

ン
パ

ワ
ー

不
足

は
否

め
な

い

課
題

 
2
 
：
継
続
的
な
活
動
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

活
動
人
材
の
高
齢
化
は
大
き
な
課
題

令
和

7年
実

施
上

小
漁

業
協

働
組

合
組

合
員

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り

2
1
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ࢵ
ౣ

ұ
ࠞ

ڕ
৖

ฯ
સ

ڢ
٠

ճ
の

活
動
়

ղ

஦
ଞ
直
ي

ᶅ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
活
か
し
た
活
動
内
容
を
見
直
し
た
ࣆ
ྭ
়
ղ

ʀ
ࢵ
ౣ
ұ
ࠞ
ڕ
৖
ฯ
સ
ڢ
٠
ճ
（
ෳ
Ԯ
ݟ
ࢵ
ౣ
ࢤ
）

ʀ
֐
海
地
ۢ
活
動
ૌ
৭
（
ௗ
࡜
ݟ
ௗ
࡜
ࢤ
）

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

ྫ
࿪

8೧
ౕ

ڕ
ۂ

ਫ਼
ࢊ
ྙ
ʀ
ਭ
ࢊ
ଡ
໚
的
ؽ

೵
൅
ض
ଲ

ࡨ
ߪ
स

ճ

サ
ϛ
ー
φ
઒
໵
Պ

ה
ࣞ
ճ
ऀ
ϗ
ン
φ
ス
、

(Ҳ
ऀ

)ұ
ࠞ
ݜ
ڂ
ॶ

ೈ
཮
海
ࣉ

（
1）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
活
か
し
た
活
動
内
容
の
見
直
し
に
つ
い
ͱ

2
0
2
6
.0

9.
07

A
P
浜
ᯇ
⏫

４　➨２㒊　⸴場㒊会

࡚࠸ࡘ࡟ࡋ┤ぢࡢάືෆᐜࡓࡋάかࢆᯝ⤖ࢢࣥࣜࢱࢽࣔ（１）
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ࢵ
ౣ
ڕ
ڢ
で
の
藻
৖
の
ਲ
ୂ
གྷ
Ҿ
ͺ
、
Τ

ニ
に
よ

る
ৱ
֒

が
大
き

く
ؖ
ܐ

し
ͱ
い

Ή
す
。

ˢ
活
動
ͺ
、
Τ
ニ
ঈ
ڊ
を
ߨ
ͮ
ͱ
い
る
。

ঈ
ڊ
ଲ
ে
の
Τ
ニ
ͺ
ム
ラ
サ
Ϋ
Τ
ニ
、
Ϊ

ン
Ϊ
κ

類

೧
ؔ
の
Τ
ニ
ۨ
ঈ
ͺ
、
Ԉ
΄

25
յ

ࢵ
ౣ
ұ
ࠞ
ڕ
৖
ฯ
સ
ڢ
٠

ճ
に
つ
い
ͱ

ʀ
ࢵ
ౣ
ڕ
ڢ
ຌ
ॶ
（
ز
ࢦ
地
઎
、
ό
Τ
ੋ
地
઎
）

ʀ
ෳ
٤
ࢩ
ॶ

（
Ӎ
ౣ
地
઎
）

ʀ
਄
ߒ
ࢩ
ॶ

ー
ʀ
Յ
ා
཮
ࢩ
ॶ

ー
ʀ
઩
ӿ
ࢩ
ॶ

（
࡟
の
ड
地
઎
、
ό
Τ
ੋ
地
઎
）

ʀ
ඥ
ౣ
ࢩ
ॶ

（
ඥ
ౣ
地
઎
）

ʀ
໼
๼
ࢩ
ॶ

（
α
ϔ
ౣ
地
઎
）

ʀ
։
Բ
ࢩ
ॶ

（
ࠉ
ұ
地
઎
、
ό
Τ
ੋ
地
઎
）

਄
ߒ
と
Յ
ා
཮
Ґ
֐
で
藻
৖
ฯ
સ
活
動
を
ࣰ
ࢬ

ʀ
ڢ
定
໚
੷
ͺ

38
.3

ha
ʀ
؂
ڧ
ਫ਼
ସ
ܧ
ฯ
સ
活
動
よ
り
活
動
ࣰ
ࢬ

野
໭
ᨭ
ᡤ

ⰰ
ᒇ
ᨭ
ᡤ

ᮏ
ᡤ

⯪
㉺
ᨭ
ᡤ

ຍ
ᕸ
㔛
ᨭ
ᡤ

⚟
ྜྷ
ᨭ
ᡤ

ጲ
ᓥ
ᨭ
ᡤ

῝
Ụ
ᨭ
ᡤ

ʀ
ࢵ
ౣ
ڕ
ڢ
（

JF
ࢵ
ౣ
）
ͺ
、
ݲ
ֆ
ṙ
の
๝
か

な
ڕ
৖
と
஺
ೣ
な
ળ
ౕ
؇
ཀྵ
が
ਫ਼
΋
ʰ
ࢵ
ౣ
ϔ

ラ
ン
χ
ʱ
の
海
ࢊ
෼
が
࠹
大
の
ک
Ί
で
す
。

ʀ
સ
ࠅ
φ
ρ
ϕ
έ
ラ
ス
の
ڕ
֭
ྖ
を
ގ
る
ళ
ષ

Ϝ
ダ
イ
を
ͺ
ͣ
め
、
Ҳ
ຌ
௾
り
ޛ
に
ଊ
࠴
に
ॴ

ཀྵ
す
る
߶
価
஍
ϔ
ラ
ン
χ
ʰ
ಝ
ળ
ຌ
Ჭ
ʱ
、
Յ

ා
཮
ࢊ
の
س
ঙ
な
ళ
ષ
ύ
Ϝ
グ
リ
な
ど
、
࣯
の

߶
い
ڗ
ղ
を
ގ
り
Ή
す
。

ʀ
౛
の
෫
෼
ࢽ
で
͍
る
ʰ
ࢵ
ౣ
Ω
Ϋ
ʱ
΍
ઊ
大

な
ਕ
ـ
を
ॄ
め
、
ࢤ
内
਼
か
ॶ
の
ڕ
ߕ
に
ด
΁

ʰ
か
き
ঘ
Բ
ʱ
に
ͺ
ࠅ
内
֐
か
Δ
ଡ
く
の
ਕ
が

๜
れ
Ή
す
。
ࣙ
ષ
の
ܛ
Ί
と
ڕ
ࢥ
の
ٗ
ढ़
、
ͨ

し
ͱ
ৱ
ช
Կ
の
൅
৶
ྙ
が
Ҳ
؛
と
な
ͮ
た
活
ـ

͍
る
ڕ
ڢ
で
す
。

ࢵ
ౣ
ڕ
ڢ
の
֕
གྷ

ࢵ
ౣ
ࢤ
ͺ
、
ෳ
Ԯ
ࢤ
஦
ৼ
෨
か
Δ
ు
ऄ
や
ऄ

で
༁

30
ʛ

40
෾
と

い
͑
抜

܊
の
Π

έ
ι
ス

を
ގ
り
、
๝
か
な
ࣙ
ષ
と
౐
ࢤ
の
ཤ
ส
੓
が
ৼ

地
よ
く
௒
࿪
し
た
Ң
े
઎
と
し
ͱ
΍
ਕ
ـ
の

Φ
リ
Π
で
す
。

๝
か
な
海
と
ࢃ
に
囲
Ή
れ
た
ࣙ
ષ
؂
ڧ
か
Δ

ਫ਼
Ί
出
͠
れ
る
ʰ
ࢵ
ౣ
ϔ
ラ
ン
χ
ʱ
の
৿
ળ

な
ৱ
ࡒ
や
ඔ
ັ
し
い
グ
ϩ
ϟ
、
ඔ
し
い
海
؝

ત
の
ઊ
ܢ
が
大
き
な
ຳ
ྙ
で
、
ਕ
޳
ͺ
༁

10
ຬ
ਕ
を
਼
͓
Ή
す
。

ͨ
の
ৱ
の
ຳ
ྙ
を
Ҳ
手
に
ର
״
で
き
る
େ
න

的
な
ス
ϛ
ρ
φ
が
、
直
ജ
ॶ
ʰ
ґ
౐
ࡌ
࠾
ʱ

で
す
。
સ
ࠅ
۸
ࢨ
の
ജ
上
و
ໝ
を
ގ
る
͞
の

直
ജ
ॶ
に
ͺ
、
地
ݫ
で
ࡀ
れ
た
ͱ
の
৿
ળ
な

໼
ࡌ
や
果
෼
、
ળ
ڗ
、
ࢵ
ౣ
ډ
な
ど
が
๝
෍

に
ด
;
、
地
域
े
຿
の
ೖ
৙
を
ࢩ
͓
る
ͫ
け

で
な
く
、
ଡ
く
の
؏
ޭ
ٮ
で
࿊
ೖ
೒
わ
ͮ
ͱ

い
Ή
す
。

๝
か
な
ࣙ
ષ
の
ܛ
Ί
と
౐
ճ
へ
の
ۛ
͠
が
ਫ਼

Ί
出
す
、
Α
ͮ
た
り
と
し
た
上
࣯
な
฽
Δ
し

を
ֺ
し
め
る
ો
੘
Δ
し
い
֙
で
す
。

ࢵ
ౣ
ࢤ
の
֕
གྷ
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Τ
ニ
ঈ
ڊ
と
ด
ߨ
し
ͱ
、
ۛ
೧
で
ͺ
֫
藻
৖
を
અ
஖
し
、
藻
৖
の
֨
大
を
ࣰ
ભ

⣒
ᓥ
⁺
༠
඲
య
の
᥎
⛣

H
.2

8
.1

0
H
.3

0
.2

H
.3

1
.2

R
.2

.1
R
.3

.2
R
.3

.6
R
.4

.5
R
.5

.6
R
.6

.6
R
.7

.7
R
.8

.6

大
型
海
藻
の
景
観
被
度

7
.1

7
.4

8
.1

7
.8

1
1
.6

8
.8

1
3
.5

1
5
.8

2
0
.5

9
.8

1
3
.0

大
型
海
藻
の
出
現
種
数

3
.9

5
.6

5
.5

4
.6

4
.7

4
.3

4
.6

2
.7

2
.7

3
.3

3
.8

ウ
ニ
類
の
生
息
密
度

1
2
.2

1
3
.4

1
7
.0

1
4
.6

1
6
.7

1
5
.7

1
2
.4

1
3
.6

1
3
.5

1
2
.2

9
.9

➨
㻞
ᮇ

➨
㻟
ᮇ

➨
㻠
ᮇ

令
和
8
年
度

野
໭

⚟
ྜྷ

ጲ
ᓥ

䝜
ウ
℩

黒
☾

㮛
䝜
㤳

ᒱ
ᚿ

大
型
海
藻
の
景
観
被
度

6
.7

7
.0

8
.3

1
8
.3

1
7
.5

2
0
.0

2
5
.0

令
和
8
年
度

野
໭

⚟
ྜྷ

ጲ
ᓥ

䝜
ウ
℩

黒
☾

㮛
䝜
㤳

ᒱ
ᚿ

大
型
海
藻
の
出
現
種
数

4
.3

2
.5

4
.0

4
.0

7
.0

3
.0

2
.0

令
和
8
年
度

野
໭

⚟
ྜྷ

ጲ
ᓥ

䝜
ウ
℩

黒
☾

㮛
䝜
㤳

ᒱ
ᚿ

ウ
ニ
類
の
生
息
密
度

1
0
.1

1
2
.6

6
.3

1
2
.6

9
.1

1
2
.1

1
.3
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ྫ
࿪

4೧
ౕ
અ
஖
؈
ҝ
藻
৖
শ
か
Δ
֨
が
ͮ
た
έ
ϫ
ϟ
の
ϑ
υ
Ψ

藻
৖
শ
か
Δ
࠹
大

5m
ఖ
Ή

で
֨
が

る
（

R7
.6
ࡳ
Ӫ
ʁ
અ
஖
か
Δ

2೧
4ϴ

݆
ܨ
գ
）

અ
஖
׮
྅

ϕ
Ϫ
ー
φ
ख
り
෉
け

ネ
ρ
φ
を
ख
り
෉
け
׮
੔

内
෨
の
έ
ϫ
ϟ

ྫ
࿪

4೧
ౕ
અ
஖
؈
ҝ
藻
৖
শ

ྫ
࿪

5೧
ౕ
અ
஖
؈
ҝ
藻
৖
শ

έ
ϫ
ϟ
ϕ
Ϫ
ー
φ
஦
ؔ
ү
ਫ਼

（
༁

1ϴ
݆
）

ਫ਼
ௗ
し
た
έ
ϫ
ϟ

ਫ਼
ௗ
し
た
έ
ϫ
ϟ

投
入
઴
（
ϔ
イ
を
ख
り
෉
け
）

藻
৖
শ
内
に
ਸ਼
を
અ
஖

୵
ࡩ
し
た
৖
ॶ
に
ϔ
イ
を
入
れ
અ
஖

؈
ҝ
藻
৖
শ
の
Ϋ
ρ
φ

ૌ
Ί
ཱི
ͱ
য়
ڱ

ૌ
Ί
ཱི
ͱ
য়
ڱ

ૌ
Ί
ཱི
ͱ
য়
ڱ

内
෨
の
ਸ਼
と
؈
ҝ
藻
৖
শ

ݳ
地
へ
の
ӣ
൘

42



②
ࢵ
ౣ
に
͕
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

Ŋモ
ニ
タ
リ
ン
グ

ŋŊ
Τ
ニ
ॄ
஦
ঈ
ڊ

ŋŊ
種
ම
ʀ

母
藻
અ

஖
ŋを

࿊
動
͠
せ
、
υ
ー
タ
に
خ
Ͱ
い
た
࠹
న
৖
ॶ
の
݀
定
と

PD
CA

サ
イ
έ
ϩ
の
յ
し
方

ʰ
௒
ࠬ
Ͳ
श
Κ
Δ
ͦ
な
い
ʱ
υ
ʖ
ν
の
੷
ۅ
׈
༽

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

υ
ー

タ
を

し
ͮ

か
り

෾
ੵ

ʀ
活

༽
し

ͱ
ʰ

ଲ
ࡨ

৖
ॶ

ʱ
と

ʰ
タ

イ
ϝ

ン
グ

ʱ
を

࠹
న

Կ
݀

定
す

る
͞

と
͞

ͨ
が

、
֮

ࣰ
に

藻
৖

を
յ

෰
͠

せ
る

ۛ
道

で
す

。

ࠕ
ޛ
の
׈
ಊ
ܯ
ժ
΃
の
ૌ
Ί
ࠒ
Ί

ʰ
Τ

ニ
ঈ

ڊ
ʱ

ʰ
種

ම
અ

஖
ʱ

ʰ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ʱ

の
3つ

を
ݺ
พ
の
ࡠ
ۂ
と
し
ͱ
で
ͺ
な
く
、

࿊
動

し
た

ひ
と

つ
の

サ
イ

έ
ϩ

と
し

ͱ
ࠕ

ޛ
の

活
動

ܯ
ժ

へ
し

ͮ
か

り
と

ૌ
Ί

ࠒ
Ξ

で
਒

め
ͱ

Ή
い

り
Ή

し
Β

͑
。

②
ࢵ
ౣ
に
͕
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

Ŋモ
ニ
タ
リ
ン
グ

ŋŊ
Τ
ニ
ॄ
஦
ঈ
ڊ

ŋŊ
種
ම
ʀ

母
藻
અ

஖
ŋを

࿊
動
͠
せ
、
υ
ー
タ
に
خ
Ͱ
い
た
࠹
న
৖
ॶ
の
݀
定
と

PD
CA

サ
イ
έ
ϩ
の
յ
し
方

⡆
᫆
ⓗ
䛺
┠
ど
㡯
┠
の
ά
⏝

䛂
㣗
⑞
䠄
ウ
ニ
䜔
㨶
類
の
㣗
⑞
䠅
の
᭷
↓
䛃
䜔

䛂
海
の
㏱
᫂
度
䛃
䛺
䛹
䚸
᪥
ᖖ
の
స
ᴗ
୰
䛻

ᡭ
㍍
䛻
☜
ㄆ
䛷
䛝
䜛
┠
ど
観
ᐹ
䜢
✚
ᴟ
ⓗ

䛻
ྲྀ
䜚
ධ
䜜
䜎
䛩
䚹

↓
⌮
の
䛺
䛔
⥅
⥆
య
ไ
の
ᵓ
⠏

ᐃ
ᮇ
ⓗ
䛺
䝰
ニ
䝍
䝸
䞁
䜾
䛸
᪥
ᖖ
の
⡆
᫆
ⓗ

䛺
観
ᐹ
䜢
ศ
䛡
䜛
䛣
䛸
䛷
䚸
⁺
ᴗ
⪅
の
現
ሙ

㈇
Ⲵ
䜢
᭱
ᑠ
㝈
䛻
ᢚ
䛘
䛶
⥅
⥆
䛧
䜎
䛩
䚹

ೖ
৙
と
の

ҡ
ร

を
૥

غ
に

ـ
෉

く
͞

と
が

で
き
る

②
ࢵ
ౣ
に
͕
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

Ŋモ
ニ
タ
リ
ン
グ

ŋŊ
Τ
ニ
ॄ
஦
ঈ
ڊ

ŋŊ
種
ම
ʀ

母
藻
અ

஖
ŋを

࿊
動
͠
せ
、
υ
ー
タ
に
خ
Ͱ
い
た
࠹
న
৖
ॶ
の
݀
定
と

PD
CA

サ
イ
έ
ϩ
の
յ
し
方

ࢵ
ౣ
モ
υ
ϩ
ʀ

3གྷ
ો
を
࿊
動
͠
せ
る

PD
CA

Ϡ
ω
ν
Ϩ
ϱ
ή

Τ
ニ
ື
ౕ
や
海
藻
の
ܢ
؏
අ
ౕ
を
地
఼
พ

に
Ն
ࢻ

Կ
。

ʰ
ৱ
ѻ
が
߶
い
Φ
リ
Π
ʱ
と
ʰ
海
藻
が
ਫ਼

ү
す
る

Φ
リ
Π

ʱ
を
ਜ਼
֮
に
೼
Ѵ
す
る
。

᭗
݅
ࡇ
Ỻ
Ἴ
Ỵ
ỉ
ᨼ
ɶ
ۨ
ঈ

広
൥
囲
を
છ
く
ؔ
Ӏ
く
や
り
方
か

Δ
ร
ߍ
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
ಝ
定

し
た
߶
ື
ౕ
Φ
リ
Π
へ
ॄ
஦
的
に

ۨ
ঈ
を
ࣰ
ࢬ

Ἃ
Ἐ
ἕ
Ἡ
1

ἑ
Ỷ
ἱ
ὅ
ἂ
ᑣ
ẟ
ᆔ
ᒁ
ᚨ
ፗ

Τ
ニ

ఁ
ݰ

を
֮

೟
ޛ

、
న

઀
な

ਭ
਄

に
種

ම
を

અ
஖

。
೧

ౕ
຦
の

੠
ࢋ

غ
ݸ

を
қ

ࣟ
し

た
ス

ί
ζ
ϣ

ー
ϩ

؇
ཀྵ

が
՟

ୌ

Ἃ
Ἐ
ἕ
Ἡ
2

˺
ಅ
ር
׊
ỉ
ғ
Џ
ụ
ể
ܤ
μ
ᄩ
̬

ϔ
イ
や
海
ఊ
に
Ԙ
ϫ
ー
ϕ
で
ࡠ
ۂ

Φ
リ
Π
を
໎
ࣖ
。
ࡠ
ۂ
効
率
の
向

上
と
ࡠ
ۂ
ं
の
安
સ
؇
ཀྵ
を
ྈ
ཱི

Ἃ
Ἐ
ἕ
Ἡ
3

͟
ੜ

௎
͍

り
が

と
͑

͟
͡

い
Ή

す
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夏
井

神
浦 大
野
浜

黒
崎

ㄪ
ᰝ
఩
⨨
の
㻳
㻼
㻿
್

఩
⨨

⦋
度

⤒
度

ഛ
⪃

神
浦

神
浦
㻺
㼛㻚
㻝䡚

㻡䛿
ᅗ
㻞ཧ

↷
夏
井

㻺
㻦㻌㻟
㻞㼻

㻡㻞
䈓
㻟㻟
㻚㻟
䈔

㻱㻦
㻝㻞
㻥㼻

㻠㻜
䈓
㻠㻜
㻚㻞
䈔

䚷
㻙

大
野
浜

㻺
㻦㻌㻟
㻞㼻

㻡㻞
䈓
㻡㻡
㻚㻢
䈔

㻱㻦
㻝㻞
㻥㼻

㻠㻜
䈓
㻠㻠
㻚㻝
䈔

㻾
㻟年

度
䛛
䜙
ᐇ
᪋

黒
崎

㻺
㻦㻌㻟
㻞㼻

㻡㻜
䈓
㻜㻝
㻚㻡
䈔

㻱㻦
㻝㻞
㻥㼻

㻠㻞
䈓
㻠㻢
㻚㻞
䈔

䚷
㻙

䠄㼃
㻳
㻿
8㻠
䠅

神
浦
の
㻳
㻼
㻿
್
䛿
ᅗ
㻞䛻

♧
䛩

ʀ
ਈ
Ӟ
ʛ
ࠉ
࡜
Ή
で
の
൥
囲

ʀ
ڢ
定
໚
੷
ͺ

4.
12

ha
ʀ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
఼
ͺ

ਈ
Ӟ
、
Ո
Ҭ
、
大
໼
ශ
、
ࠉ
࡜

ʀ
活
動
ͺ
Τ
ニ
ঈ
ڊ
、
৪
ৱ
੓
ڗ
類
ۨ
ঈ

母
藻
અ
஖
、
؂
ڧ
ָ
स
な
ど

ڕ
ۂ

ं
の

߶
ྺ

Կ
ڕ

ۂ
ं

の
߶

ྺ
Կ

ڕ
ۂ

ं
の

߶
ྺ

Կ

ʀ
ௗ
࡜
ࢤ
Ί
な
と
ڕ
ۂ
ڢ
ಋ
ૌ
合

֐
海
ࢩ
ॶ
ͺ
、
ֱ
ྙ
ṙ
に
໚
す
る
ਈ
Ӟ

ߕ
に
Ғ
஖
す
る
。

ʀ
ญ
અ
の
直
ജ
వ
で
ͺ
、
地
ݫ
で
༴

が
ͮ
た
ϐ
ラ
ス
、
タ
イ
、
ਭ
イ
Ω
な

ど
の
৿
ળ
な
ڗ
ղ
類
や
೸
ࢊ
෼
ʀ
Յ

޽
඾
を
൤
ജ
。

ʀ
ڕ
ڢ
直
ജ
な
Δ
で
ͺ
の
ળ
ౕ
が
ຳ

ྙ
で
、
ਭ
༴
͝
͠
れ
た
ͻ
か
り
の
活

ڗ
や
࢙
ਐ
の
੟
り
合
わ
せ
な
ど
の
൤

ജ
を
ߨ
ͮ
ͱ
͕
り
、
સ
ࠅ
൅
ૻ
に
΍

ଲ
Ԣ
し
ͱ
い
Ή
す
。

ʀ
ڕ
ۂ
ͺ
、
ࠉ
ொ
ܧ
ஈ
ླྀ
の
Ӫ
ڻ
と

ً
෮
に
෍
Ξ
ͫ
海
ఊ
地
ܙ
を
ਫ਼
か
し

た
Ԍ
؝
ڕ
ۂ
や
ұ
ࠞ
ڕ
ۂ
を
஦
ৼ
と

し
ͱ
ߨ
わ
れ
ͱ
い
Ή
す
。

ௗ
࡜
ࢤ
֐
海
地
ۢ
ͺ
、
ௗ
࡜
ࢤ
の
๼
੤
෨

に
Ғ
஖
し
、
༦
大
な
ֱ
ྙ
ṙ
を
๮
΋
ઊ
ܢ

と
、
਄
い

ྼ
࢛
が

ଋ
Ͱ
く
੫

か
な
ௌ

で
す
。

੊
ֆ
ช
Կ
Ҫ
ࢊ
の
ߑ
੔
ࣁ
ࢊ
で
͍
る
ʰ
出

௣
ॄ
ཚ
ʱ
や
ʰ
大
໼
ॄ
ཚ
ʱ
が
͍
り
、
ઞ

෮
Ϋ
リ
ε
タ
ン
が
৶
ھ
を
ݽ
く
ग
り
抜
い

た
ྼ
࢛
を
ࠕ
に
ఽ
͓
ͱ
い
Ή
す
。
地
域
に

߫
ݛ
し
た
χ
ʀ
ϫ
ਈ
෗
の
手
に
よ
る
ඔ
し

い
گ
ճ
ಌ
や
੶
ଆ
り
の
֙
ด
Ί
ͺ
、
ど
͞

か
ս
か
し
く
Ի
か
い
৚
ॻ
に
͍
΀
れ
ͱ
い

Ή
す
。

༨
฽
れ
࣎
に
ͺ
౨
ε
ψ
海
に
௞
΋
ѻ
ౙ
的

な
༨
ೖ
が
Ҳ
໚
を
ઝ
め
上
͝
、
ԗ
౽
周
ࡠ

の
ঘ
ઈ

ʲ
௞
໩
ʳ
の
෥
ୈ
と
し
ͱ
΍
எ
Δ

れ
る
ݮ
૟
的
な
৚
ܢ
が
広
が
り
Ή
す
。
ྼ

࢛
の
਄
Ί
に
ৰ
れ
な
が
Δ
、
ৼ
ੇ
Ί
わ
た

る
੫
ऒ
の
ྃ
を
ຮ
٦
で
き
る
ࢺ
߶
の
Φ
リ

Π
で
す
。

እ
海
ᆅ
༊

㛗
崎
ᕷ

֐
海

地
ۢ

活
動

ૌ
৭

ྜྷ
ࣰ
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ᶇ
ླྀ

れ
藻

ス
φ

ρ
Ω

ー
（

ڕ
の

ؾ
り

に
ླྀ

れ
藻

を
ॄ

め
ͱ

、
ネ

ρ
φ

内
に

入
れ

ͱ
͕

く
）

ˢ
ネ
ρ
φ
内
で
੔
ज़
し
、
播
種
͠
れ
る
。
（
タ
ネ
播
き
手
๑
の
Ҳ
つ
）

ʀ
ワ

Ω
ϟ

の
཈

৫
ۂ

ं
か

Δ
、

ワ
Ω

ϟ
ϫ

ー
ϕ

を
߬

入
し

、
Τ
ニ
ύ
ー
χ
ϩ
内
に
અ
஖
。
母
藻
の
༎

ૻ
が
大

ร
ͫ
ͮ

た
の
で

、
ཎ
೧

か
Δ
ͺ

種
ࢵ
を
߬
入
し
、
ࣙ
෾
た
ͬ
で
ϫ
ー
ϕ

に
ת
き

෉
け
ү

ͱ
Ή
し

た
。

②
母

藻
અ

஖
と

種
ම

અ
஖

ʀ
߶

ྺ
の

ڕ
ۂ

ं
ͫ

け
で

ͺ
、

ࢧ
͑

よ
͑

に
Τ

ニ
ঈ

ڊ
が

で
き

な
い

。
ʀ

છ
ॶ

ͺ
ڕ

ۂ
ं

で
Τ

ニ
ঈ

ڊ
を

ߨ
い

、
਄

ॶ
ͺ

ௗ
࡜

大
ָ

ダ
イ

ϑ
ン

グ
サ

ー
έ

ϩ
に

Τ
ニ

ঈ
ڊ

を
ғ

བ
。

（
೧

1ʛ
2յ

ࣰ
ࢬ
）

ᶅ
Τ

ニ
ύ

ー
χ

ϩ
અ

஖
と

Τ
ニ

ঈ
ڊ

ᶅ
࠹
ॵ
ͺ
ਈ
Ӟ
を
஦
ৼ
に
活
動
、
Τ
ニ
ύ
ー
χ
ϩ
を
અ
஖
し
、
Τ
ニ
ύ
ー
χ
ϩ
内
の
Τ
ニ
ঈ
ڊ

②
ॡ
ل
に
ͺ
、
Τ

ニ
ύ
ー
χ
ϩ
内
に
ワ
Ω
ϟ
を
क
ର
と
し
た
大
ܗ
海
藻
の
母
藻
の
અ
஖

ᶇ
ླྀ
れ
藻
ス
φ
ρ
Ω
ー
を
અ
஖
し
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
タ
ネ
の
ڛ
ڇ

ᶈ
৪
ৱ
੓
ڗ
類
の
ۨ
ঈ
ࡠ
ۂ

ᶉ
؂
ڧ
ָ
स

ௗ
࡜

ࢤ
֐

海
地

ۢ
で

の
活

動
の

֕
གྷ
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ෆ
ᐜ
ኚ
᭦

12
10

ָ
ਫ਼
と
の
Τ
ニ
ঈ
ڊ

ᶈ
৪
ৱ
੓
ڗ
類
の
ۨ
ঈ

29

ᶇ
ླྀ

れ
藻

Ϋ
ϡ

ρ
ο

ϡ
ー

（
ླྀ

れ
藻

が
ネ

ρ
φ

෨
や

ϔ
イ

に
ཙ

Ή
り

、
播

種
͠

れ
る

）
タ

ネ
播

き
手

๑
の

Ҳ
つ
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20
25

೧
11

݆
大
ָ
ਫ਼
を
ଲ
ে
に
し
た
Τ
ニ
ঈ
ڊ
の
Π
ン
ί
ー
φ

ʀ
ௗ
࡜
の
海
の
藻
৖
の
ݳ
য়
を
எ
る
ྒྷ
い
ؽ
ճ
と
な
ͮ
た
。
ࠕ
೧
ౕ
΍
͍

り
が
と
͑
͟
͡
い
Ή
し
た
。

ʀ
ࠕ
յ
ͺ
、
Τ
ニ
ۨ
ঈ
の
目
的
΍
෾
か
Δ
ず
、
ұ
র
け
の
ݶ
ཁ
の
қ
ັ
΍

෾
か
Δ
ず
に
ࢂ
Յ
し
Ή
し
た
。
た
ͫ
Τ
ニ
を
ۨ
ঈ
す
る
ͫ
け
の
活
動
ͫ
と

ࢧ
ͮ
ͱ
い
Ή
し
た
が
、
海
の
ݳ
য়
や
Τ
ニ
ۨ
ঈ
の
目
的
に
つ
い
ͱ
し
ͮ
か

り
と
ઈ
໎
が
͍
ͮ
た
の
で
ָ
;
の
৖
に
΍
な
ͮ
ͱ
ྒྷ
か
ͮ
た
で
す
。
͞
れ

か
Δ
地
ځ
Ի
ஈ
Կ
に
つ
い
ͱ
ߡ
͓
る
࣎
、
海
か
Δ
の
ࢻ
఼
で
΍
ߡ
͓
る
ච

གྷ
が
͍
る
と
ࢧ
͑
の
で
ࢧ
ߡ
の
෱
が
広
が
る
し
、
ࣰ
ࡏ
に
Τ
ニ
を
ۨ
ঈ
し

地
ځ
に
߫
ݛ
し
ͱ
い
る
と
い
͑
ࣰ
״
΍
ಚ
Δ
れ
る
の
で
͞
の
活
動
ͺ
と
ͱ

΍
い
い
活
動
ͫ
な
と
ࢧ
い
Ή
し
た
。
੍
ඉ
࣏
յ
΍
ࢂ
Յ
し
た
い
で
す
。
。

ʀ
Τ
ニ
ৱ
΄
ͱ
Ί
た
い
で
す
。
ұ
র
け
な
ど
海
の
ݳ
য়
を
、
࿫
を
ซ
く
ͫ

け
で
な
く
、
ࣙ
෾
で
見
ͱ
ܨ
ݩ
で
き
ͱ
ྒྷ
か
ͮ
た
。

ʀ
Τ
ニ
の
ۨ
ঈ
を
す
る
͞
と
で
ֺ
し
Ί
な
が
Δ
؂
ڧ
へ
の
Ϛ
ラ
ン
τ
Ρ
Π

活
動
が
で
き
る
͞
と
が
と
ͱ
΍
ྒྷ
い
ର
ݩ
に
な
ͮ
た
の
で
Ή
た
ࢂ
Յ
し
た

い
で
す
ʄ

Ҳ
෨
抜
ਰ

Τ
ニ
ঈ
ڊ
の
ࢂ
Յ
ͺ
大
ָ
ਫ਼

6໌
（

஋
੓

3໌
、
ঃ
੓

3໌
）

5ਕ
が
֐
海
の

Τ
ニ
ঈ
ڊ
活
動
に
ͺ
ॵ
め
ͱ
の
ࢂ
Յ

20
25

೧
11

݆
஦
ָ
ਫ਼
を
ଲ
ে
に
し
た
؂
ڧ
ָ
स
の
Π
ン
ί
ー
φʀ
ࠕ
ೖ
の
࿫
を
ซ
い
ͱ
Τ
ニ
の
ۨ
ঈ
な
ど
を
し
ͱ
藻
৖
を
ଁ
や
し
た
い
と
ࢧ

ͮ
た
し
、
ਫ਼
活
す
る
஦
で
࣎
ؔ
が
͍
る
࣎
に
海
の
য়
ସ
を
ど
͑
し
た
Δ
よ
く

で
き
る
か
を
ߡ
͓
た
い
。

ʀ
Ձ
か
ख
ૌ
Ί
を
し
ͱ
΍
す
͛
に
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
ͺ
な
い

か
Δ
、
࠹
ॵ
ͺ
結
果
が
出
な
く
ͱ
΍
地
道
に
や
り
କ
け
る
͞
と
が
大
઀
ͫ
と

ࢧ
ͮ
た
。

ʀ
ࠕ
ೖ
の
द
ۂ
で
海
の
ݳ
য়
に
つ
い
ͱ
எ
ͮ
ͱ
ੴ
よ
く
֭
れ
ͱ
い
た
イ
ι
Φ

ϑ
が
ࠕ
で
ͺ

 7
ʛ

8࣎
ؔ
で
਼
඘
し
か
֭
れ
な
い
͞
と
を
எ
ͮ
ͱ
、
ͨ
Ξ
な
に

ұ
র
け
に
よ
ͮ
ͱ
海
藻
が
ݰ
ͮ
ͱ
し
Ή
ͮ
ͱ
い
る
の
で
、
ࠕ
ೖ
ࣙ
෾
た
ͬ
で

՟
ୌ
մ
݀
を
ߡ
͓
る
͞
と
が
で
き
ͱ
よ
か
ͮ
た
。

ʀ
ࣙ
෾
の
எ
る
֐
海
の
海
ͫ
け
で
΍
ݳ
য়
を
எ
り
ͨ
れ
を
ଲ
ࡨ
す
る
た
め
に

ࣙ
෾
が
で
き
る
活
動
を
ߡ
͓
ͱ
い
き
た
い
。
地
ځ
Ի
ஈ
Կ
が
大
き
く
ؖ
わ
ͮ

ͱ
い
る
の
で
ࠕ
Ή
で
Ґ
上
に
ు
ـ
の
使
い
գ
͙
な
ど
に
ـ
を
つ
け
た
い
で
す

。 ʀ
ௗ
大
の
ダ
イ
ϑ
ン
グ
サ
ー
έ
ϩ
の
ਕ
た
ͬ
Ί
た
い
に
Τ
ニ
ۨ
ঈ
や
海
ශ
ੜ

ૡ
な
ど
に
ࢂ
Յ
し
た
い
と
ࢧ
い
Ή
す
。
海
ว
の
β
ϝ
ल
い
を
す
る
。

ʀ
঴
Φ
ネ
を
ৼ
が
け
ͱ
ਫ਼
活
す
る
。
ࠕ
ೖ
の
द
ۂ
を
ର
ݩ
し
ͱ
、
海
を
き
れ

い
に
ߨ
͑
͞
と
や
ど
Ξ
な
ࣆ
が
ࢴ
た
ͬ
に
で
き
る
か
な
ど
を
ߡ
͓
た
り
す
る

の
を
ৼ
が
け
ͱ
ਫ਼
活
し
ͱ
い
き
た
い
な
と
ࢧ
い
Ή
し
た
。

ʀ
地
ځ
Ի
ஈ
Կ
が
਒
Ή
な
い
よ
͑
に
ు
ـ
な
ど
の
使
い
գ
͙
を
๹
͛
。

Ҳ
෨
抜
ਰ

ᶉ
؂
ڧ
ָ
स

上
2つ

ͺ
ঘ
ָ
ߏ
と
ࣰ
ࢬ
（
ླྀ
れ
藻
Ϋ
ϡ
ρ
ο
ϡ
ー
ࡠ
り
）
（
ワ
Ω
ϟ
の
द
ۂ
）

Ծ
ͺ
஦
ָ
ਫ਼
と
ࣰ
ࢬ

楽
しむ

ダイ
ビ

ング
だ
け
で
な

く、
役
に
立
つ

ダイ
ビン
グ
が

出
来
て
良
か

った
！

11

A
N

A
ᶵ
ෆ
ㄅ
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②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

1.
 P

DC
Aγ
΢
έ
ϩ
の
ࣰ
ભ

ຘ
յ
の
৾
り
ศ

り
と
ր

વ
を

し
ͮ

か
り
と

܃
り

ศ
し

、
֮
ࣰ
な
ܩ
କ
的

ր
વ
を

ࣰ
ߨ

で
き

ͱ
い
る

఼
。

2.
 ָ
ਫ਼
ͳ
の
ો
੘
Δ
͢
い
ڢ
ಉ

地
域
の
ָ
ਫ਼
と

ڠ
に

活
動

を
ߨ

͑
͞

と
で

、
͕

ޕ
い

に
と
ͮ
ͱ
大
き
な

૮
৒
効

果
を

ਫ਼
Ί

出
し
ͱ

い
る

఼
。

3.
 ৱ
֒
ଲ
ࡨ
ͳ
ଆ
੔
の
ι
ッ
ト

Τ
ニ
ύ
ー
χ
ϩ

、
母

藻
๹

ޤ
ネ

ρ
φ

、
ླྀ

れ
藻

の
ཤ

༽
な
ど
、
効
果
的

な
ৱ
֒

ଲ
ࡨ

を
ญ

༽
で
き

ͱ
い

る
఼

。

4.
 ؂
ڧ
ָ
स
΃
の
޽
෋

ঘ
ָ
ਫ਼
ʀ
஦
ָ

ਫ਼
と
ஊ

֌
的

に
ָ

΁
地
域

の
ࢢ

ڛ
た

ͬ
に
合
わ
せ
、
৙

に
৿
し

い
৚

ๅ
や

޽
෋
を

投
入

し
ͱ

い
る
఼
。

5.
 ෝ
୴
ܲ
ݰ
ͳ
α
η
ト
؇
ཀྵ
の
బ
ఊ

͕
ۜ
を
か
け
ず

எ
ܛ
を

ߞ
り

、
海

藻
の
੔

ज़
࣎

غ
に

合
わ

せ
た

న
઀

な
ܯ

ժ
ʀ

ࣰ
ࢬ

に
よ

り
ࡠ

ۂ
ෝ

୴
΍

ܲ
ݰ

で
き

ͱ
い

る
఼

。

͟
ੜ
௎
͍
り
が
と
͑
͟
͡
い
Ή
す

እ
海
ᆅ
༊
඲
య
の
᥎
⛣

H
2
8
.5

.1
4

H
2
9
.4

.2
5

H
3
0
.4

.2
5

R
1
.5

.1
1

R
3
.3

.6
R
.3

.7
.2

0
R
.4

.6
.2

R
5
.6

.1
4

R
6
.6

.5
R
7
.5

.3
0

R
8
.5

.2
0

大
型
海
藻
の
景
観
被
度

1
.0

2
.2

0
.8

1
.8

2
.7

2
.1

4
.3

1
4
.0

2
0
.7

2
9
.3

2
3
.6

大
型
海
藻
の
出
現
種
数

0
.3

0
.3

0
.2

0
.7

1
.3

1
.3

1
.7

2
.4

2
.3

2
.4

2
.4

ウ
ニ
類
の
生
息
密
度

9
.7

9
.5

8
.8

6
.0

8
.1

4
.0

4
.0

3
.9

2
.5

3
.8

4
.0

➨
㻠
ᮇ

➨
㻟
ᮇ

➨
㻞
ᮇ

令
和
8
年
度

神
浦

夏
井

黒
崎

大
野
浜

大
型
海
藻
の
景
観
被
度

1
2
.5

4
0
.0

3
5
.0

4
0
.0

令
和
8
年
度

神
浦

夏
井

黒
崎

大
野
浜

大
型
海
藻
の
出
現
種
数

2
.0

3
.0

3
.0

3
.0

令
和
8
年
度

神
浦

夏
井

黒
崎

大
野
浜

ウ
ニ
類
の
生
息
密
度

2
.3

1
1
.1

5
.0

3
.0
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②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

ࡠ
ۂ
ೖ
ఖ
༑
઎
か
Δ
ʰ
ք
૸
౐
合
ʱ
΃
の
఺
׷

ࡠ
ۂ
の
ࣰ
ࢬ
࣎
غ
ͺ
、
ਕ
ؔ
の
ス
ί

ζ
ϣ
ー

ϩ
や

౐
合
ͫ

け
で
݀

定
す

る
の
で

ͺ
な
く
、
ք
૸
の
੔
ज़
۫
合
を
৙
Ͷ
؏
ࡱ
ʀ
֮
೟
͢
な
が
Δ
ौ
ೊ
Ͷ
௒
੖
す
る
͞

と
が
ۅ
め
ͱ
॑
གྷ
で
す
。

ਭ
Ի
や
ل
ઇ
ร
Կ
に
よ
り
੔
ज़
غ
ͺ

઴
ޛ
す

る
た

め
、
ݳ

৖
؏
ࡱ

に
خ

Ͱ
く
ඏ

௒
੖
が
੔
൳
を
෾
か
ͬ
Ή
す

。

ұ
র
け
Ϊ
΢
χ
ϧ
΢
ϱ
が
ࣖ
す
ʰ
ॳ
Ԣ
ద
؇
ཀྵ
ʱ

ࣙ
ષ
ড়
݇
や
؏
ࡱ
υ
ー
タ
に
Ԣ
ͣ
ͱ

৙
に
や

り
方

を
ौ
ೊ

に
र
ਜ਼

ʀ
਒

Կ
͠
せ

ͱ
い
く

ߡ
͓

方
で
す

。
͞
れ
を
ख
り
入
れ
る
͞
と
で

、
ͨ
れ

ͩ
れ
の

ख
り

ૌ
Ί
ͺ

͠
Δ
に

࣯
߶

く
൅
ఴ

し
Ή
す

。

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
動
内
容
見
直
し
へ
の
活
か
し
方

避
け
る
べ
き
例
：
細
か
な
玉
ね
ぎ
ネ
ッ
ト

推
奨
さ
れ
る
改
善
案
：
目
合
い
の
大
き
い
ネ
ッ
ト

安
価

で
手

に
入
り
や
す
い

た
め
他
地
域

で
よ
く
使
わ
れ

る
。

網
目
が
細
か
す
ぎ
て
目
詰
ま
り
を
起
こ
す
。

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類
な
ど
の
大

き
な
幼
胚
（

タ
ネ
）
が
網
目

を
抜
け
出
せ
ず

、
播

種
が

失
敗
に
終
わ
る
。

海
藻

の
種

類
や
幼
胚
の
サ

イ
ズ
に
合
わ

せ
た
目
合
い
を

選
択
。

網
目

の
通

り
抜
け
が
ス
ム

ー
ズ
に
な
り

、
周
囲
へ
広
く

効
率
的
に
播
種

。

道
具
の

選
定
ひ
と
つ
で
母

藻
投
入
の
効

果
が
大
き
く
向

上
。
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ộ
ẵ
Ẇ
இ
݃
ụ
の
研
ᆮ
৑
に
Ⴛ
ᛩ

ྵ
ע
の
ཞ
ඞ
Й
ૺ
に
ợ
ụ

Ỿ
ン
Ỿ
Ἆ
ᬝ
ᨊ
が
ᑣ
さ
Ẹ
ạ
Ẇ
と
ễ
ụ

ᾁ
὿
ᾀ
ᾅ
࠰
ٰ
か
ら
ᬝ
ᨊ
᧏
ڼ

05

1
0

1
5

2
0

2
5

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

⸴ሙ䛾⥲㠃✚䝦䜽䝍䞊䝹

Ⴉ
y

Ւ
຺

඘
֋
ஃ

֋
֢
֥
い

׊

㕲
㕰
㕱
㕷
Ⴉ
ണ
の
຺
඘

1
 k

m島
山
島

㕲
㕰
2
6
Ⴉ
ണ

฾
֋
຺
඘

1
 k

m島
山
島

磯
໲
Ậ
に
ợ
っ
て

࢘
໱
ễ
が
ら
海
ᕹ
が
ถ
ụ

磯
根
᝻
เ
も
ถ
っ
た

ඝ
ެ
๤
ಅ
の
ү
ೞ
ὲ

Ἐ
ὅ
ἂ
ἇ

ἤ
Ἂ
ỿ

Ỵ
ὁ
ἥ

Ỹ
Ἕ

ᅗ
䛿
஬
島
ᕷ
☾
↝
䛡
ᑐ
⟇
䜰
䜽
䝅
䝵
䞁
䝥
䝷
䞁
䜘
䜚

磯
໲
Ậ
ݣ
ሊ
Э
の
ಮ
܇

ྚ
ʂ
ි
ฺ

Ỿ
ン
Ỿ
Ἆ
が
᩼
ࠝ
に
ٶ
い
ὲ

長
崎
県
五
島
市
玉
之
浦
湾
の
磯
焼
け
対
策

自
立
的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
て

玉
之
浦
地
区
活
動
組
織

リ
ー
ダ
ー

簗
脇
真
市

玉
之
浦
湾

五
島
列
島

福
江

島

五
島
市

（２）⌧場ࡢࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡓࡋ๎࡟ᐇ᪋࡚࠸ࡘ࡟　
　ձάື⤌⧊ࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡓࡋ❧⮬ࡢ能力ୖྥࡢ
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຺
඘
֋
ஃ
֋
֢
֥
ࡳ
௠
੗
઄
の
ࡴ
ᆪ
֋
ᆲ
ঊ
֖
ֽ
֖
֞

౦
ಈ
઄
֦
ო
೘
׈
׋
֞
י
׮
ׯ
ؔ
֋

ሟ
օ
־
੤
व
֔
ג
の
֓
౫
࣍
֪
ׇ
り

ॺ
஑
੉
ඳ
֪
࿓
੝
֔
׋
ֽ
֖
֞

؇
׭
ע

マ
ガ
ע
ガ
י

ח
נ
ؗ
פ

1
 k

m島
山
島

㕲
㕰
2
6
Ⴉ
ണ
Ւ
ࡴ
ᆪ
の
຺
඘
֋
෴
༄
֖
֞

㕲
㕰
2
6
Ⴉ

ണ
㕲
㕰
2
2
Ⴉ
ണ

効
果
調
査
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
で
は
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
応
援
を
要
請

中
嶋
さ
ん
・
渡
邊
さ
ん
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
基
本
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
た

৹
එ
と
水
ཨ
֦
の
౪
၏
Քॺ

೺

旧
西
海
区
水
研
や
磯
根
研
に
も
色
々
と
教
わ
っ
て
い
る

ガ
ン
ガ
ゼ
駆
除
の
様
子
と
道
具

素
潜
り
班

柄
の
長
い
突
き
棒

先
端
は
＋
型

潜
水

班
突
き
棒

ハ
ン
マ
ー

手
鉤
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D
o
ܱ
ᘍ

・
ᾁ
ἓ
Ὂ
ἲ
に
ợ
る
ј
ྙ
ႎ
ễ
対
策

・
ᚘ
ဒ
ᡫ
ụ
ỉ
ܱ
଀
Ẇ
ܤ
μ
ồ
ỉ
ᣐ
ॾ
Ẇ
ʙ
後
ỉ
ᚡ
᥵

׶
՛
ؕ
ঊ
၌
に
よ
る
כ
ニ
પ
ൊ

๝
ญ
֮
ຍ
๠
׉
ᄡ
、
ෆ
場
֮

S
C

U
B

A
ᄡ
֋
༶
ဴ

ঊ
၌
ಐ

対
ప
ၾ
ዴ
や
཯
࡝
࿾
の
॰
Ⴁ

ᅢ
ጅ
に
ࣤ
֗
֞
ྩ
इ
ప

ሀ
藻
供
੉
や
כ
ニ
؊
ל
ب
׮
็
མ

ࡊ
๺

対
ప

も
し
֢
֊
׉
と

水
中
で
も

水
分
補
給
！

ঊ
၌
๶

ถ
ऐ
と
ड
༎
を
共
有

P
la

n
ᚘ
ဒ

・
ྵ
状
に
対
Ẵ
る
ྸ
ᚐ

・
ᄸ
໲
Ậ
ầ
ዓ
Ẫ
ᙲ
׆
ỉ
˺
ಅ
ˎ
ᛟ
ỉ
ᚨ
ܭ

・
ʖ
ም
ỉ
ᄩ
̬

ϋ
ฺ
Ỿ
ὅ
Ỿ
Ἆ
ỉ
᭗
݅
ࡇ
࠘

ٳ
ෙ
ỉ
ඝ
ެ
ౡ
᫢
ᮄ
ầ
ٶ
ẟ

ఢ
઄
ं
็
ӱ

Ꮋ
ၾ
֦
֮
ס
ب
ס
ױ
પ
ൊ
֦
藻
場
֋
֦
֌
る

 
 

ඬ
ඳ
ਖ਼
の
໣
փ
Ꮋ
୵
に
ઝ
֤
く
ֺ
֨
ଯ

し
く
֩
る

3

・
ᧈ
஖
Ẇ
ɶ
஖
Ẇ
ჺ
஖
Ⴘ
೅
ỉ
ᚨ
ܭ

・
ᢋ
঺
ज़
ỉ
σ
ஊ

ֽ
֙
෗
ኬ

に
付
֌
や
す
փ
場
സ

֦
藻
場
֤

く
׉

ப
ท
、
ଞ
੄
৿
関
に
ະ
ཎ

当
地
区
で
順
調
に
磯
焼
け
対
策
が
進
ん
で
い
る
理
由

１
）
地
の
利
：

市
内
最
大
の
湾
が
あ
り
、
ウ
ニ
駆
除
の
有
効
な
範
囲
が
広
い

近
く
に
研
究
機
関
が
あ
り
、
相
談
し
や
す
い

２
）
地
域
の
結
束
力
：

藻
場
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の
思
い
を
持
つ
関
係
者
が
多
い

３
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
支
え
ら
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
：

リ
ー
ダ
ー
に
加
え
て
若
手
幹
部
も
チ
ー
ム
の
牽
引
役
を
果
た
し
て
い
る

ス
キ
ル
や
年
齢
に
応
じ
て
素
潜
り
と
潜
水
の
２
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
て
い
る

４
）
外
部
か
ら
の
応
援
・
協
力
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
：

地
先
の
海
を
一
番
知
る
の
は
自
分
達
と
し
な
い
謙
虚
さ

外
部
の
人
間
の
意
見
を
敬
遠
せ
ず
積
極
的
に
耳
を
傾
け
る

５
）
以
上
の
結
果

ご
く
自
然
に

P
D
C
A
を
意
識
し
た
活
動
が
実
現
し
て
い
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
自
立
目
前
に
達
し
て
い
る
理
由

人
任
せ
に
せ
ず
、
自
立
心
が
あ
る

対
策
を
持
続
さ
せ
た
い
と
の
思
い
が
強
い

 
 
専
門
家
と
の
関
係
を
大
事
に
す
る

ୖ
ဥ
౦
ઈ
Ⴑ
ࢠ
ད
ત
の
ࡳ
൲
֐
໴
ప
ঊ
၌
の
ؒ
י
ب
׽

（
一
社
）
磯
根
研
究
所

吉
村
拓

ୖ
ဥ
፿
ဥ

ᆵ
ஔ
ဥ

ୖ
ဥ
౦

1
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䜂
と
う
䜏
.jp

ྲྀ
り
⤌
䜏
ෆ
ᐜ
の
⤂
௓

⋢
அ
ᾆ
ᆅ
区
に
㛵
す
る
⤂
௓
グ
஦
は
、
P
D
C
A
サ
䜲
䜽
䝹
を
ᛕ
㢌
に
䛚
䛔
た
᭩
き
᪉
の
見
ᮏ
の
䜂
と
䛴
で
す

成
果
の
出

な
い
、
出
に
く
い

事
例
に
見
ら
れ
る
問
題
点

㖉
la

n
ࡳ・

൲
֐
の
ಏ
໗
ጅ
因
を
ഋ
ᇀ
に
ଙ
၀
֚
֙
೚
ཌ
や
ኬ
ᅮ

を
ଂ
׀
る

・ถ
ୱ
ಈ
፯
に
ሃ
׎
֙
、
ၤ
ಛ
の
श
೑

֦
や
֢
֥
し
ֽ
う

㕽
o ׶・

՛
ؕ
ঊ
၌
に
ျ
ࡴ
性
֋
֩
փ

・֜
の
ଅ
ऐ
、
૱
ब
ྫྷ
׉
に
ු
ֽ
֩
փ

・対
ప
࿪
ৼ
に
ಲ
౮
し
֩
փ

㕼
h

e
c
k

・ಈ
ଢ଼
の
׶
ל
׸
פ
֋
৅
く
、
ड
༎
を
ଣ
֣
֐
よ
う
と
し
֩
փ

・ؗ
ニ
״
؟
ب
ץ
֮
෗
႞
֚
、
ಛ
ጵ
す
る
࡝
౩
֋
֩
փ

・ଅ
ऐ
に
関
඾
を
ಏ
֞
֩
փ

㕺
c
t

・ଅ
ऐ
を
ഋ
ᇀ
に
ଙ
၀
֚
֙
、
๔
኷
ऌ
や
ப
ท
に
も
ະ
ཎ
し
֩
փ

・ؗ
ニ
״
؟
ب
ץ
ଅ
ऐ
や
ถ
ऐ
֋
ؖ
ب
؅
՛
に
共
有
֔
׋
֩
փ

・ถ
ऐ
֋
ഞ
֩
փ
ֽ
ֽ
、
၍
֗
֒
と
を
次
Ⴉ
ဗ
も
໗
֐
る

・ಛ
ୂ
ተ
໑
֦
೸
׎
֢
֥
փ
る

7

A
c
t
ો
ծ

・
状
況
Й
ૺ
に
ؕ
Ề
Ẫ
ો
ծ
策
ỉ
φ
˳
҄

・
ऴ
إ
ỉ
σ
ஊ
Ẇ
ʴ
஬
Ꮛ
঺

次
世
代
へ
の
情
報
提
供

対
小
・
中
学
生

6

藻
場
の
異
変
に
気
付
く
力

協
力
者
へ
の
依
頼
も
含
む
原
因
を
探

ろ
う
と
す
る
力

協
調
性

市
に
よ
る
海
藻
お
し
ば
教
室

や
ミ
ニ
水
族
館
展
示
に
も
協
力

情
報
共
有
、
報
告
、
協
議

対
地
元
関
係
者

C
h
e
c
k
評
価

・
対
策
後
も
複
数
回
に
わ
た
る
状
況
観
察
と
対
処

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
指
導

冬
～
春
に
対
策
域
を
観
察

目
標
達
成
度
を
確
認

課
題
を
見
出
す

漁
業
者
単
独
で
の
藻
場
調
査

5

藻
場
拡
大
に
伴
う
労
力
増
へ
の
対
処
策
も
検
討

数
年
に
渡
り
藻
場
が
で
き
た
場
所
で
ウ
ニ
駆
除
休
止
実
験

２
年
休
止
は
影
響
な
し
、
３
年
は
無
理
と
判
明

1
～
２
年
の
駆
除
休
止
区
設
定
、
資
金
・
労
力
を
別
の
場
所
へ
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׮
ؒ
׸
׽
৑
ళ

؞
י
ب
׽
؞
ب
װ
פ
׽
৑

ళ

ṻ
Ἳ
Ỷ
ὅ
Ἒ
Ἳ
ὅ
Ἅ
ἁ
Ἒ
観
察

ṻ
Ἃ
Ἧ
ἕ
Ἒ
観
察

海
藻
類
の
被
度
観
察
に
つ
い
て

西
日
本
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
サ
ー
チ

渡
辺
耕
平
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景
観
被
度
と
実
際
の
被
度

カ
ζ
ϟ
類
（
ク
ϫ
ϟ
）

૤
৑
ᅇ
ဗ
֪
֣
い
֥
ӡ׾

آ
՛
ب
઱
వ
Ӣ

景
観

被
度

と
実

際
の
被

度
と
の
ະ

࡫
࿾

景
観
被
度

実
際
の
被
度

خ•
ຌ
ͺ
ਇ
৏
͖
Δ
ݡ
Ζ
͞
ͳ
ʄ

◎
ඬ
ภ
ᅇ
ဗ
֭
৑
ళ

৪
ਫ਼

5 
ೳ
ਫ਼
අ
ౕ

10
0%

৪
ਫ਼

5 
ೳ
ਫ਼
අ
ౕ

84
%

৪
ਫ਼

4 
ື
ਫ਼
අ
ౕ

60
%

৪
ਫ਼

3 
૆
ਫ਼
අ
ౕ

40
%

৪
ਫ਼

2 
఼
ਫ਼
අ
ౕ

20
%

৪
ਫ਼

1 
ۅ
͚
఼
ਫ਼
අ
ౕ

4%
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ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

景
観

被
度

と
実

際
の
被

度

ೈ
๏
ܧ
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
ࠠ
ਫ਼
૸
৖
（
Ϋ
Ϫ
ώ
モ
ク
）

景
観
被
度
と
実
際
の
被
度

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
（
ア
カ
モ
ク
）
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第
2章

手
ਬ
ऌ
の
ଡ
ਛ

（
1）
手
ਬ
ऌ
の
ଡ
ਛ
と
ઞ
ः
方

・
第

3章
؟
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
उ
े
ल
੦
ম
的
な
॔
プ
ট
ش
ॳ
に
つ
ः
て
ହ
৥
し
、

観
௄
঻
の
ス
य़
ঝ
に
ૢ
じ
た
被
度
計
測
方
法
を
ງ
ஂ
す
る
。

・
第

4章
؟
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
఻
体
的
な
੿
঵
手
順
と
೏
ਔ
点
に
つ
ः
て
ງ
ஂ
す
る
。

・
第

5章
؟

C
O

2ล
ઽ
量
の
઴
定
に
ঢ়
৴
す
る
藻
場
面
積
の
਄
り
ඞ
ः
と
、
ॻ
ট
ش
ン
ਹ

৷
時
の
ఄ
ষ
ঝ
ش
ঝ
に
つ
ः
て
ງ
ஂ
す
る
。

（
2）
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
定
ଝ

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
藻
場
ੲ
ਾ
（
海
藻
の
ர
類
、
ে
୘
૾
ய
、
面
積
）
を
ਫ
ન
に
པ

඼
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
手
ਬ
ऌ
で
は
、
ී
঵
঻
ら
が
藻
場
の
৚
୮
・
ગ
ে
に
ৱ
す
る
ણ

動
を
ಲ
ਢ
的
に
ষ
अ
に
あ
た
っ
て
૑
ਏ
な
被
度
の
判
読
方
法
に
ඳ
点
を
ਊ
て
て
ੰ
ହ
し
て
ः

る
。

（
3）
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
৭
ल
方

）
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
৭
ल
方

؏
ࡱ
ं
ͺ
η
Ϋ
ϣ
ʖ
ώ
ξ
΢
ϑ
ϱ
ή

Ͳ
Ϡ
ω
ν
Ϩ
ϱ
ή
͗
Ͳ
͘
Ζ
ɽ

؏
ࡱ
ं
ͺ
ε
ϣ
ʖ
ό
ʖ
ί
Ϩ
ϱ
ή

Ͳ
Ϡ
ω
ν
Ϩ
ϱ
ή
͗
Ͳ
͘
Ζ
ɽ

؏
ࡱ
ं
ͺ
઩
৏
͖
Δ
സ
ϟ
Ϊ
ϋ
Ή
ͪ
ͺ
ɼ

๹
ਭ
ܗ
α
ϱ
Ϗ
έ
φ
υ
ζ
ν
ϩ
Ω
ϟ
ϧ

౵
Ν
༽
͏
ͱ
Ϡ
ω
ν
Ϩ
ϱ
ή
͗
Ͳ
͘
Ζ
ɽ

৹
ਪ
෇
೧
が

0.
00

01
ع

0.
1k

m
2ऎ
ら
ः
ऽ
で
の
ス
এ
ॵ
ॺ

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
、
あ
る
ः

は
小
೓
ங
度
（

0.
ع1

10
 k

m
2）

の
ઁ
෇
೧
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

か
で
判
断
し
、
右
௕
の
ই
ট
ش

ॳ
ক
ش
ॺ
で
、
観
௄
঻
の
ス
य़
ঝ

に
ૢ
じ
て
手
法
を
৭
උ
す
る
。

第
1章

目
的

ম
છ
は
、
਌
に
ී
঵
঻
を
ৌ
଴
と
し
た
手
ਬ
ऌ
で
あ
り
、
༺
൏
け
ৌ
ੁ
ृ
藻
場
৳
全
ણ

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
उ
ः
て
੦
ম
的
な
考
え
方
ृ
被
度
の
計
測
方
法
に
ඳ
点
を
ਊ
て
て

ତ
৶
し
て
ः
る
。

ম
છ
の
ඞ
ः
と
し
て
は
、
َ
第
گ
ග
༺
൏
け
ৌ
ੁ
ガ
イ
ॻ
ラ
イ
ン
ُ
（
水
ਓ
ૂ
、
ഥ
ਮ

3ফ
3া
）
と
ಡ
च
て
読
ि
こ
と
に
े
り
、

PD
C

A
サ
イ
ॡ
ঝ
の

C
he

ck
（
ણ
動
の
੥
ટ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
௬
੼
）
の
૞
考
と
し
て
ઞ
৷
し
て
ऺ
し
ः
。

ऽ
た
ୋ
య
઺
൸
ृ
ఫ
૬
写
真
、
ॻ
ট
ش
ン
૬
撮
、
ఠ
஭
९
ॼ
ش
を
৷
ः
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
ৰ
઱
し
た
ः
場
合
は
、
َ
ઁ
ୠ
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
ਬ
ऌ
ُ
（
水
ਓ
ૂ
、
ഥ
ਮ

3ফ
3া
）
を
૞
ස
し
て
ຘ
ऌ
た
ः
。

本
書
が
扱
う
範
囲

図
1-

1
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
別
の
適
用
条
件

൥
ଝ
৔
ઍ

第
1章

目
的

第
2章

手
ਬ
ऌ
の
ଡ
ਛ

（
1）
手
ਬ
ऌ
の
ଡ
ਛ
と
ઞ
ः
方

（
2）
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
定
ଝ

（
3）
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
৭
ल
方

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
1）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
૑
ਏ
ਙ

（
2）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
3）
面
積
の
考
え
方

（
4）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
決
め
方

（
5）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ৰ
઱
時
਋

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

（
2）
景
観
被
度
法

（
3）
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

（
4）
水
中
写
真
か
ら
の
被
度
計
測
方
法

஘
ر
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
と
そ
の
્
ඉ
に
つ
ः
て

（
঳
঺
）
水
ਓ
ଅ
਽
૦
ਝ
ૼ
୒
७
ン
タ
ش
ᱎ
ઢ
૛
৶

ഥ
ਮ

8ফ
度
ී
場
ে
ਓ
ৡ
・
水
ਓ
੗
面
的
ਃ
ચ
ਘ
৲
ৌ
ੁ
൥
ಆ
ভ

全
ব
൥
ಆ
ভ
第
ڮ
৖
藻
場
৖
ভ
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第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
3）
面
積
の
考
え
方

水
ਓ
੗
面
的
হ
঵
で
は
、

2ர
類
の
面
積
を
ਝ
定
す
る
。
঳
つ
は
ৰ
ସ
的
な
ણ
動
を
ষ

अ
ણ
動
面
積
で
あ
り
、
ु
अ
঳
つ
は
、
ણ
動
面
積
と
ણ
動
の
஍
ટ
が
ణ
఺
す
る
面
積
を
ෆ

அ
す
る
面
積
（
ੈ
৒
એ
஋
と
੉
अ
）
で
あ
る
。
ੈ
定
面
積
は
、
海
藻
が
着
ে
૭
ચ
な
੦
ସ

（
గ
ᆁ
な
न
）
の
面
積
と
す
る
こ
と
が
஦
ऽ
し
ः
と
औ
れ
て
ः
る
が
、
海
ೲ
の
ਙ
૾
が
ਂ

৥
な
場
合
ृ
着
ে
੦
ସ
が
ঃ
ॵ
ॳ
૾
・
点
૾
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
ෆ
அ
す
る
ग़
リ
॔
を

ਝ
定
し
て
ु
े
ः
と
औ
れ
て
ः
る
。
ऽ
た
、
ੈ
定
面
積
は
ౠ
ఏ
で
ਜ਼
઼
ଵ
৶
औ
れ
て
ः
る

が
、
ણ
動
面
積
は
、
෇
೧
が
ૻ
ຎ
的
໭
ः
こ
と
ु
あ
っ
て
డ
ഡ
な
ౠ
ఏ
の
ଵ
৶
を
し
て
ः

な
ः
場
合
が
੗
ः
。

&
2
2ล
ઽ
୤
भ
઴
৒
प
૑
ਏ
ध
औ
ो
ॊ
ᇖ
ৃ
એ
஋
म
ؚ
ᇖ
ৃ
भ
୆
ੀ
଍
॑
ಖ
度
े
ऎ

ਖ਼
૵
द
き
ॊ
৹
ਪ
ऋ
૑
ਏ
द
ँ
ॊ
。
し
か
し
、
水
ਓ
੗
面
的
হ
঵
で
པ
඼
す
る
面
積
が
こ

れ
に
合
ಱ
す
る
場
合
は
૘
な
ः
と
ઓ
ॎ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
藻
場
分
ഘ
面
積
を
ಖ
度
ଐ
ऎ

པ
඼
し
た
ः
場
合
は
、
৘
঴
੨
ृ
੃
੊
ਿ
਩
भ
ଢ଼
஢
機
ঢ়
な
न
と
ৼ
୥
し
な
が
ら
ਤ
め
る

こ
と
が
஦
ऽ
し
ः
。

ੈ
定
面
積

海
藻
が
着
ে
૭
ચ
な
੦
ସ

（
ঃ
ॵ
ॳ
૾
の
గ
ᆁ
）

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
2）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

3）
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

船
上
か
ら
箱
メ
ガ
ネ
を
৷
ः
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
代
表
的
な
景
観
を
ᖊ
ᰐ
し
、
観

௄
঻
भ
箱
メ
ガ
ネ
भ
ଳ
৙
प
ৄ
इ
ॊ
প
஑
ਲ
ᇖ
ؚ
৵
஑
ਲ
ᇖ
ؚ
ज
भ
౎
ق
૮
ත
१
থ
०
ঔ
ؚ

付
ା
৿
੟
ؚ
ᅄ
৉
؞
ෛ
৉
ك
भ
被
度
॑
੶
ஈ
घ
ॊ
؛

船
上
か
ら
の
場
合
、
船
を
બ
೏
し
な
ः
଒
り
ດ
の
૴
れ
で
船
が
୎
動
す
る
た
め
、
॥
ॻ

ラ
ش
ॺ
法
の
े
अ
に
代
表
地
点
の
被
度
で
は
な
ऎ
、
そ
の
場
ਚ
ఢ
ఈ
の
景
観
被
度
を
表
ॎ

し
て
ः
る
。
औ
ら
に
、
箱
メ
ガ
ネ
か
ら
ৄ
え
る
海
藻
ණ
૳
は
船
が
動
ऎ
た
め
、
被
度
判
読

に
は
৽
ୡ
を
થ
し
、
箱
メ
ガ
ネ
を
ৄ
な
が
ら
৊
じ
ਜ਼
઼
の
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
ु
୔
し

ः
。
こ
の
े
अ
な
場
合
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
भ
ँ
ॊ
ॹ
४
カ
メ
ऩ
न
॑
৷
ः
थ
ؚ
୼

ઌ
ऊ
ै
被
度
॑
੶
ஈ
घ
ॊ
্
法
ऋ
ؚ
ල
ಔ
द
ਠ
ৃ
੿
঵
ध
ख
थ
म
஍
૨
৓
द
ँ
ॊ
。
୻
え

य
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
ਃ
ચ
の
あ
る
ढ़
メ
ラ
で
、

5ଧ
ओ
と
に

30
ଧ
৑
ঽ
動
撮
影
す
れ
य
、

6枚
の
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
ऌ
る
。
そ
れ
झ
れ
の
写
真
े
り
被
度
を
判
読
し
、
そ

の
਴
಑
を
こ
の
場
ਚ
の
被
度
と
す
る
。

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
2）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

観
௄
঻
が
1ۜ
×
1ۜ
भ
コ
ド
ラ
ー
ト
ق
্
஄
ೳ
ك
を
੅
っ
て
ཎ
水
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
定
点
の
代
表
的
な
海
ೲ
に
ਝ
઼
し
て
、
ೳ
৔
भ
ਲ
ᇖ
؞
ਲ
ൃ
भ
ர
థ
શ
भ
被
度
を
੶
ஈ

す
る
。
ಡ
च
て
、
ೳ
が
಩
る
े
अ
に
写
真
を
撮
影
し
被
度
判
読
の
ଓ
౥
ৱ
મ
と
す
る
。
঳
定
点

の
ઉ
੺
に
उ
ः
て
、
૘
し
ङ
つ
ೳ
を
ङ
ら
し
て
複
数
଻
ਚ
を
観
௄
し
、
਴
಑
க
を
こ
の
場

ਚ
の
被
度
と
す
る
。
৏
か
ら
写
真
に
े
り
被
度
を
判
断
す
る
こ
と
ु
૭
ચ
で
あ
る
。

2）
景
観
被
度
法

॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
を
ઞ
ॎ
ङ
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ఢ
ఈ
を
ฉ
็
し
、
観
௄
঻
भ
ڭ
ଳ
৙

ق
10
⋻
ங
度
ك
प
ৄ
इ
ॊ
প
஑
ਲ
ᇖ
ؚ
৵
஑
ਲ
ᇖ
ؚ
ज
भ
౎
ق
૮
ත
१
থ
०
ঔ
ؚ
付
ା

৿
੟
ؚ
ᅄ
৉
؞
ෛ
৉
ك
भ
被
度
॑
ਖ਼
૵
ख
थ
੶
ஈ
घ
ॊ
؛

ಡ
च
て
、
写
真
を
撮
影
し
被
度
判
読
の
ଓ
౥
ৱ
મ
と
す
る
。

1定
点
に
उ
ः
て
景
観
被

度
法
は
、
঳
定
点

4方
਱
（
୻
と
し
て
ূ
ਧ
વ
ਨ
、
৊
じ
水
஥
ఝ
で
ఢ
ఈ
の

4点
）
で
ৰ

઱
し
、
そ
の
਴
಑
を
こ
の
場
ਚ
の
被
度
と
す
る
。
な
उ
、
৏
か
ら
写
真
に
े
り
被
度
を
判

断
す
る
こ
と
が
૭
ચ
で
あ
る
。

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
1）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
૑
ਏ
ਙ

・
ಢ
਋
的
૗
৲
（
઎
௯
ृ
地
൜
、
఍
৅
的
な
水
ആ
上
ಊ
な
न
）
と
শ
਋
的
૗
৲
（
ཿ
ਙ

的
な
水
ആ
上
ಊ
、
౭
ു
ව
ਂ
ଌ
な
न
）
の
པ
඼

・
PD

C
A
を
ৰ
઱
す
る
た
め
に
૑
ਏ
な
ॹ
ش
タ
（
藻
場
の
ਠ
૾
ृ
৳
全
ৌ
ੁ
の
੥
ટ
）

の
਄
੭

・
ঈ
ঝ
ش
ढ़
ش
঎
ン
に
े
る

C
O

2ล
ઽ
量
を
઴
定
す
る
た
め
の
ॹ
ش
タ
（
被
度
ृ
海

藻
ர
）
の
਄
੭

（
2）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
པ
඼
で
ऌ
る
ඨ
目
は
、
被
度
、
්
৥
度
、
೟
ာ
ᇊ
積
૾
ய
、
水
ആ
の

৴
ਢ
観
測
が
଱
ऑ
ら
れ
る
。
そ
れ
झ
れ
の
ඨ
目
を
པ
඼
す
る
手
法
は
以
ৣ
の
と
उ
り
で
あ

る
。

ْ
被
度
ٓ

・
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

・
景
観
被
度
法

・
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

ْ
්
৥
度
ٓ

・
්
৥
度
ഝ
を
ઞ
৷
し
た
৹
ਪ

ْ
೟
ာ
ᇊ
積
૾
ய
ٓ

・
ཎ
水
৹
ਪ

・
景
観
被
度
法

・
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

ْ
水
ആ
の
৴
ਢ
観
測
ٓ

・
水
ആ
計
（
ആ
度
ॹ
ش
タ
ট
ガ
ش
）
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第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

1）
૑
ਏ
ৱ
౫

・
ཎ
水
ਃ
౫

・
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
（

1ۜ
×

1ۜ
）
（
右
௕
）

・
ິ
水
৷
౛

・
え
॒
ळ
つ
（
ট
ॣ
ॵ
ॺ
え
॒
ळ
つ
ಉ
）

・
ॡ
リ
ॵ
プ
঎
ش
ॻ
（
ং
イ
ン
ॲ
ش
）

・
ॹ
४
ढ़
メ

・
ॲ
イ
ং
ش
क़
ज़
ॵ
ॳ

2）
計
測
手
順

⋇
G

PS
ಉ
を
৷
ः
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ष
船
を
୎
動
す
る
。

⋈
観
௄
঻
は
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
を
੅
っ
て
海
に
ཎ
り
、
ৣ
௕
の
े
अ
に
海
ೲ
に
॥
ॻ

ラ
ش
ॺ
を
ਝ
઼
す
る
。
そ
の
੠
、
గ
の
割
れ
目
ृ
஺
୷
、
ᐄ
᏾
、
砂
᱁
の
ৄ
ら

れ
る
場
ਚ
は
で
ऌ
る
ट
け
ೂ
け
て
、
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
৔
の
୭
୆
が
಑
঳
に
な
る
場

ਚ
に
ਝ
઼
す
る
。

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
5）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ৰ
઱
時
਋

ْ
代
表
的
な
大
型
海
藻
・
海
ൃ
の
෬
ൄ
਋
の
目
਍
ٓ

ர
੡

ਛ
࿃
਋

ர
੡

ਛ
࿃
਋

॔
ढ़
モ
ॡ

௘
ع
ஐ
（
ಒ
）

॔
ラ
メ

௘
ड़
ड़
ং
モ
ॡ

ಒ
ع
௘

॔
ン
ॺ
ॡ
メ

ಒ
य़
ঞ
ং
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

ढ़
४
メ

௘
॥
ॼ
ই
य़
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

ॡ
ট
メ
پ

௘
ॶ
ॡ
३
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

ঐ
॥
ン
ঈ

௘
ॺ
।
モ
ॡ

௘
ع
෈

ড
ढ़
メ

ஐ
ঀ
॥
ॠ
リ
モ
ॡ

ಒ
॔
ঐ
モ

ஐ
ع
初
ಒ

঄
イ
ラ
ॠ
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

঄
४
य़

ஐ
ع
ಒ

঄
ラ
ネ
४
モ
ॡ

௘
ع
෈

ই
३
ス
४
モ
ॡ

ஐ
ع
初
ಒ

ঐ
४
リ
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

ঐ
メ
タ
ড
ラ

ஐ
ع
ಒ

খ
ॶ
ঐ
タ
モ
ॡ

ஐ
ع
ಒ

চ
ঞ
モ
ॡ

ஐ
ع
初
ಒ

চ
ঞ
モ
ॡ
モ
ॻ
य़

ஐ
ع
ಒ

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
4）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
決
め
方

定
点
の
ౠ
ఏ
は
、
ਠ
場
を
ৄ
な
が
ら

G
PS
（
船
の

G
PS
、
ঁ
ン
ॹ
ॕ

G
PS
（
௕

3-
4）
、

ス
ঐ
ش
ॺ
ই
ज़
ン
の

G
PS
॔
プ
リ
ಉ
）
で
੶
ஈ
し
て
उ
け
य
、
൐
৚
৊
じ
定
点
ष
ষ
ऎ
こ

と
が
૭
ચ
で
あ
る
（
௕

3-
5）
。

ऽ
た
、
হ
৐
に
定
点
を
決
め
る
場
合
に
は
、
ၱ
上
で
ढ़
३
঑
ش
ঝ

3D
 

（
ht

tp
s:/

/w
w

w
.k

as
hm

ir3
d

.c
om

/）
な
न
を
৷
ः
て
ਜ਼
઼
を
ল
し
て
、
そ
の
ౠ
ఏ

ॹ
ش
タ
を
ঁ
ン
ॹ
ॕ

G
PS

 に
読
ा
੢
ऽ
च
て
ਹ
৷
す
る
（
௕

3-
6）
。

G
PS
ಉ
が
な
ः
場

合
は
、
ී
঵
に
੍
௽
が
な
ः
े
अ
に
ঈ
イ
を
೟
か
स
て
目
ഀ
に
す
る
。

（
5）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ৰ
઱
時
਋

藻
場
を
ଡ
ਛ
す
る
海
藻
・
海
ൃ
は
、
ர
類
に
े
っ
て
、
そ
れ
झ
れ
્
થ
の
ఛ
節
૗
৲
を

ં
す
。
こ
の
た
め
、
藻
場
の
૾
ய
を
པ
඼
す
る
場
合
は
ৰ
઱
時
਋
に
ି
ਔ
が
૑
ਏ
で
あ
る
。

્
に
、

C
O

2ล
ઽ
量
を
པ
඼
す
る
場
合
に
は
、
ৌ
଴
ध
घ
ॊ
ਲ
ᇖ
؞
ਲ
ൃ
ऋ
ਈ
ु
প
き

ऎ
ऩ
ॉ
ী
ഘ
भ
ઁ
ऋ
ॉ
ृ
ர
థ
॑
ન
ੳ
ख
ृ
घ
ः
෬
ൄ
਋
प
৹
ਪ
॑
ষ
अ
こ
と
が
஦
ऽ
れ

て
ः
る
。

海
藻
の
෬
ൄ
਋
は
、
次
ঌ
ش
४
の
表
に
ં
す
通
り
ஐ
か
ら
初
ಒ
が
੗
ः
が
、
ர
類
と
海

ୠ
、
ফ
に
े
っ
て
ु
଄
๝
౮
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
地
੪
の
ଢ଼
஢
ਃ
ঢ়
に
ન
ੳ
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
ৰ
઱
す
る
。
た
ट
し
、
୻
ফ
े
り
藻
場
が
ဃ
୐
し
て
ः
る
、
୴
が
୫
स
ら

れ
て
ः
る
、
海
藻
ர
の
ઐ
代
が
ৄ
ら
れ
る
な
न
の
૗
৲
が
ৄ
ら
れ
る
場
合
は
、
༺
൏
け
の

৅
ে
を
ઑ
ः
َ
༺
൏
ऐ
ৌ
ੁ
ガ
イ
ド
ラ
イ
থ
ُ
ق
਷
ਓ
ૂ
,2
02
ك1
َ
ڷ
ڮ
؝
ਏ
౤
॑
્

৒
घ
ॊ
ञ
ी
भ
ල
ಔ
ऩ
ਠ
৉
ৰ
ୡ
ध
৹
ਪ
ُ
ق
P9
ك7
を
૞
考
に
、
ල
ಔ
な
ਠ
地
ৰ
ୡ
を

ৰ
઱
す
る
。

第
3章

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

（
4）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
決
め
方

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
൐
৚
৊
ग
ৃ
ਚ
द
ৰ
઱
घ
ॊ
ऒ
ध
ऋ
஦
ऽ
ख
ः
。
定
点
は
、
そ
の

地
ୠ
の
藻
場
の
あ
る
場
ਚ
を
以
ৣ
に
ં
す
೏
ਔ
点
を
૞
考
に
ਝ
定
す
る
。
定
点
数
を
੗
ऎ

と
れ
य
、
े
り
ਫ
ન
に
全
体
を
པ
඼
す
る
こ
と
が
૭
ચ
で
あ
る
。
水
ਓ
੗
面
的
হ
঵
で
は
、

面
積
に
ૢ
じ
て
表
に
ં
す
定
点
数
が
ਝ
定
औ
れ
て
ः
る
。

ْ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
を
決
め
る
੠
に
೏
ਔ
す
る
点
ٓ

吭
ણ
動
の
ਛ
ટ
を
௬
੼
す
つ
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

・
ણ
動
を
ৰ
઱
し
た
場
ਚ
、
あ
る
ः
は
੒
定
場
ਚ

⋈
ૻ
ຎ
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

・
੺
ວ
の
௏
全
な
藻
場

・
地
ୠ
を
代
表
す
る
藻
場
の
あ
る
場
ਚ

（
୻
え
य
、
ణ
ਊ
た
り
の
ਘ
ः
場
ਚ
・
ൠ
ः
場
ਚ
、
ఖ
ઠ
੺
ວ
、
ૡ
લ
ఝ
な
न
）

※
೏
ਔ
点

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
਍
全
に
ষ
え
る
場
ਚ
で
あ
る
こ
と

・
ణ
が
য়
つ
場
ਚ
、
ᄯ
り
の
੗
ः
場
ਚ
は
ೂ
け
る
こ
と

ْ
水
ਓ
੗
面
的
হ
঵
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
数
の
目
਍
ٓ

ੈ
定
面
積

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
数

面
積
が

10
KD
౞
௥

5ᆽ
ਚ
以
上

面
積
が

10
ع
50

KD
10
ᆽ
ਚ
以
上

面
積
が

50
KD
以
上

20
ᆽ
ਚ
以
上

64



第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
2）
景
観
被
度
法

1）
૑
ਏ
ৱ
౫

・
ཎ
水
ਃ
౫
（
ঐ
ス
ॡ
、
३
গ
ঀ
ش
ॣ
ঝ
、
ই
ॕ
ン
）

・
ິ
水
৷
౛

・
え
॒
ळ
つ
（
ট
ॣ
ॵ
ॺ
え
॒
ळ
つ
ಉ
）

・
ॡ
リ
ॵ
プ
঎
ش
ॻ
（
ং
イ
ン
ॲ
ش
）

・
ॹ
४
ढ़
メ

2）
計
測
手
順

⋇
G

PS
ಉ
を
৷
ः
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ष
船
を
୎
動
す
る
。

⋈
観
௄
঻
は
海
に
ো
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ఢ
ఈ
を
ฉ
็
す
る
。

⋉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
代
表
的
な
地
点
か
ら
、
水
面
ऽ
た
は
水
஥
の
઄
分
ऎ
ら

ः
ऽ
で
の
海
中
を
࿿
め
ৣ
に
ৄ
ৣ
ौ
す
ഓ
度
で
、
景
観

4方
（
୻
と
し
て
ূ
ਧ
વ

ਨ
、
৊
じ
水
஥
ఝ
で
ఢ
ఈ
の

4点
）
に
ৌ
し
て
観
௄
す
る
（
次
ঌ
ش
४
の
௕
）
。

ৄ
え
る
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
、
そ
の
他
（
無
節
サ
ン
ゴ
モ
、
付
着
動
物
、
裸

地
、
砂
地
）
の

3つ
に
分
け
て
被
度
を
੶
ஈ
す
る
（

3分
類
の
合
計
被
度
は

10
0%

に
な
る
）
。
ଳ
ੳ
૭
ચ
で
あ
れ
य
、
೘
୫
動
物
の
થ
無
ु
੶
ஈ
す
る
。
撮
影
に
੠

し
て
は
、
水
中
で
は
઺
ഓ
が
໭
ऎ
な
る
た
め
、
६
ش
ム
に
し
な
ः
ઁ
ഓ
ડ
（
ඳ
点

෱
௞
が

24
ع

28
m

m
）
で
撮
影
す
る
。
ऽ
た
、
೟
ฉ
物
が
写
ら
な
ः
े
अ
に
す

る
た
め
、
ス
ॺ
ট
঎
は
৅
୾
औ
च
な
ः
（
්
৥
度
が
ப
ः
場
合
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
ষ
ॎ
な
ः
方
が
஦
ऽ
し
ः
）
。

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

2）
計
測
手
順

⋌
写
真
は
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
全
体
が
写
り
੢
ि
े
अ
に
真
上
か
ら
と
、
真
૯
か
ら
の
撮

影
す
る
。
撮
影
に
は
、
ৈ
ਙ
ચ
の
ढ़
メ
ラ
े
り
ঁ
क़
४
ン
グ
が
な
ऎ
て
ु
水
஥

10
m
ऽ
で
撮
影
૭
ચ
な
ॹ
४
ढ़
メ
の
方
が
ઞ
ः
ृ
す
ः
。

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

2）
計
測
手
順

吰
૚
ர
の
被
度
は
、
ິ
水
৷
౛
に
੶
ஈ
す
る
。
被
度
は
௲
分
૨
（
％
）
で
測
定
す

る
が
、
൑
୔
な
場
合
に
は
మ
௻
க
を
৷
ः
る
。

⋋
大
型
海
藻
は
、
藻
体
の
ৈ
औ
（
୴
体
শ
）
を
計
測
す
る
。

૯
ᇧ
す
る
॥
ン
ঈ
類
は
শ
औ
を
計
測
す
る
。

අ
ౕ

75
ʛ

10
0ˍ

ʤ
֌
څ

5ɼ
ೳ
ਫ਼
ʥ

අ
ౕ

50
ʛ

75
ˍ

ʤ
֌
څ

4ɼ
ື
ਫ਼
ʥ

අ
ౕ

25
ʛ

50
ˍ

ʤ
֌
څ

3ɼ
૆
ਫ਼
ʥ

අ
ౕ

5ʛ
25
ˍ

ʤ
֌
څ

5ɼ
఼
ਫ਼
ʥ

අ
ౕ

5ˍ
າ
ຮ

ʤ
֌
څ

1ɼ
ۅ
఼
ਫ਼
ʥ

අ
ౕ

0ˍ
ʤ
ұ
র
͜
ʥ
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藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
1）
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

2）
計
測
手
順

启
藻
の
ர
類
ओ
と
に
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
৔
を
न
れ
ट
け
ང
っ
て
ः
る
か
੶
ஈ
す
る
。

੶
ஈ
ৌ
଴
は
以
ৣ
の
通
り
、

・
大
型
海
藻

・
小
型
海
藻

・
裸
地
の
ಚ
め
る
割
合

・
海
藻
以
ਗ
の
ಕ
着
動
物
（
ढ़
य़
ृ
ই
४
ॶ
঎
ಉ
）

・
೘
୫
動
物
（
क़
ニ
、
小
型
ඕ
༏
）
の
થ
無
（
૭
ચ
な
ら
଻
体
数
）

※
ᅊ
૾
の
サ
ン
ゴ
モ
類
は
ৌ
଴
ਗ
（
ऽ
た
は
૞
考
ங
度
に
੶
ஈ
）

を
੶
ஈ
す
る
。
ु
し
、
ர
類
が
ॎ
か
ら
な
ः
場
合
は
、
્
ඉ
（
୻
え
य
、
঍
ン
ॲ

ড
ラ
類
の
໽
体
、
無
節
サ
ン
ゴ
モ
ಉ
）
を
੶
ஈ
し
、
੺
ம
の
写
真
を
撮
影
、
ऽ
た

は
ఏ
ম
を
੅
ठ
ష
っ
て
৹
स
る
。 付
着
部
が
コ
ド

ラ
ー
ト
内
に

入
っ
て
い
れ
ば

外
に
は
み
出
し

た
部
分
も
測
定

対
象
と
す
る
。

付
着
部
が
コ

ド
ラ
ー
ト
外

の
場
合
は
測

定
対
象
外
で

あ
る
。
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第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
3）
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

2）
計
測
手
順

B）
ॹ
४
ढ़
メ
ऽ
た
は
॔
ॡ
३
ঙ
ン
ढ़
メ
ラ
を
ઞ
अ
場
合

⋇
G

PS
ಉ
を
৷
ः
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ष
船
を
୎
動
す
。

⋈
ढ़
メ
ラ
を
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
ਃ
ચ
に
જ
り
౹
え
る
。
撮
影
৑
࿒
は

5ଧ
に
ਝ
定
し
、

೟
ฉ
物
が
写
ら
な
ः
े
अ
に
ス
ॺ
ট
঎
ঽ
動
৅
୾
を
ड़
ই
に
し
て
उ
ऎ
。

（
ॹ
४
ढ़
メ
は
、
ঞ
ン
६
を
ઁ
ഓ
ડ
に
し
て
उ
ऎ
。
）

⋉
ढ़
メ
ラ
を
ট
ॵ
ॻ
に
਄
り
付
け
る
。

⋊
観
௄
঻
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ఢ
ఈ
で
、
海
ೲ
が
写
り
੢
ि
े
अ
に
、
水
面
か

ら
真
ৣ
に
ढ़
メ
ラ
を
ো
れ
て
ঽ
動
撮
影
（

5ଧ
৑
࿒
）
を
৫
઩
し
、
時
計
を
ৄ
な

が
ら

30
ଧ
৏
に
ਬ
ऌ
上
ऑ
る
。

吱
戻
っ
て
か
ら
、
写
真
を
ঃ
९
॥
ン
ष
਄
り
੢
ा
、
複
数
の
写
真
か
ら
被
度
判
読

し
、
そ
の
਴
಑
を
こ
の
場
ਚ
の
被
度
と
し
、
海
藻
ர
ओ
と
に
੶
ஈ
表
ष
੶
ஈ
す
る
。

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
3）
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

2）
計
測
手
順

⋉
撮
影
イ
メ
ش
४

⋊
৊
じ
定
点
で
ਜ਼
઼
を
ङ
ら
し
な
が
ら
、
⋉
と
৊
஘
の
ਏ
୩
で
複
数
৚
被
度
を

判
読
す
る
。

⋋
海
面
੺
ऎ
ऽ
で
海
藻
が
য়
ठ
上
が
る
、
あ
る
ः
は
海
面
で
た
な
ल
ः
て
ः
る
場

合
は
、
水
஥
か
ら
大
型
海
藻
の
उ
उ
े
そ
の
শ
औ
を
੶
ஈ
す
る
。

⋌
観
௄
঻
は
、
複
数
の
判
読
੥
ટ
の
਴
಑
を
こ
の
場
ਚ
の
被
度
と
す
る
。

⋍
戻
っ
て
か
ら
、
観
௄
঻
は
ਠ
場
の
被
度
判
読
と
写
真
を
ৄ
ૻ
स
、
海
藻
ர
ओ
と

に
੶
ஈ
表
ष
੶
ஈ
す
る
。

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
3）
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

1）
૑
ਏ
ৱ
౫

・
ິ
水
৷
౛

・
え
॒
ळ
つ
（
ট
ॣ
ॵ
ॺ
え
॒
ळ
つ
ಉ
）

・
ॡ
リ
ॵ
プ
঎
ش
ॻ
（
ং
イ
ン
ॲ
ش
）

・
箱
メ
ガ
ネ

・
ॹ
४
ढ़
メ
ऽ
た
は
॔
ॡ
३
ঙ
ン
ढ़
メ
ラ

2）
計
測
手
順

A
）
箱
メ
ガ
ネ
を
ઞ
अ
場
合

⋇
G

PS
ಉ
を
৷
ः
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
ष
船
を
୎
動
す
。

⋈
観
௄
঻
は
船
上
か
ら
、
箱
メ
ガ
ネ
を
ઞ
৷
し
て
観
௄
す
る
。

⋉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
代
表
的
な
海
ೲ
を
観
௄
す
る
。
َ
ৄ
え
る
৖
分
ُ
を
大

型
海
藻
、
小
型
海
藻
、
そ
の
他
（
無
節
サ
ン
ゴ
モ
、
付
着
動
物
、
裸
地
・
砂
地
）

の
3つ
に
分
け
て
被
度
を
੶
ஈ
す
る
（

3分
類
の
合
計
被
度
は

10
0%
に
な
る
）
。

ऽ
た
、
৊
時
に
ॹ
४
ढ़
メ
な
न
を
海
中
に
ো
れ
て
真
上
か
ら
撮
影
す
る
。
た
ट

し
、
ढ़
メ
ラ
に
写
る
෇
೧
が
໭
ः
こ
と
、
්
৥
度
の
影
஭
で
े
ऎ
಩
ら
な
ः
こ
と

ु
あ
る
た
め
、
写
真
は
複
数
枚
撮
影
す
る
。
औ
ら
に
、
ଳ
ੳ
が
૭
ચ
で
あ
れ
य
೘

୫
動
物
の
થ
無
ु
੶
ஈ
す
る
。

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
2）
景
観
被
度
法

2）
計
測
手
順

⋉
撮
影
イ
メ
ش
४

⋊
૭
ચ
で
あ
れ
य
、
大
型
海
藻
の
藻
体
の
ৈ
औ
（
୴
体
শ
）
を
計
測
す
る
。

⋋
観
௄
঻
は
、
複
数
の
判
読
੥
ટ
の
਴
಑
を
こ
の
場
ਚ
の
被
度
と
す
る
。

⋌
戻
っ
て
か
ら
、
撮
影
し
た
写
真
と
観
௄
時
の
被
度
を
ৄ
ઉ
し
、
海
藻
ர
ओ
と
に

੶
ஈ
表
ष
੶
ஈ
す
る
。
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第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

ْ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
શ
の
્
ඉ
ٓ

コ
ド
ラ
ー
ト
法

景
観
被
度
法

箱
メ
ガ
ネ

タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
付
き
カ
メ
ラ

শ
ਚ


ೳ
৔
の
海
藻
・
海
ൃ
の
ர
類
શ

被
度
と
୴
体
শ
を
計
測
す
る
こ

と
が
で
ऌ
る
。


৽
ୡ
௹
か
な
観
௄
঻
が
ষ
अ
場

合
、
঳
定
の
ಖ
度
が
਋
ୄ
औ
れ
、

௢
観
的
な
੥
ટ
が
੭
ら
れ
る
。


ດ
૴
ृ
ᄯ
り
の
影
஭
を
ਭ
け
に

ऎ
ऎ
、
ਦ
౅
ਙ
が
ৈ
ः
。


੶
ஈ
が
写
真
と
し
て
残
り
、
৏

で
ન
ੳ
ृ
ถ
಍
な
分
ෲ
が
で
ऌ

る
。


海
藻
・
海
ൃ
の
୴
体
শ
の
計
測

が
で
ऌ
る
。


گ
分
類
（
大
型
海
藻
、
小
型
海

藻
、
そ
の
他
）
で
あ
れ
य
、
ૻ

ຎ
的
ઍ
ಔ
に
計
測
で
ऌ
る
。


৽
ୡ
௹
か
な
観
௄
঻
で
あ
れ
य
、

あ
る
ங
度
௢
観
的
な
੥
ટ
が
਋

ୄ
で
ऌ
る
。


੶
ஈ
が
写
真
と
し
て
残
り
、
৏

で
ન
ੳ
が
で
ऌ
る
。


ཎ
水
し
な
ऎ
て
े
ः
。


گ
分
類
（
大
型
海
藻
؜
小
型
海

藻
؜
そ
の
他
）
で
あ
れ
य
、
ૻ

ຎ
的
ઍ
ಔ
に
計
測
で
ऌ
る
。


ཎ
水
し
な
ऎ
て
े
ः
。


گ
分
類
（
大
型
海
藻
؜
小
型
海

藻
؜
そ
の
他
）
で
あ
れ
य
、
ૻ

ຎ
的
ઍ
ಔ
に
計
測
で
ऌ
る
。


੶
ஈ
を
写
真
と
し
て
残
す
こ
と

が
で
ऌ
る
。

ಢ
ਚ


ス
य़
গ
ش
ং
の
ス
य़
ঝ
が
૑
ਏ

で
あ
り
、
ཎ
水
ਃ
౫
な
न
が
૑

ਏ
で
あ
る
。


観
௄
঻
は
海
藻
を
ਫ
ન
に
௙
શ

す
る
ચ
ৡ
が
੷
め
ら
れ
る
。


৽
ୡ
が
ฒ
ः
と
॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
を

ৈ
ഡ
度
の
藻
場
の
あ
る
場
ਚ
に

઼
ः
て
し
ऽ
ः
が
ठ
で
あ
る
。


໭
ः
෇
೧
の
観
௄
に
な
る
の
で
、

複
数
地
点
を
観
௄
し
な
ः
と
全

体
が
པ
඼
で
ऌ
な
ः
。
こ
の
た

め
、
観
௄
に
時
৑
が
か
か
る
こ

と
が
あ
る
。


大
型
海
藻
の
໽
体
ृ
小
型
海
藻

な
न
の
判
શ
が
୔
し
ः
場
合
が

あ
る
。


観
௄
঻
は
海
藻
を
ਫ
ન
に
௙
શ

す
る
ચ
ৡ
が
੷
め
ら
れ
る
。


්
৥
度
が
ப
ः
と
੶
ஈ
写
真
の

撮
影
が
൑
୔
に
な
る
。


計
測
に
は
ृ
ृ
時
৑
が
か
か
る
。


海
藻
・
海
ൃ
の
୴
体
শ
の
計
測

が
で
ऌ
な
ः
。


්
৥
度
ृ
ດ
૴
が
੥
ટ
に
影
஭

す
る
。


観
௄
঻
の
৽
ୡ
に
े
っ
て
ং
ラ

ॶ
य़
が
ে
じ
る
。


船
が
動
ऎ
た
め
、
動
ऌ
な
が
ら

被
度
を
ኇ
え
る
ス
य़
ঝ
が
૑
ਏ

で
あ
る
。


੶
ஈ
を
写
真
と
し
て
残
し
に
ऎ

ः
。


海
藻
・
海
ൃ
の
୴
体
শ
の
計
測

が
で
ऌ
な
ः
。


්
৥
度
ृ
ດ
૴
が
੥
ટ
に
影
஭

す
る
。


観
௄
঻
の
৽
ୡ
に
े
っ
て
ং
ラ

ॶ
य़
が
ে
じ
る
。


ਠ
場
で
写
真
を
ન
ੳ
す
る
こ
と

が
୔
し
ः
。


タ
イ
ム
ラ
プ
ス
ਃ
ચ
付
ऌ
ढ़
メ

ラ
と
ট
ॵ
ॻ
（
撮
影
༈
）
が
૑

ਏ
で
あ
る
。


戻
っ
て
か
ら
写
真
を
ঃ
९
॥
ン

に
਄
り
੢
॒
で
判
読
す
る
૑
ਏ

が
あ
る
。

ન
か
ら

し
औ

◎
س

ٺ
س

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

ْ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
ୀ
ः
に
े
る
計
測
੥
ટ
の
হ
୻

（
水
஥

3.
8m
、
॥
ン
ঈ
場
）
ٓ

॥
ॻ
ラ
ش
ॺ
法

景
観
被
度
法

箱
メ
ガ
ネ

タ
イ
ム
ラ
プ
ス
ਃ
ચ
付
ऌ
ढ़

メ
ラ

写
真

写
真
な
し

大
型
海

藻
被
度

40
％

40
％

44
%

58
％

小
型
海

藻
被
度

15
％

10
％

17
%

11
％

そ
の
他

被
度

45
％

50
％

41
%

31
％

ர
類

୴
体
শ

ড
ढ़
メ
5ઙ

30
⋶

঍
९
メ
॥
ン
ঈ
35
ઙ

60
⋶

ই
ॡ
ট
ঀ
リ

ढ़
খ
モ
ঀ
リ
ര

ॣ
क़
ঝ
३
グ
サ

ড
ढ़
メ
5ઙ

30
⋶

঍
९
メ
॥
ン
ঈ
35
ઙ

60
⋶

ই
ॡ
ট
ঀ
リ

ढ़
খ
モ
ঀ
リ
ര

ড
ढ़
メ

঍
९
メ
॥
ン
ঈ

ড
ढ़
メ

঍
९
メ
॥
ン
ঈ

そ
の
他
य़
タ
ム
ラ
サ
य़
क़
ニ
12
଻
/⋻

य़
タ
ム
ラ
サ
य़
क़
ニ
12
଻
/⋻

य़
タ
ム
ラ
サ
य़
क़
ニ

第
4章

藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

（
4）
水
中
写
真
か
ら
の
被
度
計
測
方
法

戻
っ
て
水
中
写
真
か
ら
海
藻
の
被
度
を
判
読
す
る
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

影
し
た
写
真
か
ら
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
、
そ
の
他
（
無
節
サ
ン
ゴ
モ
、
付
着

動
物
、
裸
地
・
砂
地
、
海
中
）
の

3つ
に
分
類
す
る
。

最
初
に
そ
の
他
の
面
積
割
合
（

%
）
を
目
分
量
で
決
め
て
、
次
に
全
体

（
10

0%
）
か
ら
そ
の
他
の
割
合
を
減
じ
て
、
残
っ
た
面
積
を
大
型
海
藻
と
小
型

海
藻
に
按
分
す
る
。

景
観
被
度
法
の
場
合
は
、
こ
れ
を

4枚
の
写
真
か
ら
、
船
上
か
ら
の
箱
メ
ガ
ネ

の
場
合
は
複
数
以
上
の
写
真
か
ら
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
撮
影
の
場
合
は

6枚
の
写
真

か
ら
判
読
す
る
。

右
の
写
真
が
計
測
時

に
撮
影
し
た
代
表
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定

点
の
景
観
写
真

写
真
全
体
を
面
積

割
合

10
0％
と
考

え
、
そ
の
他
（
無

節
サ
ン
ゴ
モ
、
付

着
動
物
、
裸
地
・

砂
地
、
海
中
）
の

面
積
割
合
を
目
測

す
る
。

こ
の
場
合
は

20
％

と
判
断
し
た
。

残
り
の
面
積
は

80
％
（

10
0-

20
％
）
を
大
型
海

藻
と
小
型
海
藻
に

分
け
て
、
大
型
海

藻
、
小
型
海
藻
に

按
分
す
る
。
こ
こ

で
は
、
小
型
海
藻

の
面
積
割
合
を

20
％
と
判
断
し
た
。

大
型
海
藻
は
、
残
り

の
面
積
割
合
な
の
で

60
％
（

10
0-

20
-

20
）
と
な
る
。
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ே ೴

ނ Ͷ
⇞
⇜
⇜

౾
ׁ
ݨ
ك
ঁ

ி
ٵ
Ց
μ
ࢆ
ږ

҇
Ҵ

ᶫ
ᶏ
ᶻ
い
ᵻ
৺
ঈ
ೖ
҇
Ҵ

ᴴ
ᴴ
ᷔ
੫

ᶩ
に
ᶊ
ᶿ
い
ᵼ
に
ᵻ
ᶄ
સ
҇

ᴵ
ࡡ
᳉
⇳
⇚∀
⇚

⇟
⇤
⇚⇢
⇞
ᷫ
Ḗ
᳊

᷾
ᷢ
Ḏ
᷇
᷎
Ӽ
ക
Ͷ
ೌ

࢈
ߑ
ঁ

ࠟ
ঘ
ᷬ
Ḑ
᲼
Ḗ
᷂
κ
യ
ᶇ
ᶏ

࣪
߈
ৄ
؞

ி
ٵ
Ց
൥
μ
ࢆ
ר
੧
Ϊ
ׁ
Ͷ
ബ
̾

Ͷ
ബ
᷒
Ḍ
᷹

ᴵ
૙

ృ
՞
ஆ
ӡ
Ღ
ٲ
ː
Ե
ɞ

　ճ水୰ࣟࢻーࣥࡿࡼ࡟ㄪᰝ࡚࠸ࡘ࡟

68



ଂ
Ԕ

ᴇ
ࠟ
ঘ
ᷬ
Ḑ
᲼
Ḗ
ᶞ
κ
യ

࢛
ᶞ
ڊ
യ

ᷲ
᲼
ᷬ

ৄ
؞
ਊ
Ღ
操
࢛
۴
ᵼ
ஒ
വ
Უ

ᷠ
᷸
ᷫ

ਥ
֝
᳉
௝
᳊
に
؜
ʼ
ᶅ
ᶼ
ᶻ
Უ

ᴇ
ൢ
ᵻ
ᶹ
ৄ
؞
Ტ
Ԯ
І
ۀ
І
ᶗ
ᶲ
ৄ
؞
̸
૧
Უ

ר
ׁ
ࡐ

ీ
課
֍
Ḅ
᷇
Ḗ

ੈ
ഩ
ૈ
Ღ
ૈ
ഩ
ૈ

Џ
ᵻ
ᶹ
ᴴ
ᴳ
ᴳ
ᵣ
ʂ
મ
に
ᷩ
Ḗ
ᷓ
ᷘ
߈
Უ

ᶗ
ᵽ
ᶼ
ᶠ
Џ
ᵻ
ᶹ
ᶞ
ৄ
؞
に
ᶇ
ᶏ
い
Უ

ଂ
Ԕ

࣪
߈
ᶞ
ৄ
؞

ࠇ
උ

ᷲ
᲼
ᷬ

࢐
ࠟ
機
ل

˝
ᶺ
ᶞ
අ
い
٥
˜
機
器
᳉
ר
̵
᳊

ᷠ
᷸
ᷫ

࢐
ࠟ
щ
ݏ
᷂
വ
ᶉ
ᶻ
Უ

ݞ
୿
Ღ
ఖ
஻
ᶁ
ᵼ
ऻ
క
Უ

̭
ॺ
ᶚ
ۀ
Ь
ᶟ
い
い
ᵼ
Ტ
੍
ᶟ
ࠃ
い
Უ

ࠟ
ঘ
ᷬ
Ḑ
᲼
Ḗ
᷂
κ
യ
ᶇ
ᶏ

࣪
߈
ৄ
؞

ଂ
Ԕ

࢐
ࠟ
に
ᶸ
ᶻ
٥
˜
Უ

ৄ
؞
߈
ݨ
ᵼ
ۢ
ܪ
੝

᳉
ר
Ը
Ͷ
Џ
᳊
Ӎ
ఙ
に

ժ
ᶹ
ᶼ
ᶻ
Უ

ӡ
в
ᷢ
Ḗ
᷒
ᶞ
ժ
͸
ᵼ

ৄ
؞
ᶞ
ժ
͸
Უ

ᴇ
ר
ׁ
ࡐ
ᶗ
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１）ㅖ☾⸴場ಖ全άື⤌⧊（⚄ዉᕝ┴୕ᾆᕷ）
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㸱）Ụࣀᓥ・ࣕࢩࢵ࢕ࣇー࣐࢙ࣥࢪࣟࣉ・ࢬクト（⚄ዉᕝ┴⸨ἑᕷ）
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４）ᴵ༡☾↝ࡅ対策άື協㆟会（㟼ᒸ┴ᚚ๓ᓮᕷ・∾அཎᕷ・ྜྷ⏣町）
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㸳）ⓑᾆάື⤌⧊（୕㔜┴⣖໭町）

86



６）中土佐町磯焼け対策協議会（高知県 中土佐町） 
 
【活動における課題】 

食害生物（主にウニ）により、減少している藻場（ホンダワラ）の回復・再生。 

ウニを駆除することによって食害が減り、母藻の投入により藻場の回復範囲が拡大してい

るため継続的な活動が必要。 

ただ温暖化の影響か藻場はかつてのホンダワラに代わり、南方系のホンダワラ類が広がる

ようになってきた。 

環境に合わせた母藻の投入など活動内容の見直しが必要である。 

また構成員の高齢化が進み、活動時間の減少や人員確保などが課題となっている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物（ウニ）の駆除をメインに、母藻（ホンダワラ）の設置、海ごみの

清掃などで藻場の回復、再生を図る。 

平成 29 年度：上記の活動を継続。 

平成 30 年度：上記の活動を継続。 

令和元年度：集中的に駆除を行ってきた場所のウニが減少傾向に。駆除活動を継続しつつ、

別の場所での駆除活動も開始。ウニが減少傾向にある場所は母藻設置と海ご

みや岩盤の清掃を行い、藻場の回復、再生を図る。 

令和２年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除活動を休止。母藻設置と清掃活動のみ

とする。前年度に駆除を開始した場所に活動を集中させる。 

令和３年度：上記の活動を継続。 

令和４年度：上記の活動を継続。 

令和５年度：集中的に駆除を行ってきた場所のウニが減少傾向に。場所の移動を検討する。

母藻の設置場所は温暖化の影響かホンダワラが芽吹かず、タマハハキモク、

フタエモク、キレバモクなどの藻が増えている。母藻として使う藻の種類を

変更すべきか検討する。 

令和６年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除を休止し、他の場所での駆除を開始す

る。また休止した場所には母藻を投入する。母藻には南方系の藻を使用する

か検討していたが、年度初めのモニタリングでホンダワラが増加傾向にある

と判明したため、今年の母藻は引き続きホンダワラを使用。ウニが多い場所

での駆除活動と、ウニが減少した場所への母藻投入を継続。 

令和７年度：年度初めのモニタリングで、活動海域内全体にホンダワラとタマハハキモク

が増加しているのを確認。特に令和２年度にウニ駆除を休止して以来、母藻

の投入を続けてきた場所で著しく増加している。今後のモニタリング次第で

はこの場所への母藻の投入を休止して、令和６年度にウニが減少して駆除を

休止した場所に、集中的に母藻を投入することを検討している。今年度より

清掃活動を休止して駆除活動に集中。前年度に駆除を開始した場所での活動、

駆除を休止した場所への母藻の投入を続けていく。 

令和８年度：昨年母藻を投入した場所にタマハハキモク、フタエモク、キレバモクなど南

方系の藻が著しく増加している。ホンダワラはほとんど見えない。母藻の投

入場所で藻の繁茂が確認できたため今年度より場所を変更。令和６年度にウ

ニ駆除を休止した場所へ母藻を投入する。また、近年はホンダワラよりも南

方系の藻が繁茂しやすいため、母藻をフタエモクに変更する。来年度のモニ

タリング結果により、他の南方系を試すのかホンダワラに戻すのかを検討す

る。食害生物（ウニ）については、集中駆除している場所で大きな個体の減

少が確認されている。まだ小さな個体がみられるため、引き続き同じ場所で

活動をするが、来年度は場所の移動を検討する。 
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【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全・

モニタリン

グ 

藻の被度をダイバーと船上

からの目視により調査。 

ホンダワラの藻場が

ほとんど消え、ウニ

が大量発生していた

が、活動を継続して

いく中で、ホンダワ

ラが再生する場所が

出てきた。 

ただ、近年は温暖化

の影響か、ホンダワ

ラより南方系の海藻

が繁茂しやすい傾向

にある。 

 

ホンダワラ藻場の

再生のため、母藻の

設置と、食害生物の

除去を同時に行う

必要がある。 

藻場保全・

食害生物の

駆除 

食害生物（主にウニ）の駆除

活動。 

主にダイバーが除去してい

るが、水深が浅い場所では

船上からも除去している。 

狭い範囲に絞って集

中的に駆除すると、

三年ほどでウニが減

り食害も減る。 

その後ウニが多い場

所へ移動してまた集

中的に駆除する。 

これの繰り返しによ

って、過去に集中駆

除した場所は藻場が

再生をはじめた。 

藻場は再生しはじ

めたが狙っていた

ホンダワラではな

く、タマハハキモ

ク、フタエモク、キ

レバモクなど南方

系の藻が増えた。 

ホンダワラも一定

数再生しているが、

温暖化など環境が

変わったため、以前

のような広範囲の

繁茂は難しいと感

じる。 

 

藻場保全・

母藻設置 

食害生物（主にウニ）を集中

駆除した場所へ、ホンダワ

ラの他、南方系の母藻を投

入。 

タマハハキモク、フ

タエモク、キレバモ

クなど南方系の藻が

目立つが、ホンダワ

ラも一定数混ざって

おり、少しずつ再生

はしている。 

かつてのホンダワ

ラ藻場の再生を図

っていくが、現在の

環境に適した種類

の藻を母藻として

使用していくこと

も、磯焼けを解消す

るために必要。 
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【活動状況の写真】 

   
説明：活動前集合写真 説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

   
説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

   
説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：ウニ駆除活動 

   船上からの駆除 

  

 

説明：ウニ駆除活動 

   潜水による駆除 

説明：ウニ駆除活動 説明：  
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㸵）༤多‴⎔ቃಖ全ఀᓮస業㒊会（⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷ）
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会（బ㈡┴၈ὠᕷ）ࡿᏲࢆ海ࡢ‖（８
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㸷）௬ᒇᆅ区海⎔ቃࢆᏲࡿ会（బ㈡┴⋞海町）
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�0）እὠᆅ区海⎔ቃࢆᏲࡿ会（బ㈡┴⋞海町）
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��）ᣦᐟᆅ区水産᣺⯆会（㮵ඣᓥ┴ᣦᐟᕷ）

94



�2）኱ᐅ࿡ᮧ⎔ቃ・生ែ⣔ಖ全⤌⧊（Ἀ⦖┴኱ᐅ࿡ᮧ）
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ձ᫂▼ᆅ区東஧ぢ豊かな海ࢆᏲࡿ会（රᗜ┴᫂▼ᕷ）
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の
⤒
ᖺ
᥎
⛣

䐠
ά
ື
ᾏ
ᇦ
の
底
㉁

䐡
䝧
ン
䝖
䝇
᥇
㞟
䛷
ᚓ
䜙
䜜
䛯

䝠
䜺
䝅
䝘
䝯
䜽
䝆
䜴
䜸

ᮾ
஧
ぢ
地
༊

ᰤ
㣴
ሷ
㢮
⟶
⌮
ィ

⏬
の
⠊
ᅖ
（
Ỉ
Ⰽ
）

ᰤ
㣴
ሷ
㢮
⟶
⌮
ィ
⏬
の
ᑐ
㇟
ᾏ
ᇦ
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௨
ୗ
䚸
ཧ
⪃
㈨
ᩱ

ά
ື
ᐇ
᪋
（
ᾏ
底
耕
う
ん
）
᫬
ᮇ
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
᫬
ᮇ
に
つ
い
て

➢
௧
࿴
䠓
ᖺ

ᾏ
底
耕
う
ん
・
・
・
・
9
᭶

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（2
ᅇ
）
・
・
・
・
9
᭶
（
事
前
）
䚸

1
᭶
（
事
ᚋ
）

➢
௧
࿴

8
ᖺ

ᾏ
底
耕
う
ん
・
・
・
・
9
᭶

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
1
ᅇ
）
・
・
・
・
??

?

カ
キ
殻
の
散
布
に
つ
い
て
事
前
に
検
討
し
て
お
く
事
項

➢
用
い
る
か
き
殻
の
サ
イ
ズ
・
量

➢
散
布
方
法

山
積
み

o
r散
布
（
す
き
込
み
）

➢
既
存
漁
業
と
の
関
係

例
え
ば
底
び
き
網

➢
散
布
予
定
場
所
の
潮
の
速
さ

➢
散
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
耕
う
ん
と
の
関
係
）

➢
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
点
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１
．
৵
ਆ
ਉ
ູ
प
उ
ऐ
ॊ
ී
঵

३
४
঑

ড
ढ़
१
ॠ

३
ছ
क़
ड़

4

１
．
৵
ਆ
ਉ
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の
໪
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
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
᩷
ౕ
Ⴤ
ɥ
҅
ᢼ
ி
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ထ
ٻ
܌
ٻ
ි
܌
ݱ
߷
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ฯ
1
9
1
ဪ
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
ٽ
࠯
බ
ồ
ể
ᡫ
ẳ
Ủ
඀
൦
ฯ
Ẇ
ᐯ
໱
ฯ
ެ
ầ
ٶ
Ẫ
Ẇ
൦
င
᝻
เ
ầ
ᝅ
݈
Ể
Ẇ

ܰ
ฯ
ể
ờ
Ԡ
ị
ủ
ề
ẟ
Ủ
ẇ

3

KW
WS
���
Z
Z
Z�
MI�
RJ

DZ
DU
DN

R�
FR

P
�R
JD

Z
DU
DN

R�

৔
ઍ

１
ɿ
ঘ
ઔ
ݬ
ކ
の
֕
གྷ

̐
ɿ
ঘ
ઔ
ݬ
ކ
に
͕
͜
る
ڕ
ۂ

̑
ɿ
シ
ジ
ミ
に
ͯ
い
て

̒
ɿ
׈
ಊ
ૌ
৭
の
֕
གྷ

̓
ɿ
こ
れ
ま
で
の
׈
ಊ
ࣰ
੹
͖
Δ

2

৵
ਆ
ਉ
ູ
৉
ય
ී
ৃ
৳
৸
の
ভ

（
ஒ

஌
਩

ূ
ਨ

঴
）

ഥ
ਮ

8ফ
২

ී
ৃ
ে
ਓ
ৡ
؞
਷
ਓ
੗
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
৲
ৌ
ੁ
൥
ಆ
ভ
৸
ব
൥
ಆ
ভ

୼
ઌ
؞
ৱ
મ
؟
৵
ਆ
ਉ
ູ
৉
ય
ී
ৃ
৳
৸
の
ভ

ղᑠᕝཎ†ᆅ区漁場ಖ全ࡢ会（㟷᳃┴東໭町）
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ڰ
．
活
動
ੌ
௶
の
໪
ਏ

৅
ଌ
ফ
া
঩
؟
਴
ਛ

24
ফ

2া
1঩

活
動
ੌ
௶
੡

৵
ਆ
ਉ
ູ
৉
ય
ී
ৃ
৳
৸
の
ভ
（
৻
਀
؟
ๅ
ॣ
㭒
ෞ
঳
）

ଡ
ਛ
৩
（
ഥ
ਮ
ڴ
ফ

3া
ਠ
૔
）

42
1੡
（
ී
঵
঻

18
2੡
ؚ
ී
঵
঻
ਰ
ਗ

23
9੡
）

৅
ଌ
ফ
া
঩
؟
਴
ਛ

24
ফ

2া
1঩

活
動
ੌ
௶
੡

৵
ਆ
ਉ
ູ
৉
ય
ී
ৃ
৳
৸
の
ভ
（
৻
਀
؟
ๅ
ॣ
㭒
ෞ
঳
）

ଡ
ਛ
৩
（
ഥ
ਮ
ڴ
ফ

3া
ਠ
૔
）

42
1੡
（
ී
঵
঻

18
2੡
ؚ
ී
঵
঻
ਰ
ਗ

23
9੡
）

ْ
๝
ඎ
ಉ
の
৳
৸
ٓ

 7
5h

a(
15

00
m

×
50

0m
)

ْ
ਃ
ચ
৅
ม
の
ञ
ी
の
ে
੟
୎
༢
ٓ

 7
5h

a

ْ
೟
ฉ
ᇊ
஋
੟
௾
ு
活
動
ٓ

7.
5h

a（
5ۜ

×
15

00
ۜ
）

活
動
の
実
઱
ৃ
ਚ

8

گ
．
३
४
঑
प
ण
ः
थ
（
ී
ඃ
୤
）

7

�

��
�

2�
�

��
�

��
�

5�
�

��
�

��
�

8�
�

��
�

ഥ
ਮ
੪
ফ
২

ഥ
ਮ
ڮ
ফ
২

ഥ
ਮ
گ
ফ
২

ഥ
ਮ
ڰ
ফ
২

ഥ
ਮ
５
ফ
২

ഥ
ਮ
ڲ
ফ
২

ഥ
ਮ
ڳ
ফ
২

३
४
঑
਷
๐
ਯ
୤
（
౐
ਜ਼
؟
ॺ
থ
）

ᶅ
ྫ
࿪

5年
度
が
࠹
ঘ
（

5�
�φ
ン
）

ᶆ
ྫ
࿪

�年
度
、

�年
度
と
ঙ
し
৏
ত
傾
向

0

5
00

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

3
00
0

3
50
0

4
00
0

15
18
21
24
27
30
33
36
39
42
45
48
51
54
57
60
63
3
6
9
12
15
18
21
24
27
30

䝅䝆䝭⁺⋓量䠄䝖䞁䠅

ᖺ

㖔
ᒣ
᤼
水
䛻

䜘
䜛
ᩢ
Ṛ

㖔
ᒣ
᤼
水

▼
⅊
୰
࿴

㧗
℩
ᕝ
ᨵ
ಟ
ᕤ
事

⁺
ᴗ
ᶒ
⾜
౑
⪅
䜢
1
0
0
䞄
⤫
䛻
ቑ
ᯟ

⁺
⋓
量
䜢
䠍
䠌
䠌
kg
䛻
ไ
㝈

༺
኎
ᕷ
ሙ
㛤
タ

⁺
ᴗ
ᶒ
⾜
౑
⪅
ቑ
ᯟ

ኟ Ꮨ ኱ 量 ᩢ Ṛ

⁺
⋓
量
䜢
7
0
䟙
䛻
ไ
㝈

⁺
⋓
量
䜢
3
5
kg
䛻
ไ

ᑠ
ᕝ
ཎ
†
䛻
䛚
䛡
䜛
䝲
䝬
䝖
䝅
䝆
䝭

⁺
⋓
量
の
᥎
⛣

⁺
⋓
量
䜢
5
0
䟙
䛻
ไ
㝈

گ
．
३
४
঑
प
ण
ः
थ
（
ৱ
౺
୤
）

6

【
՟
ୌ
】

ᶅ
ࣁ
ݱ
ྖ
の
ݰ
ঙ
（
平
成

5年
ϒ
ʖ
έ
）

ᶆ
ස
࢐
ો
૜
の
৏
ত
に
よ
る
シ
ジ
ミ
ڕ
৖
の
क़
ঘ

ᶇ
ఊ
࣯
ѳ
Կ
（
ߙ
Կ
؜
΋
）

ᶈ
ਭ
૴
の
ൡ
ໞ
ʀ
ޅ
ࢰ
に
よ
る
シ
ジ
ミ
Ꮤ
ࢰ

گ
．
३
४
঑
प
ण
ः
थ

5

ී
ৃ
ଵ
৶
ય
ୠ
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５
．
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
か
ら
（
گ
）

【
平
成

25
～

28
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
よ
り
】

こ
れ
ま
で
の
耕
う
ん
に
よ
っ
て
、
対
照
区
と
比
較
し
て
耕
う
ん
区

で
シ
ジ
ミ
生
息
密
度
が
高
く
、
殻
長
も
大
き
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

耕
う
ん
区
の
１
例
（
事
後
調
査
）

対
照
区
の
１
例
（
事
後
調
査
）

1
2

耕
う
ん
を
継
続
し
、
効
果
を
安
定
的
に
す
る
た
め
、
放
流
を
行
う

５
．
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
か
ら
（
ڮ
）

05

1
0

1
5

2
0

2
5

事
前
調
査

事
後
調
査

事
前
調
査

事
後
調
査

耕
う
ん
区

対
照
区

水草の平均湿重量(g) 【
ฑ
੔

28
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
よ
り
】

ਭ
૴
の
ୱ
Ғ
໚
੷

0.
25
̾

2 ͍
ͪ
り
の
ฑ
ۋ
࣬
॑

ྖ
（
̸
）

耕
う
ん
後
の
状
況

1
1

５
．
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
か
ら
（
１
）

【
Ｈ
２
８
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
よ
り
】

底
質
硬
度
の
低
下
（
左
図
：
底
質
硬
度
計
に
よ
る
深
度
別
底
質
硬
度
）

細
粒
分

�シ
ル
ト
・
粘
土

�の
減
少
（
右
図
：
底
質
調
査
結
果
（
シ
ル
ト
・
粘
土
分
）

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

5

1
0

1
5

2
0

ᗏ
㉁
◳
ᗘ
(k
g
/c
m
2
)

῝ᗘ(cm)

耕
う
ん
区
(事
前
)

耕
う
ん
区
(事
後
)

048

1
2

1
6

2
0

事
前
調
査

事
後
調
査

耕
う
ん
区

⣽ὶศ(%)

⢓
ᅵ
ศ

䝅
䝹
䝖
ศ

1
0

ڰ
．
活
動
ੌ
௶
の
໪
ਏ

こ
れ
ま
で
の
活
動

�
਴
ਛ

20
ع

23
ফ
২

ູ
ඖ
の
ී
ৃ
੝
ఒ
ૼ
୒
൤
఺
௓
ਤ
হ
঵

 (
਷
ਓ
ૂ

)
�
਴
ਛ

24
ফ
২

୭
୆
؞
ে
ଙ
௺
৳
৸
活
動
੍
ର
হ
঵

 (
਷
ਓ
ૂ

)
�
਴
ਛ

25
ফ
২
ع

27
ফ
২
؜
਴
ਛ

28
ফ
২
ع
ഥ
ਮ

2ফ
২
؜
ഥ
ਮ

3ফ
২
ع

6ফ
২

਷
ਓ
੗
એ
৓
ਃ
ચ
৅
ม
ৌ
ੁ
੍
ର

 (
਷
ਓ
ૂ

)
ٷ
ഥ
ਮ

7ফ
২
ع

8ফ
২

਷
ਓ
੗
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
৲
হ
঵
（
਷
ਓ
ૂ
）

9
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ڮ
．
৯
ఏ
க
の
設
定
に
つ
い
て

4

Ẕ
෇
ѣ
ẕ


൦
ᒬ
ጛ
ᒔ
が
ڼ
ộ
る
ٰ
ܓ
Ệ
耕
᎕
を
ܱ
଀
ί
ಒ
Ỉ
7
உ
ὸ
。


耕
᎕
ࢸ
の
๤
ئ
Ệ
ဃ
ཋ
ᆆ
ౡ
ί
঺
᝝
：
ಒ
Ỉ
8
உ
ὸ
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

Ẕ
Ⴘ
ਦ
す
ۋ
ẕ

ݣ
ᝋ
と
す
る
ئ
所
の
Ἁ
Ἂ
ἱ
̾
˳
ૠ
が
˂
๤
ئ
ɳ
Ớ
と
ễ
る
ί̾
˳
ૠ
὾
m
2
ὸ。

�
خ
६
஍
અ
ఈ
ʁ
ྫ
࿪

3೧
ʛ

6೧
Ή
で
の
ฑ
ۋ
ਫ਼
ଋ
ື
ౕ
͗

95
ݺ7
体
ʙ

m
2 で
͍
Ε
ɼ
͞
Η
を
خ
६
஍
ͳ
し
ͪ
ɽ

�
最
श
目
標
஍
ʁ

1,
14

ݺ9
体
ʙ

m
2 （
خ
६
஍
の

12
0%
で
અ

ఈ
）
ɽ
⇒
ڕ
ۂ
ۢ
の

4ϴ
೧
ฑ
ۋ
ͺ
ɼ

1,
78

ݺ7
体
ʙ

m
2 （

最
श
目
標
஍
ͺ

6ׄ
ک
）

ڭ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
৯
৓

3

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
৯
৓
は
、
ป
഍
や
ఖ
ਆ
、
ູ
ඖ
の
୭
୆
の
変
化
を
པ
඼
す
る
1)

1.
日
常
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
ಢ
期
৓
、
఍
৅
৓
な
୭
୆
の
変
化
を
པ
඼
す
る
た
め
に
、
日
ႃ
の
௴
௄

時
に
現
地
の
状
ଙ
や
出
ਟ
হ
を
ල
ၷ
に
੶
ஈ
）

2.
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
শ
期
৓
変
化
や
৳
৸
ણ
動
の
ਛ
果
を
確
認
す
る
た
め
に
に
定
ਡ
で
൐
年

৊
ग
時
期
に
定
量
৓
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
པ
඼
す
る
た
め
（
定
期
৓
か
つ
定
量
৓
に
ষ

अ
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
৯
৓
は
、
ป
഍
や
ఖ
ਆ
、
ູ
ඖ
の
୭
୆
の
変
化
を
པ
඼
す
る
1)

1.
日
常
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
ಢ
期
৓
、
఍
৅
৓
な
୭
୆
の
変
化
を
པ
඼
す
る
た
め
に
、
日
ႃ
の
௴
௄

時
に
現
地
の
状
ଙ
や
出
ਟ
হ
を
ල
ၷ
に
੶
ஈ
）

2.
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
শ
期
৓
変
化
や
৳
৸
ણ
動
の
ਛ
果
を
確
認
す
る
た
め
に
に
定
ਡ
で
൐
年

৊
ग
時
期
に
定
量
৓
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
པ
඼
す
る
た
め
（
定
期
৓
か
つ
定
量
৓
に
ষ

अ
）


ܭ
஖
ἴ
ニ
ἑ
Ἴ
ン
ἂ
の
ኽ
ௐ
を
ờ
と
Ệ
P
D
C
A
ἇ
Ỷ
ἁ
ル
を
ộ
Ừ
Ẳ
、
ഏ
࠰
ࡇ
ˌ

ᨀ
の
ј
ௐ
ႎ
ễ
෇
ѣ
ᚘ
ဒ
Ệ
Ӓ
ପ
Ằ
Ặ
る
こ
と
が
Ỉ
Ụ
ẟ
で
ẝ
る
1
)
。

1)
漁
場
生
ਓ
力
・
水
ਓ
多
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
化
ৌ
ੁ
হ
業
َ
୭
୆
・
生
ଙ
௺
৳
৸
ُ
に

उ
ऐ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ু
ਬ
き
（
ਸ਼
ڮ
ග
）

 ,令
和

7年
3月

2)
ਸ਼

3ග
༺
൏
ऐ
फ़
ॖ
ॻ
ラ
ॖ
ン
（
令
和

3年
3月
）
े
り
௷
ხ
ま
た
は
ਬ
৷

①
目
標
を
明
確
に
す
る
（

PD
C

Aに
お
い
て
最
も
重
要
）

②
日
常
的
に
藻
場
や
磯
焼
け
の
状
況
を
観
察
す
る
（
よ
く
気
を
つ
け
て
お
く
）

③
成
果
を
記
録
し
て
お
く
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
）

④
人
材
を
育
成
す
る
（
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
）

⑤
リ
ー
ダ
ー
を
支
援
で
き
る
管
理
体
制
を
つ
く
る
（
リ
ー
ダ
ー
支
援
体
制
）

৔
ઍ

̏
ɿ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
໪
ద

̐
ɿ
໪
ඬ
஍
の
設
定
に
ͯ
い
て

̑
ɿ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ʤ
̏
ʥ
ߴ
໪

ʤ
̐
ʥ
ۢ
ժ
の
設
定

ʤ
̑
ʥ
࣎
غ
・
յ
਼

ʤ
̒
ʥ
๏
๑

̒
ɿ
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
ͯ
い
て

2

१
এ

ش
ॺ

௧
୅

ੇ
ઢ

ি
ේ

೨

令
和
8年
度

漁
場
生
ਓ
力
・
水
ਓ
多
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
化
ৌ
ੁ

൥
ಆ
ভ
৸
ব
൥
ಆ
ভ

୼
ઌ
・
資
料
：
৵
ਆ
ਉ
ູ
地
区
漁
場
৳
৸
の
ভ
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گ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
گ
）
時
期
・
回
数

8

ْ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ٓ

হ
৐
：
耕
耘
・
放
流
の
ৰ
઱
৐
、

5～
6月

হ
後
：
耕
耘
・
放
流
の
ી
വ

1ন
月
後
（
৯

਍
）
؜

9～
10
月

ٮ
৵
ਆ
ਉ
ູ
は
、

3～
5年
に

1度
৸
એ
結
ཥ
。

ْ
改
善
ણ
動
ٓ

耕
耘
：

7月
ৰ
઱
、
月
～
স
໫
日
×
ڮ
：
భ
स

10
日
৑

放
流
：

8～
9月
ৰ
઱
（
水
ൃ
෬
ൄ
আ
ش
ॡ

8
月
）
、
భ
स
ڭ
日
৑
、
ਛ
貝

1,
55

0k
g

Ẕ
෇
ѣ
ẕ


൦
ᒬ
ጛ
ᒔ
が
ڼ
ộ
る
ٰ
ܓ
Ệ
耕
᎕
を
ܱ
଀
ί
ಒ
Ỉ
7
உ
ὸ
。


耕
᎕
ࢸ
の
๤
ئ
Ệ
ဃ
ཋ
ᆆ
ౡ
ί
঺
᝝
：
ಒ
Ỉ
8
உ
ὸ
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

Ẕ
Ⴘ
ਦ
す
ۋ
ẕ

ݣ
ᝋ
と
す
る
ئ
所
の
Ἁ
Ἂ
ἱ
̾
˳
ૠ
が
˂
๤
ئ
ɳ
Ớ
と
ễ
る
ί
̾
˳
ૠ
὾
m
2
ὸ
。

گ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
ڮ
）
区
画
の
設
定

7

ڭ
．
地
஄
が
਴
ᎉ
で
水
஥
が
ほ
ऻ
঳
定
に
な
る
ᆽ
ਚ
の
஛
࿩
に
設
定
。
⇒
そ
の
঱
で
耕
耘
区

ध
ৌ
ස
区
を
設
定
。

ڮ
．
４
ഓ
は
、
禁
漁
区
ध
な
る
た
め
、
漁
業
者
に
も
ॎ
か
る
஄
で
৯
ഀ
ঈ
ॖ
を
設
置
。

گ
．
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
ਡ
は
、

G
PS
で
ਜ਼
置
を
੶
ஈ
。

id
Ҥ
ౕ

ܨ
ౕ

ᶅ
40

° 4
9′

 5
3.

73
″

14
1°

 2
1′

 3
1.

73
″

ᶆ
40

° 4
9′

 4
7.

25
″

14
1°

 2
1′

 5
1.

28
″

ᶇ
40

° 4
9′

 0
8.

48
″

14
1°

 2
1′

 0
7.

96
″

ᶈ
40

° 4
9′

 0
2.

05
″

14
1°

 2
1′

 2
7.

68
″

گ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
ڭ
）
ඨ
৯

6

Ẕ
෇
ѣ
ẕ


൦
ᒬ
ጛ
ᒔ
が
ڼ
ộ
る
ٰ
ܓ
Ệ
耕
᎕
を
ܱ
଀
ί
ಒ
Ỉ
7
உ
ὸ
。


耕
᎕
ࢸ
の
๤
ئ
Ệ
ဃ
ཋ
ᆆ
ౡ
ί
঺
᝝
：
ಒ
Ỉ
8
உ
ὸ
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

ْ
ୖ
਻
ٓ
シ
४
঑
の
଻
৬
数
が
૘
な
い
（
౎
の
漁
場
ध
ૻ
ຎ
し
て
）
。

ْ
৯
৓
ٓ
シ
४
঑
଻
৬
数
を
ੜ
ਸ
औ
च
る
（
౎
漁
場
ధ
ा
）
。

Ẕ
Ⴘ
ਦ
す
ۋ
ẕ

ݣ
ᝋ
と
す
る
ئ
所
の
Ἁ
Ἂ
ἱ
̾
˳
ૠ
が
˂
๤
ئ
ɳ
Ớ
と
ễ
る
ί
̾
˳
ૠ
὾
m
2
ὸ
。

ڭ
．
改
善
ણ
動
耕
耘
、
放
流
で
あ
り
、
耕
耘
が
底
質
へ
の
改

善
を
期
ୄ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ध

⇒
底
質
改
善
効
果
は
、
過
去
に
確
認
ੋ
ा

ڮ
．
改
善
ણ
動
の
ৌ
଴
が
シ
४
঑
で
あ
り
、
৯
ఏ
க
が
َ
౐

ਜ਼
એ
஋
あ
た
り
の
生
අ
଻
৬
数
ُ
で
あ
る
こ
ध

⇒
（
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
シ
ジ
ミ
個
体
数
、
重
量
）

گ
．
シ
४
঑
が
年
ೡ
ଡ
ਛ
に
े
ढ
て
୭
୆
か
ら
の
影
響
が
౮

な
る
こ
ध

⇒
（
加
え
て
）
殻
長

４
．
ਸ
え
て
、
ఢ
ఈ
の
シ
४
঑
生
අ
数
や
浮
遊
幼
生
数
等
は

既
存
調
査
を
参
考
に
で
き
る
。
⇒
日
常
、
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
補
完
。

ڱ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
ৰ
઱
し
た
場
়
、
底
質
ਗ
௴
や
水
温
、

ව
ী
等
は
੶
ஈ
す
る
े
अ
に
し
て
い
る
（
日
常
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
）
。

ী
類
೾
定
ඨ
৯

水
質
水
温

ව
ী
෯
度

ྃ
存
෷
ಞ
（

D
O
）

ᄯ
度

底
質

၄
度
ੌ
ਛ

底
質
硬
度

෷
化
൬
元
ਗ਼
ਜ਼
（

O
R

P）
ਘ
೸
੖
量
（

IL
）

৸
થ
ਃ
৬
ຍ
ಞ
（

TO
C
）

ٮ
๝
ඎ
生
ਓ
力
改
善
の
た
め
の
फ़
ॖ
ॻ
ラ
ॖ
ン

（
水
ਓ
ૂ

,2
00

8）
े
り
੿
ਛ
（
㣒
料
、
そ
の
౎

生
੟
は
સ
ఎ
）

੸
ූ
貝
の
生
අ
に
ঢ়
બ
が
あ
る

୭
୆
調
査
ඨ
৯
୻

ણ
動
ඨ
৯
શ
の
ਛ
果
資
料

ৌ
଴
生
੟
ध
調
査
ඨ
৯

⋊
๝
ඎ
の
৳
৸

੸
ූ
貝
類
等
の
౐
ਜ਼
એ
஋
あ
た
り
の

଻
৬
数
、
੎
量

ٮ
漁
場
生
ਓ
力
・
水
ਓ
多
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
化
ৌ
ੁ
হ
業

َ
୭
୆
・
生
ଙ
௺
৳
৸
ُ
に
उ
ऐ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
ু
ਬ
き
（
ਸ਼
ڮ
ග
）
）

 ,令
和

7年
3月

ڮ
．
৯
ఏ
க
の
設
定
に
つ
い
て

5

ْ
೏
意
হ
ඨ
ٓ

�
シ
४
঑
は
生
੟
で
あ
り
、
生
ણ
ఴ
を
も
ठ
、
年
月
ध
ध
も
に
ਛ
শ
し
、
通
常

਴
಑
ํ
୵
10
年
ங
度
ध
੉
ॎ
れ
、
ਛ
শ
や
生
死
に
଻
৬
୷
が
あ
る
1)
。

ܒ
ಲ
ਢ
৓
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
଻
৬
数
の
౎
に
ᅊ
শ
ੌ
ਛ
等

�
ま
た
、
シ
४
঑
の
৅
生
、
現
存
量
に
は
年
変
動
や
ఛ
ත
変
動
が
あ
る
2)
。
ܒ

হ
৐
・
হ
後
、
か
つ
৽
年
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
既
存
資
料
に
े
る
補
完

�
過
去
に
།
෷
ಞ
水
჋
に
े
る
大
量
へ
い
死
、
水
ൃ
౮
常
෬
ൄ
が
結
果
に
影
響

す
る
場
়
も
あ
る
3)
。

ܒ
既
存
資
料
に
े
る
補
完
、
水
温
・
ව
ী
・
状
況
୼
ઌ
਄
੭
。

�
৶
૛
৓
に
は
౟
๪
（
資
源
動
ଙ
）
モ
ॹ
ঝ
が
あ
る
が
、
調
査
方
法
の
୔
し
औ

や
ള
හ
औ
か
ら
そ
の
ถ
಍
を
定
量
৓
に
ੴ
る
こ
ध
は
൑
୔
1)
。

1)
র
੨
ୌ
௟
෩
؜
シ
४
঑
৾
ো
୅
,日
ম
シ
४
঑
৾
ো
୅
,2
01
8.

2)
地
方
ஆ
য়
ষ
৆
法
য
ஒ
஌
਩
ਓ
業
ૼ
୒
७
ン
タ
ش
৔
水
એ
ଢ଼
஢
ਚ
資
料
等

3)
৵
ਆ
ਉ
ູ
漁
場
৳
৸
の
ভ
資
料
等
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４
．
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て

1
2

ߠ
ᡀ
ۢ

ଲ
ল
ۢ

ڕ
ۂ
ۢ

ߠ
ᡀ
ۢ

ଲ
ল
ۢ

ڕ
ۂ
ۢ

ߠ
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ۢ
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ۢ

ڕ
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ଲ
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ʖ
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ʹ
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ʹ
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ʹ
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ʖ
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0k
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ʖ
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65
0k

g
ʖ

ʖ
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0k
g

ʖ
ʖ

65
0k

g
ʖ

ʖ
ࣆ
઴

1,0
81

53
3

1,9
40

1,0
81

78
5

1,1
85

43
0

47
4

81
5

1,1
26

1,3
63

2,8
15

ࣆ
ޛ

1,2
95

97
8

1,2
74

93
3

2,1
18

1,1
11

75
9

68
2

1,8
22

1,0
78

47
4

1,4
52

ۢ
ժ

ڕ
֭
و
੏
ʤ
ے
ڕ
ʥ

࿪
ྼ

R3
R4

R5
R6

੤
ྻ

20
21

20
22

20
23

20
24

ߠ
ᡀ
ྖ
ʤ
ೖ
਼
ʥ

๎
ླྀ
ྖ
ʤ
NJ

ʥ

72
7

52
9

50
3

53
3

௪
೧

௪
೧

௪
೧

௪
೧

ࢂ
ߡ

ʤ
ූ
༣
༰
ਫ਼
ड़
ݳ
਼
ʤ
ݺ
ʙ
P

3 ʥ
સ
௒
ࠬ
ஏ
఼
ฑ
ۋ

の

ϒ
ʖ
ク
ʥ

�݆
��

ೖ
�݆

��
ೖ

�݆
��

ೖ
�݆

�ೖ
ʤ
�݆

��
ೖ
ʥ

ε
ζ
ϝ
ڕ
֭
ྖ
ʤ
Wʥ

ฑ
ۋ
ε
ζ
ϝ
ਫ਼
ଋ
ື
ౕ

ɻ
ʤ
ݺ
ର
ʙ
P

2 ʥ

ː
ʰ
ঘ
ઔ
ݬ
ކ
に
͕
͜
る
Ϣ
Ϝ
φ
ε
ζ
ϝ
ූ
༣
༰
ਫ਼
௒
ࠬ
結
果
ʤ
ঘ
ઔ
ݬ
ކ
ڕ
ڢ
੪
೧
෨
・
ൂ
ރ
ਭ
ࢊ
ࣆ
ແ
ॶ
ʥ
ʱ
Γ
Ε
Ӏ
༽
ʤ
��

��
ʛ
��

��
ʥ

72
1

2,5
53

2,8
45

��
���

��
��

���
�ʥ

ϒ
ʖ
ク
が
̐
ͯ
͍
Ε
ͨ
の
ଠ
ͺ
ঙ
な
い

1.
H

28
か
Δ
କ
い
て
い
ͪ
ϧ
ʖ
ώ
ड़
ݳ
਼
が
સ
͚
見
Δ
れ
な
い
、
ま
ͪ
ͺ
ঙ
な
い
ܑ
޴
ͺ
、

R
4か

Δ
෰
௒
ܑ
޴
。
ͨ
の
ޛ
、

R
6Ґ

߳
に
ڕ
֭
ྖ
が
ଡ
͚
な
ͮ
て
͘
ͪ
。

2.
ঘ
ઔ
ݬ
ކ
સ
ର
で
΍

R
6Ґ

߳
ݳ
存
ྖ
΍
ଁ
加
ܑ
޴
に
͍
る
。
⇒
ଲ
ে
場
ॶ
ͺ
ͨ
の
ܑ
޴

ͺ
見
Δ
れ
な
い
。

3.
ߠ
ᡀ
ۢ
ͺ
、
こ
れ
ま
で
確
認
͠
れ
て
い
ͪ
ߠ
ᡀ
ʶ
๎
ླྀ
す
る
と
ε
ζ
ϝ
ݺ
ର
਼
が
ଁ
加

す
る
ݳ
ে
が
見
Δ
れ
て
い
ͪ
が
、
同
౵
ま
ͪ
ͺ
ٱ
఺
す
る
ܑ
޴
ʤ

R
4、

R
6ʥ

΍
見
Δ
れ

る
。

4.
ଲ
ল
ۢ
で
΍

R
3ʛ

5で
ଁ
加
す
る
ܑ
޴
が
見
Δ
れ
、
ԯ
か
Δ
؝
΃
の
Ң
動
や
ઝ
Ί
ड़
し
ް

果
΍
૟
定
͠
れ
る
。
⇒
ࠕ
ޛ
、
ۢ
ժ
を
໎
確
に
し
て
、
ߠ
ᡀ
ۢ
と
ଲ
ল
ۢ
を
࠸
確
認
す
る

༩
定
ʤ
ۢ
ժ
設
஖
・
ߠ
ᡀ
・
๎
ླྀ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ͨ
れ
ͩ
れ
ʥ
。

４
．
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て

1
1

現
存
量
調
査
地
ਡ

令
和

7年
度
৵
ਆ
ਉ
ູ
খ
ঐ
ॺ
シ
४
঑

現
存
量
調
査
結
果

（
ஒ
஌
਩
ਓ
業
ૼ
୒
७
ン
タ
ش
৔
水
એ
ଢ଼
஢
ਚ
等
）

浮
遊
幼
生
調
査
地
ਡ

令
和

7年
度
৵
ਆ
ਉ
ູ
に
उ
ऐ
る
খ
ঐ
ॺ
シ
४
঑
浮
遊
幼
生
調
査
結
果

（
৵
ਆ
ਉ
ູ
漁
ੈ
ஒ
年
৖
・
ழ
ૺ
水
ਓ
হ
ਜ
ਚ
）

৵
ਆ
ਉ
ູ
漁
場
৳
৸
の
ভ
を
通
ग
、
資

料
提
供

ڭ
．
現
存
量
調
査

ৌ
଴
地
ୠ
ఢ
ఈ
の
଻
৬
数
ط

m
2 を
ૻ

ຎ
。
ڮ
．
浮
遊
幼
生
調
査

現
存
量
調
査
ध
়
ॎ
च
、
ઃ
年
度
現

存
量
を
୳
定
。

گ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
４
）
方
法

1
0

ْ
๝
ඎ
等
の
৳
৸
ٓ

ڭ
．
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
年

1回
ਰ
঱
（
੸
ූ
貝
類

の
場
়
は
ஐ
ध
௘
の

2回
ৰ
઱
す
る
こ
ध
が
஦
ま
し
い

）
。
⇒
॔
१
リ
の
୳
定
ट
が
、
当
ჾ
৳
৸
ણ
動
を
考

ൟ
し
て
হ
৐
ध
হ
後
の

2回
ৰ
઱
し
て
い
る
（
結
果
৓

に
ஐ
ध
௘
の

2回
ध
な
ढ
て
い
る
）
。

ڮ
．
方
஄
ೳ
を
৷
い
た
ഡ
度
の
੶
ஈ

৳
৸
ৌ
଴
ध
す
る
੸
ූ
貝
類
、
そ
の
౎
の
底
生
動

੟
の
঳
定
એ
஋
に
उ
ऐ
る
଻
৬
数
ध
੎
量
を
ੑ
೾
す

る
。
گ
．
ঽ
ഞ
評
価

૚
定
ਡ
で
ੑ
೾
し
た
੸
ූ
貝
類
等
の
生
අ
ഡ
度
（
଻
৬
数

/ۜ
2 、
੎
量

/ۜ
2 ）
の
਴
಑
க
を

ჾ
当
年
度
の
生
੟
量
の
ჷ
に
੶
ো
す
る
。

ٮ
漁
場
生
ਓ
力
・
水
ਓ
多
એ
৓
ਃ
ચ
ਘ
化
ৌ
ੁ
হ
業
َ
୭
୆
・
生
ଙ
௺
৳
৸
ُ

に
उ
ऐ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ু
ਬ
き
（
ਸ਼
ڮ
ග
）
）

 ,令
和

7年
3月

گ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
４
）
方
法

9

場
ਚ
：
ৌ
ස
区
、
耕
耘
・
放
流
区
、
漁
業
区

س
水
஥
・
水
温
・
ව
ী
・
底
質
状
況
๡
影

س
ೳ
਄
り
調
査
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ڱ
．
そ
の
౎
（
噴
流
式
耕
耘
）

15

ڱ
．
そ
の
౎
（
噴
流
式
耕
耘
）

1
4


঍
ॵ
य़
貝
漁
に
ઞ
৷
औ
れ
る
ਃ
ஓ
を
఼
৷


੿
業
は
گ
য
で
ষ
い
、
ڭ
回
あ
た
り
の
੿

業
時
৑
は
उ
े
そ
ڳ
時
৑


噴
流
ঐ
ン
फ़
は
௩
৬
ॻ
ラ
঒
に
े
り
঱
ऑ

ৣ
ऑ
を
ষ
अ

噴
流
式
の
桁
は
、
湖
底
を
深
く
耕
す
こ
と

が
で
き
る
。

＜
ノ
ズ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
部
＞

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
製

寸
法
：
1
6
0
×
1
5
0
×
3
0

噴
出
口
：
2
列
2
3
か
所

出
力
：
3
5
馬
力
D
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

４
．
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て

1
3

漁
場
改
善
方
法
の
変
更
（
令
和
元
年
～
）
：
噴
流
式
耕
耘
は
底
質
硬
度
の
改
善
に
は
効
果
が

高
い
が
労
力
大
で
あ
り
、
漁
業
者
の
シ
ラ
ウ
オ
へ
の
影
響
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
爪
型
へ
変
更

し
て
、
そ
の
後
の
効
果
を
確
認
し
て
い
る
（
現
状
、
特
出
す
る
ほ
ど
の
変
化
な
し
）
。

放
流
時
期
（
移
動
）
の
変
更
（

R
7年
～
）
：
放
流
後
の
死
貝
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
水
温

が
高
い

8月
を
回
避
し
た
（
今
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
確
認
予
定
）
。

過
去
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
地
状
況
や
予
算
等
か
ら
、
禁
漁
区
設
定
、
区
画
設
定
、
改
善
方

法
努
力
量
（
耕
耘
方
法
・
努
力
量
、
放
流
方
法
・
努
力
量
）
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
・
時

期
・
回
数
等
を
設
定
し
て
き
た
。

PD
C

Aサ
イ
ク
ル

⇒
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
、
既
存
資
料
結
果
を
踏
ま
え
て
、
上
記
設
定
を
確
認
・
見
直
し
⇒
同

じ
で
問
題
な
い
か
を
確
認
。

⇒
追
加
・
補
完
・
変
更
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
評
価
と
齟
齬
が
で
な
い
か
に
留
意
。

区
画
設
置
時
期
の
確
認
、
区
画
の
明
確
化
、
区
画
設
置
・
耕
耘
・
放
流
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

そ
の
ぞ
れ
の
担
当
者
の
意
思
疎
通
。

既
存
資
料
の
提
供
依
頼
（
漁
獲
量
、
浮
遊
幼
生
量
調
査
、
資
源
量
調
査
、
糸
状
藻
類
調
査

等
）
⇒
日
常
・
定
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
補
完
、
評
価
の
参
考
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
ዿ

い
׊
ၗ
ભ

့

①
2

5
ӂ
枠
Ք
ഋ
Ⴗ

②
๰

ᇠ
ዿ

ユ
リ
目

（
6
ӣ
㕹
ӣ
㕱
㕲
ӣ
㕱
㕵
Ӂ
目
合
い
）

③
؄
ン
׼
ט

G
P

S
ֽ
た
は
コ
ン
パ
ス
Ք
נ
כ
ン
״
՛

調
査

ࡿ
ӱ

記
入

ೄ
ӱ

ӿ
ᇀ

Ӿ
ᇀ

ӽ
ᇀ

Ӽ
ᇀ

Ӽ
ᇀ
ቴ

ተ
£

Ӽ
Ձ
Ձ
ॳ
目

以
එ

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

ӻ
回
目

Ӽ
回
目

፭
Ꭼ

ӨӨ
ӨӨ
ӨӨ
Ө年

Ӡ
Ӡ
Ӡ
ଈ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
႘

ア
サ
リ
調

査
ኾ

ྂ
Ө（
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
Ӡ
）
੗

場

࿊
点

ア
サ
リ
生
息

数

֜
の
໢

生
ᆾ

Ք
底
質

ඡ
ੳ

な
ど

④
調
査
結
果

記
Ꭹ
ኾ
ྂ

¢
ؒ
イ
ン
׽
£

Ք
ኾ
ྂ
に
は
ᅢ
֙
、
ඳ
॔
生
ᆾ
の
ዛ
ኅ
、
底
質
ৄ
੩

（
࿣
୴
、
ؐ
׽
׽
ף
ス
な
ど
の
੡
合
生
ᆾ
な
ど
）
の

࿊
ต
࿨
な
ග
ሇ
の
記
ఐ
を
ப
օ

Å
ן
،
׬
؜
ン
ӱࣅ

૛
サ
ン
،
؞
՛
Ք
2
Ӂ
目
合
い
᭡
（བྷ

ॏ
ዿ
）

数
Ӂ
の
བྷ
ॏ
を
計
数
す
る
た
׀
、
ႍ
࡟
ဗ
は
高
い
֦
す

熊
本

県
に
։

֐
׊
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
例

①
ત
ࡰ
ၾ
の
֨
֒
に
、
֨
׋
だ
֐
、
ア
サ
リ
が
ᇀ
ᆑ
し
て
い
る
֊
。

②
ア
サ
リ
の
生
息
ፘ
は
ໃ
え
て
い
׊
の
か
、
ଲ
֢
て
い
׊
の
か

。

ત
ࡰ

ၾ
を
ஃ

ᄧ
ࡗ

に
調

査
（第

1
回
ӱ㕷

ଈ
௖

/第
2
回

ӱ㕹
ଈ
௖

）

図
調
査
図
ኜ
፯
（
ࡴ
部
地
ࡰ
の
־
ᄌ
ෲ
）

熊
本

県
の

ח
ת
リ
੗

઄
に
つ

い
て

熊
本
市

荒
尾
市

玉
名
市

南
関
町

長
洲
町

和 水 町

菊
池
市 大
津
町

菊
陽
町

合
志
市

南
小
国
町

小
国
町

産
山
村

高
森
町

西
原
村

御
船
町

嘉
島
町

益
城
町

甲
佐
町

山
都
町

宇
城
市

宇
土
市 八
代
市

芦
北
町

津
奈
木
町

水
俣
市

人
吉
市

錦
町

あ
さ
ぎ
り
町

多
良
木
町

湯
前
町

水
上
村

相
良
村

五
木
村

山
江
村

球
磨
村

天
草
市

上
天
草
市

苓
北
町

山
鹿
市

阿
蘇
市

南
阿
蘇
村

美
里
町

玉 東 町

氷
川
町

⑦

⑤

③ ④

②①

⑥ ⑧ ⑪
⑫ ⑬

⑮

⑩⑨

⑯

⑭ ⑱

㉛

㉚

㉘
㉖

ᾝ
⑳ ⑲

ᾪ

㉕

㉛㉙

㉗

⑰

ᾩ

⠆

ᾨ

1
9

3
׽
ン

図
ુ
቎
ଡ
に
։
֐
る
ア
サ
リ
੗
९
ፘ
の
෮
移
（Ⴚ

፟
෯
ౌ
ျ
計
）

図
ુ
቎
ଡ
に
։
֐
る
ঊ
動
ຎ
ද
の
ࡔ
མ
図

図
ુ
቎
ଡ
に
։
֐
る
঳
অ
့
の
೗
な
ᇱ
全
の
取
ຎ
־

図
ુ
቎
ଡ
に
։
֐
る
೗
な
঳
অ
ࡰ
と
ア
サ
リ
の
௻
་
੗
९
ፘ

熊
本
県
෯
ౌ
ଞ
੄
װ
ン
タ
՛
ࠬ
ຏ

๝
ॆ
঳
অ
ଞ
੄
ᆪ

ภ
ဦ

ဎ

ଵ
඘

に
໌

し
֞

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

ಲ
౮

に
つ

い
て

～
熊
本
県
঳
অ
ࡰ
ӡח

ת
リ
Ӣの

事
例
～

（２）⌧場ࡢࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡓࡋ๎࡟ᐇ᪋࡚࠸ࡘ࡟

ձ⌧場ࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡓࡋ๎࡟᪉法࡚࠸ࡘ࡟
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
整

理
と
評

価

¹
長
ৼ
࿨
に
၍
֗
೚
ሓ
֦
ؗ
؀
״
リ
ン
ץ
を
૫
໗

ઝ
年
は
生
息
個

数
が
増

इ
૓
୶

੗
場
ቚ
の
生
息
数

の
૓
୶
を
Ⴞ
࠶

¢
ؗ
؀
״
リ
ン
ץ
を
໗
֐
る
࡝
ਟ
£

{
長
ৼ
࿨
な
変
動
の
Ⴞ
࠶
を
し
、
໢
の
ঊ
動

ຎ
ද
の
ඡ
ੳ
と
比
較
を
す
る
こ
と
֦
、
地
ત

の
ड
༎
な
の
֊
、
ॆ
ࡰ
と
し
て
の
ड
༎
な
の

֊
が
ଣ
え
て
く
る
。

⇒
፭
Ꭼ
2
～
4
Ⴉ
は
ॆ
ࡰ
と
し
て
ภ
ໍ
ଲ

{
各
地
ત
֦
生
息
す
る
ア
サ
リ
の
目
ࡊ
（؎

՛
ス
）と

な
る
個
数
が
ଣ
え
て
く
る
。

  
  
፯
ӱA

地
ત
֦
は

2
0

0
個

/Ӈ
が
؎
՛
ス
。

⇒
ኬ
ᅮ
と
֘
׊
ภ
ໍ
଼
෾
の
ኬ
ࡊ
ӡ؎

՛
׮

ӵ
ɂ
Ӣ֋

ଣ
え
て
く
׊
。

¹
૫
໗
は
፛
な
り

¹
結
果
ב
༽
ৼ
࿨
に
、
か
つ
ྙ
ৼ
࿨
に
整

理
Ք評

価
֘
׊
֒
と
֋
་
โ
で
֘
。

ௗ
ଢ଼
׃
׊
ָ
き
活
動
ב
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
か
ら
き
֠
ん
と
整
理
֘
׊
！

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
整

理
と
評

価

¢
ᅴ
अ
፯
£

{
第

1
回
֊
׈
第

2
回
に
֊
֐
て
、
サ
イ
ズ
ᇠ
の
生
息
個
数
の
変
化
֊
׈
、
བྷ
ॏ

Ç
2
ᇀ
ॏ
（८

ᆳ
6
Ӂ
）、

2
ᇀ
ॏ
Ç

3
ᇀ
ॏ
（८

ᆳ
9
Ӂ
）な

ど
、
ア
サ
リ
の

വ
調
な
成
長
を
॰
Ⴁ
。

{
調
査
点
㕷
ӣ
㕸
֦
は
合
計
の
生
息
個
数
が
増
इ
し
て
い
る
が
、
֜
の
ֺ
֊
֦
は
་
き
く
減
൛
。

Ç
調
査
点
㕷
ӣ
㕸
は
໢
の
調
査
点
よ
り
地
盤
高
が
数
ഋ
ӂ
࿃
く
、
ア
サ
リ
が
移
動
ആ
ู

し
た
ई
Ⴗ
ต
。

Ç
थ
ੌ
の
取
ຎ
־
֦
、
調
査
点

4
⿤

6
֦
は
ᅇ
ᆸ
ኦ
֦
ᇱ
୦
し
て
ׁ
ེ
し
く
成
長
が
ཛ
い
。

⇒
ྔ
௮
࿾
㕷
ӣ
㕸
に
བྷ
ॏ
့
ב
ࡤ
ඬ
し
֞
り
、
ᅇ
ᆸ
ኦ
့
で
保
୦
໴
ప
ב
ப
う
֒
と
֋
୲
果
࿨
。

②
ア
サ
リ
の
生
息
ፘ
は
ໃ
え
て
い
׊
の
か
、
ଲ
֢
て
い
׊
の
か

。

（፯
）

་
ᆃ
Ҧ

第
ӻ
回

ӿ
ᇀ
ॏ

Ӿ
ᇀ
ॏ

ӽ
ᇀ

ॏ
Ӽ
ᇀ

ॏ
བྷ
ॏ

஽
૱

4
0

0
0

4
0

8
9

,9
5

2
1
0
,3
6
0

A
0

0
0

2
4

7
9

6
8
2
0

1
8

0
0

0
8

0
8

3
0

0
0

2
3

2
1
0

,3
5

0
1
0
,5
8
2

2
0

0
0

1
2

0
1
0

,3
5

0
1
0
,4
7
0

6
0

0
0

8
8

1
7

,1
1
8

1
7
,2
0
6

7
0

0
0

6
4

4
,7

7
7

4
,8
4
1

8
0

0
0

0
3

9
8

3
9
8

ᇓ
ઍ

0
0

0
1
1
8

6
,7
1
8

6
,8
3
6

ア
サ
リ
生

息
ඡ
ੳ

（
個

ӹ
Ӈ

）
་
ᆃ
Ҧ

ӻ
回

⇒
Ӽ
回

第
Ӽ
回

ӿ
ᇀ

ॏ
Ӿ
ᇀ

ॏ
ӽ
ᇀ

ॏ
Ӽ
ᇀ

ॏ
བྷ
ॏ

஽
૱

ଲ
൛
ጴ

4
0

0
6

8
0

1
,6

1
6

5
,9

7
1

8
,2
6
7

8
0
%

A
0

0
8

2
0

0
0

2
0
8

2
5
%

1
8

0
0

0
0

0
0

0
%

3
0

0
4

0
8

8
4

0
1
,1

9
4

2
,4
4
2

2
3
%

2
0

8
2

6
4

3
9

2
3

9
8

1
,0
6
2

1
0
%

6
0

0
4

0
4

6
4

4
,3

7
9

4
,8
8
3

2
8
%

7
0

0
4

8
4

7
2

7
,5

6
4

8
,0
8
4

1
6
7
%

8
0

0
0

3
2

7
9

6
8
2
8

2
0
8
%

ᇓ
ઍ

0
1

1
8
1

5
0
2

2
,5
3
8

3
,2
2
2

4
7
%

ア
サ
リ
生

息
ඡ
ੳ

（
個

ӹ
Ӈ

）

ഓ
࿾

࿨
に
活

動
֘
ָ

き
ད
࿾

׃
೘
ຎ

み
の
ሑ

ሓ
֋
ଣ

え
て
く
׊

第
1
回
（㕷

ଈ
）

第
2
回
（㕹

ଈ
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
整

理
と
評

価

①
ત
ࡰ
ၾ
の

֨
֒
に
、
֨
׋
だ
֐
、
ア
サ
リ
が
ᇀ
ᆑ
し
て
い
る
֊
。

第
1
回

（
㕷
ଈ

）
第

2
回

（㕹
ଈ
）

¢
ᅴ
अ
፯
£

{
第

1
回

ӱ
全

໲
࿨

に
成
ॏ
（฾

ಌ
）
の
生
息
個
数
は
多
く
な
い
が
、
全
໲
࿨
に
བྷ
ॏ
（ฬ

ಌ
）を

॰
Ⴁ
。

  
  

བྷ
ॏ
は
多
い
と
こ
׌
֦

1
0

,0
0

0
個

/Ӈ
を
ྖ
え
る
。

{
第

2
回

ӱ成
ॏ
の
生
息
個
数
が
第

1
回
よ
り
増
इ
し
て
い
る
࿊
点
が
־
׈
׋
る
。

⇒
第

1
回
֦
॰
Ⴁ
し
た
བྷ
ॏ
が
成
ॏ
サ
イ
ズ
に
വ
調
に
成
長
し
て
い
る
？

ྔ
௮

࿾
֓
と
に
ח
ת
リ
の

ת
י
ׯ
ᇠ

の
整

理
と
評

価
ב

ப
う
と
ゆ
ゆ
ゆ

（፯
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

ભ
໲
࿨

な
ሑ
ሓ

①
調
査
ؒ
イ
ン
׽
ַ
の
移
動

②
枠
取
り
調
査
の
ಲ
౮

③
ユ
リ
目
を
ౚ
っ
た
८

ᆳ
ᇠ

の
๰

ᇠ
④

ユ
リ
目
に
残
っ
た
ア
サ
リ
の
計
数
Ք記

ྂ
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ӡౄ
考

Ӣࣤ
ዿ

ᇨ
ᅇ

ᆸ
ኦ

に
ׇ
׊
保

୦
の

評
価

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

R5
.8

R5
.9

R5
.1
0R

5.
11

R5
.1
2
R6

.1
R6

.2
R6

.3
R6

.4
R6

.5
R6

.6
R6

.7
R6

.8
R6

.9

（
個

/㎡
）ア
サ
リ
生
息
密
度
の
推
移
：
被
覆
網
（
大
浜
R5
.8
～
R6
.9
）

２
分
貝

３
分
貝

４
分
貝

５
分
貝

ת
י
ׯ
ቚ
の
ภ
ໍ
଼

෾
ӡ
଼
/
Ӈ
Ӣ
Ç
ᅇ

ᆸ
ኦ
1
቙

ဴ
֞
り
の
ภ

ໍ
ፘ
ӡ
k
g
Ӣב

్
࿊

⇒
็
མ
し
֞
ᅇ
ᆸ
ኦ
の
቙
෾
×
ภ
ໍ
ፘ
ӡ
k
g
/
቙
Ӣ 

全
໲
の
ח
ת
リ
ภ
ໍ
ፘ
ӡ
k
g
Ӣ

Å
ӡ保

୦
ત
評
価
Ӣ

੗
඘
ኜ
ู
ӡӇ

Ӣ
×
ᇓ
ઍ
ภ
ໍ
ፘ
ӡ
k
g
/
Ӈ
Ӣ 

੗
඘
の
ภ
ໍ
ፘ

ま
と
め

～
熊
本
県
の
事
例
か
ら
～

➢
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

①
調
査
点
に
移
動
（
G

P
S
、
コ
ン
パ
ス
な
ど
）。

②
枠
の
中
の
底
質
を
採
取
し
て
、
全
部
を
ユ
リ
目
に
通
す
。

③
各
ユ
リ
目
に
残
っ
た
生
き
て
い
る
ア
サ
リ
の
個
数
を
数
え
る
。

➢
結
果
の
整
理
と
評
価
は
難
し
く
考
え
な
い
で
！

①
数
え
た
個
数
を
調
査
点
、
サ
イ
ズ
ご
と
に
表
に
転
記

②
地
図
に
ア
サ
リ
の
生
息
個
数
の
合
計
を
記
入

⇒
ど
こ
に
ア
サ
リ
が
多
く
生
息
し
て
い
る
？

⇒
多
く
生
息
し
て
い
る
場
所
の
特
徴
は
？
地
盤
高
、
底
質
な
ど

③
第

1
回
と
第

2
回
を
比

較
し
て

⇒
ア
サ
リ
は
増

え
て
る
？

減
っ
て
る
？

ア
サ
リ
は
成

長
し
て
い

る
？

④
前
年
以
前
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て

⇒
前

年
よ
り
ア
サ
リ
は
増

え
て
る
？

減
っ
て
る
？

⇒
ア
サ
リ
の

生
息

場
所

は
変

化
し
て
い

る
？

⇒
原
因
は
何
だ
ろ
う
？

構
成

員
み

ん
な

で
考

え
、
保

全
活

動
に
つ
な

げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
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Ⅼ
ࡀ
㸳
Ⅼ
௨
ୖ
あ
ࢀ
ࡤ
㸪
⤫
計
ⓗ
に
ᑐ
↷

༊
⏬
と
ࡢ
ᕪ
ࡢ
᭷
↓
を
᳨
ฟ
で
き
る
㸬

㌾ ᅵ ཌ 协cm 卐

⪔
⪗

࣭
⪔
⪗
ᚋ
に
ࡣ
㌾
ᗘ
ཌ
ࡣ
ཌ
ࡃ
（
῝
ࡃ
）
な
る
㸬

࣭
ࡑ
ࡢ
ᚋ
ࡣ
ᚎ
ࠎ
に
ᗏ
ᅵ
ࡀ
し
ࡲ
っ
て
ᅛ
ࡃ
な
っ

て
い
ࡃ
ࡀ
㸪
ᑐ
↷
༊
ࡼ
ࡾ
ࡣ
ᰂ
ら
か
い
≧
ែ
ࡀ

⥆
ࡃ
㸬

࣭
ᑐ
↷
༊
と
ᕪ
ࡀ
な
ࡃ
な
っ
ࡓ
ሙ
ྜ
に
ࡣ
㸪
෌
ᗘ

⪔
⪗
す
る
ሙ
ྜ
ࡶ
あ
る
㸬

a 
࢔
ࢧ
リ

b 
㌾
ᗘ
ࡢ
ཌ
ࡉ

効
果
調
査
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

7 
ト
ロ
箱
に
あ
け
る

8 
水
で
流
し
て
す
べ
て
を
回
収
す
る

9 
細
か
い
貝
殻
等
を
落
と
す

10
 大
き
な
ご
み
を
と
る

11
 全
重
量
を
計
っ
て
か
ら

1k
gを
分
取

12
 集
計
表
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1 
 

ア
サ

リ
の

状
況

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
 

問
題

：
ア

サ
リ

が
減

っ
た

 
番

号
 

質
問

項
目

 
回

答
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

1
 

ど
の

く
ら

い
減

り
ま

し
た

か
？

 

ほ
と

ん
ど

い
な

く
な

っ
た

 
か

な
り

少
な

く
な

っ
て

、
少

し
だ

け
残

っ
て

い
る

 

あ
る

程
度

は
い

る
が

、
以

前
に

比
べ

て
明

ら
か

に
減

っ
て

い
る

 

以
前

に
比

べ
て

少
な

く
な

っ
た

よ
う

に
見

え
る

 

 

2
 

減
っ

た
稚

貝
の

大
き

さ
は

？
 

 

1
0
m

m
以

下
が

中
心

 
2
0
m

m
以

下
が

中
心

 
大

型
貝

が
中

心
 

す
べ

て
の

大
き

さ
で

 
稚

貝
は

い
る

が
成

貝
ま

で
に

い

な
く
な

る
 

3
 

減
っ

た
と

き
の

状
態

は
？

 
死

殻
が

見
え

た
 

ま
だ

肉
が

付
い

て
い

た
 

死
殻

が
見

え
た

 

肉
は

付
い

て
い

な
か

っ
た

 

死
殻

は
ほ

と
ん

ど
見

え
な

か
っ

た
 

い
つ

の
間

に
か

い
な

く
な

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 

4
 

ア
サ

リ
に

異
常

は
あ

り
ま

し

た
か

？
 

い
つ

も
よ

り
や

せ
て

い
た

 
肉

の
外

見
に

異
常

が
あ

っ
た

 

（
変

色
、

斑
点

、
真

珠
、

砂
、

カ

ク
レ

ガ
ニ

、
他

） 

貝
殻

の
外

側
に

異
常

が
あ

っ
た

 

（
段

差
、

ゆ
が

み
、

磨
耗

）
 

貝
殻

の
内

側
に

異
常

が
あ

っ
た

 

（
変

色
、

汚
れ

、
凹

凸
）
 

わ
か

ら
な

い
 

や
せ

て
は

い
な

か
っ

た
 

肉
に

異
常

は
な

か
っ

た
 

貝
殻

外
側

に
異

常
は

な
か

っ
た

 
貝

殻
内

側
に

異
常

は
な

か
っ

た
 

 

貝
が

砂
の

表
面

に
出

て
い

た
 

生
き

て
い

る
貝

の
貝

殻
に

藻
が

付
い

て
い

た
 

生
き

て
い

る
貝

の
貝

殻
が

汚
れ

て
い

た
 

 
 

5
 

減
り

方
と

時
期

は
？

 
数

日
間

で
減

っ
た

 

（
 

月
 

日
か

ら
 

月
 

日
頃

）
 

数
週

間
の

う
ち

に
減

っ
た

 

（
 

月
 

旬
か

ら
 

月
 

旬
頃

）
 

数
ヶ

月
か

か
っ

て
減

っ
た

 

（
 

月
か

ら
 

月
頃

）
 

年
ご

と
に

少
な

く
な

っ
て

き
た

 

（
 

年
頃

か
ら

） 

わ
か

ら
な

い
 

春
に

減
っ

た
 

夏
に

減
っ

た
 

秋
に

減
っ

た
 

冬
に

減
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

6
 

減
り

方
が

多
か

っ
た

場
所

は
？

 

干
潟

の
岸

寄
り

 
干

潟
の

沖
寄

り
 

あ
ち

ら
こ

ち
ら

 

場
所

に
よ

っ
て

違
う

 

全
域

 
沖

側
（
干

潮
時

で
も

干
出

し
な

い
）
 

ア
オ

サ
や

オ
ゴ

ノ
リ

が
生

え
て

い
る

場
所

 

泥
が

た
ま

っ
て

い
る

場
所

 
死

殻
が

た
ま

っ
て

い
る

場
所

 
 

 

川
や

排
水

路
の

近
く
 

航
路

の
近

く
 

波
当

た
り

の
強

い
場

所
 

流
れ

の
弱

い
場

所
 

 

7
 

海
水

の
状

態
は

？
 

色
が

変
わ

っ
て

見
え

た
 

（
何

色
？

）
 

色
は

特
に

変
わ

っ
て

い
な

か
っ

た
 

澄
ん

で
い

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 

濁
り

が
あ

っ
た

 

（
ど

の
く
ら

い
） 

濁
り

は
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 
 

赤
潮

だ
っ

た
 

赤
潮

は
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 
 

に
お

い
が

あ
っ

た
 

（
ど

の
よ

う
な

）
 

に
お

い
は

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 
 

 

8
 

底
土

の
状

態
は

？
 

砂
が

た
ま

っ
た

 
砂

が
削

ら
れ

た
 

砂
に

変
化

は
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 

泥
が

た
ま

っ
た

 
泥

が
少

な
く
な

っ
た

 
泥

に
は

変
わ

り
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 

貝
殻

が
た

ま
っ

た
 

貝
殻

が
少

な
く
な

っ
た

 
貝

殻
に

変
わ

り
は

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 
 

流
木

，
海

藻
な

ど
の

ご
み

が
た

ま
っ

た
 

ご
み

が
少

な
く
な

っ
た

 
ご

み
に

変
わ

り
は

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い
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2 
 番

号
 

質
問

項
目

 
回

答
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

9
 

他
の

貝
の

状
況

は
？

 
同

じ
よ

う
に

減
っ

た
（
死

ん
だ

）
 

そ
の

貝
の

種
類

（
 

 
 

） 

他
の

貝
は

減
っ

て
い

な
い

（
死

ん
で

い
な

い
）
 

そ
の

貝
の

種
類

（
 

 
 

） 

減
っ

た
（
死

ん
だ

）
貝

も
あ

る
 

そ
の

貝
の

種
類

（
 

 
 

） 

ア
サ

リ
以

外
の

貝
は

い
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

ホ
ト

ト
ギ

ス
，

コ
ケ

ガ
ラ

ス
が

増

え
た

（
変

わ
ら

な
い

，
減

っ
た

） 

ウ
ミ

ニ
ナ

，
ア

ラ
ム

シ
ロ

が
増

え

た
（
変

わ
ら

な
い

，
減

っ
た

）
 

キ
サ

ゴ
類

が
増

え
た

（
変

わ
ら

な
い

，
減

っ
た

）
 

 
 

1
0
 

エ
ビ

や
カ

ニ
の

状
況

は
 

減
っ

た
（
死

ん
で

い
た

）
 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

減
っ

て
い

な
い

（
死

ん
で

い
な

い
）
 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

減
っ

た
（
死

ん
だ

）
も

の
も

あ
る

 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

も
と

か
ら

エ
ビ

や
カ

ニ
は

い
な

か

っ
た

 

わ
か

ら
な

い
 

1
1
 

魚
や

エ
イ

の
状

況
は

？
 

減
っ

た
（
死

ん
だ

）
 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

減
っ

て
い

な
い

（
死

ん
で

い
な

い
）
 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

減
っ

た
（
死

ん
だ

）
も

の
も

あ
る

 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

魚
や

エ
イ

は
い

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 

増
え

た
 

そ
の

種
類

（
 

 
 

）
 

 
 

 
 

1
2
 

海
藻

の
状

態
は

？
 

ア
オ

サ
が

多
か

っ
た

 

腐
っ

て
い

る
 

ア
オ

サ
が

多
か

っ
た

 

腐
っ

て
い

な
い

 

ア
オ

サ
は

少
な

か
っ

た
 

わ
か

ら
な

い
 

 

オ
ゴ

ノ
リ

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

る
 

オ
ゴ

ノ
リ

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

な
い

 

オ
ゴ

ノ
リ

は
少

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 
 

シ
オ

グ
サ

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

る
 

シ
オ

グ
サ

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

な
い

 

シ
オ

グ
サ

は
少

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 
 

そ
の

他
の

海
藻

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

る
 

そ
の

他
の

海
藻

が
多

か
っ

た
 

腐
っ

て
い

な
い

 

そ
の

他
の

海
藻

は
少

な
か

っ
た

 
わ

か
ら

な
い

 
 

1
3
 

操
業

の
経

過
は

？
 

操
業

し
て

い
た

 
〇

〇
年

ご
ろ

ま
で

 

時
期

？
 

漁
法

？
 

漁
獲

サ
イ

ズ
？

 

漁
獲

量
？

 

出
漁

頻
度

？
 

出
漁

者
数

？
 

漁
獲

物
に

異
常

は
？

 

漁
獲

物
の

異
常

 

 
口

開
き

 

 
割

れ
 

 
舌

切
れ

 

 
 

操
業

し
て

い
な

か
っ

た
 

 
 

 
 

1
4
 

放
流

や
移

殖
を

し
ま

し
た

か
？

 

定
期

的
に

放
流

を
し

て
い

る
 

と
き

ど
き

放
流

す
る

 
放

流
し

た
こ

と
が

あ
る

 
放

流
し

た
こ

と
は

な
い
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3 
 番

号
 

質
問

項
目

 
回

答
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

1
5
 

（
放

流
を

し
た

こ
と

が
あ

る
場

合
）
 

そ
の

内
容

は
？

 

継
続

年
数

 

年
間

回
数

 

放
流

時
期

 

放
流

貝
の

由
来

（
産

地
）
 

放
流

貝
の

サ
イ

ズ
 

放
流

量
 

放
流

方
法

 

活
着

状
況

 

 
 

 
 

1
6
 

何
か

特
別

な
こ

と
が

あ
り

ま

し
た

か
？

 

青
潮

（
貧

酸
素

）
 

高
水

温
・
低

水
温

 

大
雨

・
河

川
出

水
 

し
け

 

漁
場

清
掃

 

密
漁

者
 

船
舶

事
故

 

カ
モ

 

 
 

 
 

1
7
 

こ
の

よ
う

な
現

象
は

初
め

て

で
す

か
？

 

は
じ

め
て

 
ま

え
に

も
あ

っ
た

 

（
い

つ
頃

？
）
 

と
き

ど
き

あ
る

 
毎

年
あ

る
 

わ
か

ら
な

い
 

1
8
 

そ
の

他
に

気
付

い
た

こ
と

は

あ
り

ま
す

か
？

 

成
長

が
悪

く
な

っ
た

 
貝

が
丸

く
な

っ
た

 
貝

殻
が

厚
く
な

っ
た

 
貝

殻
の

内
側

の
紫

色
が

強
く

な

っ
た

 

身
入

り
が

悪
く
な

っ
た

 

貝
殻

の
輪

紋
（
段

差
）
が

多
く

な

っ
た

 

貝
の

砂
へ

の
潜

り
が

悪
く

な
っ

た
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ཧຍάື⤌⧊ᐇ⦼㈨ᩱ

１）᫂▼ᆅ区᫂▼ᾆ㜵人会（රᗜ┴᫂▼ᕷ）
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２）ᐊὠᆅ区豊かな海づくりάື⤌⧊（රᗜ┴ࡢࡘࡓᕷ）

123



㸱）ጲ㊰ࡢ海ࢆᏲࡿ会（රᗜ┴ጲ㊰ᕷ）
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４）Ᏻⱁὠᖸ₲◊✲会（ᗈᓥ┴東ᗈᓥᕷ）
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㸳）၈ὠᆅ区海ᗏ⎔ቃࢆᏲࡿ会（బ㈡┴၈ὠᕷ）
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㸴）బ㈡ᆅ区多面的機能Ⓨ᥹対策άື⤌⧊（బ㈡┴బ㈡ᕷ）
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MEMO
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➨㸴❶ ィ⏬・タィ࡜᪉࠼⪄ᇶᮏ的なࡢ対策ࡅ↝☾

㸴㸬１ ᐇຠᛶࡢ㧗ࡅ↝☾࠸対策ࡢどⅬ

磯焼けは、➨ 3 章でゎㄝされているとおり、多くの要ᅉが」合的に⤡ࡳ合って㉳こる⌧

象である。このため、㐺ษに対策を実᪋したとしてもண᝿と␗なる状況が㉳こりうるので、

ண᝿に཯した結果が生じることも᝿定しながら対策に取り組むことが重要である。

このための対策ᡭἲとして、PDCA サイクル（㡰応的管理ᡭἲ）を回す方ἲが有効であ

る。PDCA サイクルとは、Plan（ィ⏬）・Do（実行）・Check（ホ౯）・Action（改善）を⧞

り㏉し、物事を継続的に改善しながら㐍めていくᡭἲである。これを磯焼け対策に当ては

めると、磯焼けの⌧状を把握し設定した目標に応じて具体的なィ⏬をస成する（Plan）→
ィ⏬にᇶづいて実㝿に磯焼け対策を実行する（Do）→ 活動の結果をモニタリング・ホ౯す

る（Check）→ ホ౯内容に応じてィ⏬を見┤し次のィ⏬を立てて（Action）、改めて PDCA
サイクルを回すこととなる。なお、藻場を回復さࡏるにはある程度の時間を要する。ᅗ 6-
1-1 に示すとおり、⼺

ら

᪕
せん

をᥥくように PDCA サイクルを回し続けていくことが重要であ

り、それこそが水産㈨※の増大へとつながる磯焼け対策である。

ᅗ 6-1-1 PDCA 対策ࡅ↝☾࠸㧗ࡢᐇຠᛶࡍᅇࢆクル࢖ࢧ

この PDCA サイクルを着実に回すためには、᭱ప㝈下記の事㡯に␃意する。

モニタリング

次の行動の検討

専門家

計画づくり

ウニ除去

専門家

PDCA ○年目

PDCA 3年目

PDCA 2年目

PDCA 1年目

水産資源の増大

磯焼け

専門家

水産資源の増大

藻場の回復・維持・増大

Ỉ⏘ᗇ䛂磯焼け対策ガイドライン（第３版）䛃より引用

㸴　ཧ⪃㈨ᩱ
㈨ᩱ１
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① 目標を明確にする

PDCA サイクルでは、具体的な目標を立てることが一番重要である。目標を明確に

することにより、共通認識を高め、目標を見失う恐れを防ぐことができる（本章の 6.2
参照）。

② 日常的に藻場や磯焼けの状況を観察する

日々の漁場への行き帰りに、磯焼け対策を行った場所やその周辺の状況を観察する。

例えば、海藻の生育状況、食害の有無、魚介類の産卵、流れ藻の浮遊、打ち上げ藻の

漂着、魚探に表示される水温などを意識しながら観察し、必要に応じて記録する。

③ 成果を記録しておく

日常的な観察のメモやモニタリングの結果（例：ウニ除去数・藻場の被度などの経

年変化グラフなど）を記録しておくと、磯焼け対策の成果や藻場が回復する過程を具

体的に分析することができる。また、前回の対策記録と比較しながら次の活動を改善

し実行すれば、効果の維持や拡大につながる。

④ 人材を育成する

活動組織には核となるリーダーが必要である。リーダーには、情熱を持って新しい

こと、経験したことがないことにも積極的に取り組める行動力や実行力、情報収集能

力、コミュニケーション能力などが求められる。また、活動組織および関係者におい

ては、次世代のリーダーを育成できる体制づくりが重要である。

⑤ リーダーを支援できる管理体制をつくる

行政や地元の研究者・専門家（サポーター）の方は、リーダーを支援できる管理体

制を整え、継続的に組織の体制の強化に取り組むことが必要である。

６．２ 計画づくり

１）目標の明確化

目標では、長期的な目標及びそれを達成するための当面・中期の目標、並びにそれらの

達成時期等を明確にして設定する。長期目標では、自分たちが磯焼けによって困っている

ことを明確にし、あるべき藻場の姿を目標に設定する。

また、短期（当面）・中期の目標では、長期目標の達成に向けて、具体的かつ達成可能な

数値（被度、面積）を設定する。例えば、水産多面的機能発揮対策事業（以下、水産多面

的事業）では、5 年間の目標値を「対象生物量を 20％以上増加」とし、成果指標には「対

象水域における生物量の増加」としている。ここで言う「対象生物量」の対象とは、海藻

であり、生物量は海藻の被度や藻場の面積のことである。

海藻の被度や藻場面積を目標値とした場合、活動に対する達成感が得にくいので、目標

値とは別の指標値を設定しておくとわかりやすい。例えば、目標値が「海藻被度を 5％／

年以上増加」の場合で、活動内容がウニの除去であれば、年間のウニの除去数を指標値に

設定し、除去した数量から達成状況を把握した方がわかりやすい。活動メンバーに対して

モチベーションを高められる指標値を設定することも活動の持続には有効である。

磯焼け対策ガイドライン（第３版）より引用 
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